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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　死臭に満ちた夜の地下通路で、彼女は銀色の大たい剣けんを構えていた。

　濃のう紺こんのスカートスーツを着た若い女だ。古風な美貌と、均整の取れたしなやかな体つき。ファッション雑誌から抜け出して来たような、魅力的な容姿の持ち主である。

　だが彼女の肌は汗と泥にまみれ、整えた前髪も激しく乱れていた。

　スーツの胸元が大きく裂けて、剝むき出だしになった左肩をあふれ出た鮮血が濡ぬらしている。

　彼女の周囲に散らばっているのは、巨大な力で引きちぎられたような無数の残ざん骸がい。

　モーター、電子装置、装そう甲こう、機銃、榴りゆう弾だん砲ほう──破壊された有脚戦車ロボツトタンクの構成部品だ。

　その残骸に折り重なるようにして、数え切れないほどの負傷者が倒れている。

　絃いと神がみ島じま特区警備隊アイランド・ガードが誇る攻こう魔ま師し部隊の精鋭たちである。

　場所はキーストーンゲート第一層。すなわち絃神島の中枢部たる巨大建造物の内側だった。

　深夜零れい時じを過ぎた通路に、一般人の姿はない。

　睨にらみつけた彼女の視線の先にいるのは、招かれざる客──侵入者たち。

　魔ま獣じゆうの頭とう骨こつに似せた不気味な仮面をかぶり、全身を純白のローブで覆おおった三人組だ。

　彼らは、二十体を超える有脚戦車ロボツトタンクを破壊し、多数の攻魔師を負傷させていた。それでいて彼らのローブには、かすり傷ひとつ残されていないのだ。

　傷ついた彼女はたった一人で、そんな侵入者たちと対たい峙じしている。

　一いつ瞬しゆんの隙すきも許されない張り詰めた空気。研とぎ澄すまされた殺意。

　生き残ったわずかな武装警備員たちは、息を殺してその光景を見つめている。

　乱れた呼吸を整えて、彼女は静かに祝詞のりとを唱えた。

　銀色の大剣の切きっ先さきを、先頭を歩く侵入者の仮面へと向ける。

　彼女の姿が、陽かげ炎ろうのように音もなく揺らいだ。

　疾走。そして、跳ちよう躍やく。呪じゆ力りよくによって強化された肉体が、人間の限界を超えた速度で突進し、大剣を横よこ薙なぎに一いつ閃せんする。

　だが、彼女の斬ざん撃げきが侵入者の身体からだに触れることはなかった。

　肉を裂き、骨を砕く不快な衝しよう撃げき音おんを残して、吹き飛んだのは彼女のほうだ。

　悲鳴を上げることもできないまま、彼女は壁に激突し、鮮血を撒まき散ちらして動かなくなる。

　白いローブの侵入者たちは、血ち溜だまりの中に倒れた彼女を一いち瞥べつすらしなかった。小うるさい羽は虫むしを振り払っただけと言いたげな冷淡な態度だ。

「そんな……馬ば鹿かな……」

「獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎが……こんなにも呆あつ気けなく負けるのか……」

　その様子を目撃していた武装警備員たちの間に、隠しきれない動揺が広がっていく。

　対魔族戦せん闘とうのエキスパートといわれる最高ランクの攻魔師が、手も足も出ないまま一方的に敗北した──その事実が、彼らの精神を打ちのめしていた。侵入者と彼らの間にある絶望的なまでの力の差を、はっきりと見せつけられてしまったのだ。

「…………」

　完全に戦意を喪失した特区警備隊アイランド・ガードを無視して、侵入者たちは通路の奥へと歩き出す。

　最大の戦力として招しよう聘へいされていた剣けん巫なぎが敗れた今、彼らの歩みを止められる者はいない。

　その場にいる誰もがそう考えた瞬しゆん間かん、世界を静寂が支配した。




「……っ!?」




　異変に気づいた侵入者たちが、仮面に覆おおわれた顔を上げた。

　次の瞬間、見えない鉄てつ槌ついに殴られたように、彼らは吹き飛ばされていた。

　それと同時に、世界に音が戻ってくる。

　侵入者を凝ぎよう視ししていたはずの武装警備員たちにすら、なにが起きたのかわからない。彼らの意識の連続性が途切れている。コマ落ちした映画を観みているような不快感。存在しないはずの時間を、無理やり挟はさみこまれたような異様な感覚だ。

「──間に合いませんでしたか」

　どよめきに包まれた地下通路に、悲しげな呟つぶやきが聞こえてくる。

　声の主は、奇妙な衣装を着た若い娘だった。金きん箔ぱくと宝石をちりばめた絢けん爛らん豪ごう華かな巫み女こ装しよう束ぞく。およそ戦場に似つかわしい服装とはいえない。しかし彼女のまとう厳おごそかな雰ふん囲い気きには、不思議とよく似合っている。嘆くように唇くちびるを嚙かむ彼女の視線は、侵入者を喰くい止とめようとして瀕ひん死しの重傷を負った、部下の剣巫に向けられていた。

「コノ攻撃……獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟……閑しずか古こ詠よみカ……」

　仮面越しのくぐもった声で、侵入者の一人が呟いた。どこか愉たのしげな声だった。

　そんな彼らの全身に、前触れもなく飛来した無数の閃せん光こうが絡みつく。

　閃光の正体は冷たい金属の鎖。虚こ空くうから撃ち放たれた細い銀ぎん鎖さだ。

　豪ごう奢しやなドレスを着た小柄な影が、波紋のように空間を揺らして、侵入者たちの前に現れる。人形のような幼い美貌の魔ま女じよだ。

「報告にあった侵入者か。正面玄関から堂々とキーストーンゲートに殴りこんで来るとはな。人工島管理公社もずいぶん舐なめられたものだ」

　不ふ興きようげに唇を歪ゆがめながら、南みな宮みや那な月つきが乱暴に吐き捨てる。魔力を帯びた彼女の銀鎖は、侵入者たちを幾いく重えにも搦からめ捕とって、彼らの動きを完全に封じている。

「アスタルテ、状況は？」

　那月が背後に従えていた少女に訊きいた。なぜか背中の大きく開いたメイド服を着た、藍あい色いろの髪の人工生命体ホムンクルスだ。

「報告リポート。ゲート第二層Ｄエントランス隔かく壁へき破損。防衛システム沈黙。特区警備隊アイランド・ガード攻こう魔ま中ちゆう隊たいの損耗率は六十四パーセント。侵入者は総数三。魔ま導どう犯罪者データベースに該当なし。襲しゆう撃げきの目的は不明です」

　アスタルテと呼ばれた人工生命体ホムンクルスの少女が、淡々とした口調で回答する。

「特区警備隊アイランド・ガードをたやすく壊滅させるほどの力を持ちながら、正体も目的も不明の侵入者、か」

　那な月つきが困惑したように眉まゆを寄せた。侵入者の素す性じようがわからないことを意外に思ったのだ。

　情報ネットワークの整備と魔ま族ぞく研究の進展によって、魔導犯罪者のデータは、今や世界中で瞬しゆん時じに共有されるようになっている。たいした脅きよう威いにならない雑ざ魚こならともかく、剣けん巫なぎを倒すほどの実力者が、その存在を知られていないことなど普通はあり得ない。例外があるとすれば、数世紀にわたって封印されていた〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟アヴローラ・シリーズや、普通の人間が後天的に吸血鬼化した暁あかつき古こ城じようのような、特殊な事例ケースだけだろう。

「まあいい。捕らえたあとでゆっくり調べれば済むことだ」

「……いえ。それほど簡単な相手ではないようです」

「なに？」

　硬い口調で告げてくる古こ詠よみを、那月が怪け訝げんそうに見返した。

　その直後、地下通路に鈍い金属音が響ひびく。侵入者たちの動きを封じていた銀ぎん鎖さが輝かがやきを失って、砂糖細工のように脆もろく砕け散ったのだ。

「神々が鍛きたえた〝戒めの鎖レージング〟を断ち切った……だと？」

　那月の声に驚きが滲にじんだ。彼女が武器として操る銀鎖は、〝天てん部ぶ〟と呼ばれる古代超人類の遺産。神じん代だいの怪物を捕らえるために造られた強力な魔ま具ぐだ。同格以上の魔具をぶつけない限り、容易に破壊できるものではない。ましてや力任せに引きちぎることなど、神しん獣じゆう化かした獣人の膂りよ力りよくをもってしても不可能だ。

　自由を取り戻した侵入者たちの姿に、特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちが表情を引ひき攣つらせる。彼らを振り返って、那月が叫ぶ。

「まだ息のある負傷者を連れて後退しろ！　あとは私とアスタルテがやる！」

「で、ですが……！」

　小隊長らしき人物が、葛かつ藤とうするように声を上うわ擦ずらせた。

　彼らとて、自分たちが残っていても、足手まといにしかならないことはわかっている。

　だからといって、このまま那月たちを見捨てて逃げるという決断は下せない。それは職務に殉じゆんじて死んでいった仲間たちに対する、裏切り行為でもあるからだ。

「心配するな、手柄はおまえたちに譲ってやる。今日の私は非番だからな……それとも、私に任せるのは不安か？」

「そ、そんなことは……」

　那月に微笑ほほえみかけられた小隊長が、怯おびえたように顔を蒼そう白はくにして首を振った。

　特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちにとって、〝魔ま族ぞく殺ごろし〟の〝空くう隙げきの魔女〟は、畏い敬けいと恐怖の対象だ。那月の命令に逆らって彼女の逆げき鱗りんに触れるのは、ある意味、侵入者たちと戦うことよりももっと恐ろしい。

「……ご武運を」

　小隊長が恭うやうやしく敬礼し、ほかの隊員たちもそれに倣ならった。那な月つきが冷ややかに振る舞っているのは、自分たちを戦場から追い払うためだと彼らも気づいているのだ。

「私はご一緒しても構いませんか？」

　撤退を開始した隊員たちを見送りながら、古こ詠よみが真面目な口調で訊きいてくる。

「好きにしろ」

　那月は突き放すように冷たく言った。

　特区警備隊アイランド・ガードを避難させたのは、敵の正体が不明だからだ。侵入者が大規模な攻撃を仕掛けてきたときに、特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちが巻きこまれるのを恐れたのだ。

　しかし古詠ならばその心配はない。

　自力でどうにでもするだろうし、そもそも那月が彼女のことを気き遣づかう義理もない。那月たち国こつ家か攻こう魔ま官かんにとって、獅し子し王おう機き関かんは、同じ魔ま導どう犯罪者対策を担当する商しよう売ばい敵がたきなのだから。

「襲しゆう撃げきの目的を、どう見ますか？」

　悠ゆう然ぜんと立ち上がる侵入者たちを眺めつつ、古詠が冷静な口調で問いかける。

「こんな目立つ戦い方……普通に考えれば陽動なのだろうが、この侵入者は……」

「はい。強すぎます」

　那月の呟つぶやきに、古詠が淡々と同意した。

「そもそもキーストーンゲートの場合、陽動作戦は意味がありません。主要区画のほとんどが海面下にあって、侵入経路が限られていますから」

「最短距離で目的地に向かう……そのための正面突破か。だが、今さらキーストーンゲートを襲撃してなんの価値がある？」

　那月は露骨に不機嫌な態度で自問する。

　かつてのキーストーンゲートには、〝賢者の右腕〟と称される聖せい遺い物ぶつが保管されていた。それは奇跡に近い大規模魔術を実現する強力な魔術触しよく媒ばいだ。だがそれは、つい先日、本来の所有者であるロタリンギア王国に返還されて、すでにここにはない。キーストーンゲートを襲撃して、奪い取る価値があるものは残っていないのだ。

「だとすれば目的は、要人暗殺かテロ……あるいは宣戦布告、か」

　那月が乱暴に舌打ちした。

　人類と魔ま族ぞくの共存を謳うたう聖せい域いき条じよう約やくと、その象徴である〝魔族特区〟を憎んでいる者は少なくない。極東唯一の〝魔族特区〟である絃いと神がみ島じまが、彼らの攻撃対象になることも多かった。

　だから、侵入者たちの正体が、そのような過激なテロ集団だとしても特に驚きは感じない。

　問題なのは、彼らがなぜこのタイミングで行動を起こしたのか、ということだ。

「やはり第だい四よん真しん祖その不在の影響でしょうか」

　古こ詠よみが無感動な声で指摘する。

　今の絃いと神がみ島じまになにか特別な要素があるとすれば、世界最強の吸血鬼であるところの〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようがいない、ということだ。

　彼はゴールデンウィークを利用して、北欧アルディギア王国を訪れているのだ。

　もちろんそれは極秘情報だが、とっくに多くの人々の知るところとなっていた。古城が現地で国家規模の陰いん謀ぼうに巻きこまれ、空くう中ちゆう戦せん艦かん一いつ隻せきを沈める騒さわぎを引き起こしたせいだ。

「休日返上で待機していたのが、無駄にならずに済んだな」

「そうですね」

　那な月つきがやる気のない口調で言い放ち、古詠も溜ため息いき混じりに微笑ほほえんだ。

　絃神島に潜伏する魔ま導どう犯罪者が、第四真祖のいない隙すきを狙って動き出すのは、容易に予想できることだった。だからこそ、獅し子し王おう機き関かんは貴重な剣けん巫なぎをキーストーンゲートの護ご衛えいとして派遣し、古詠自身も予備戦力として待機していたのだ。

「第四真祖がいないというだけで侮あなどられるのも不愉快ですね。部下を傷つけられた借りもありますし──」

　古詠が攻撃的な眼まな差ざしを侵入者に向ける。

　彼女の殺気に反応するように、侵入者たちが身構えた。

　だが、古詠の攻撃はすでに終わっていた。一いつ瞬しゆんの静寂が世界を包み、再び音が戻ってきたときには、侵入者の一人が地面に倒れ伏している。

　白いローブに覆おおわれた侵入者の肉体を、鞭むちのようにしなる無数の薄はく刃じんが貫いていた。

　薄刃の正体は、古詠の手の中に突然現れた銀色の大たい剣けん。彼女の部下の剣巫が、倒される直前まで使っていたものだ。その大剣の剣けん身しんが、水銀のように溶けて形を変え、長さ十数メートルもの刃やいばとなって侵入者を地面に縫ぬい止とめている。

「呪じゆ術じゆつ反応金属の刃──獅子王機関の新型か」

「我々の剣巫を斃たおすほどの相手です。手加減は不要でしょう」

　十三式斬魔大剣ハイデンレースラインと名付けられた銀色の武ぶ神しん具ぐを握ったまま、古詠は冷たく宣告する。それは吸血鬼の真祖をも無力化するために開発され、非人道的であるとして封印されてきた獅子王機関の禁きん忌き兵装だった。その強力な武神具をためらいなく使ったことが、部下の剣けん巫なぎを傷つけられた古詠の怒りの激しさを表している。が──

「く……く……くくっ……」

　串くし刺ざしにされた侵入者──蜥蜴とかげの頭とう骨こつを模もした仮面の下から、声が洩もれた。

　それは不快な嗤し笑しようだった。地面に縫ぬいつけられた侵入者とその仲間たちが、嘲あざけりの笑い声を洩らしているのだ。

「ナカナカ面白イ……興味深イ武器ダ……ダガ……！」

「え!?」

　古こ詠よみが驚きよう愕がくに目を見開いた。侵入者を縫い止めていたはずの十三式斬魔大剣ハイデンレースラインの刃やいばが、突然、弾はじけ飛んだのだ。

　ローブの隙すき間まから噴き出していたのは純白の蒸気。それに触れた呪じゆ術じゆつ反応金属の刃が、熱せられた蠟ろうのように溶けている。

　古詠が再び〝静寂破りペーパーノイズ〟──絶対先制攻撃の能力を行使した。

　静寂とともに存在しないはずの時間が挟はさみこまれて、まるでページを破り捨てた本のように、彼女の攻撃の結果だけが突然現れる。

　だが、結果は同じだった。古詠の攻撃が命中しても、侵入者の肉体はダメージを受けない。融解した十三式斬魔大剣ハイデンレースラインの刃が虚むなしく飛び散るだけだ。

「がっ……！」

　そして無造作に古詠との距離を詰めた侵入者が、彼女の細い首筋をつかんだ。そのまま片手で空中に吊つり上げる。剣けん身しんを失った十三式斬魔大剣ハイデンレースラインが床の上に落ちる。

　時間すら操る強大な能力を持っていても、古詠の肉体は、見た目通りの脆ぜい弱じやくな少女のものだ。単純な力比べで、魔族である侵入者に太た刀ち打うちできるはずもない。

「〝静寂破りペーパーノイズ〟を支援しろ、アスタルテ！」

「命令受諾アクセプト。執行せよエクスキユート、〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟」

　保護者マスターである那な月つきの命令に、人工生命体ホムンクルスの少女は機敏に応じた。体内に植えつけられた人ひと型がたの人じん工こう眷けん獣じゆうを召しよう喚かんし、古詠をつかんだ侵入者へと殴りかかる。

　アスタルテの眷獣〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟には、あらゆる物理攻撃を無効化し、魔力を反射するという極めて強力な特性が与えられている。侵入者の異様な防御力の正体がなんであれ、アスタルテと彼女の眷獣には通用しない──はずだった。

　そんなアスタルテの眼前に、新たな影が立ちはだかる。

　野牛の頭骨を模した仮面の侵入者だ。その腕に握られていたのは、奇妙な形の片手剣。波のようにゆるやかに湾曲した、半透明の刃を持つ湾わん刀とうである。

　野牛の仮面の侵入者がその刃で、虹にじ色いろに輝かがやく人型の眷獣を斬きりつける。

　何の変哲もない、無造作な斬ざん撃げきだった。

　物理攻撃を無効化する眷獣にとっては、回避するまでもない一撃だ。

　だが、半透明の刃やいばが振り下ろされた瞬しゆん間かん、鎧よろいのように眷けん獣じゆうをまとうアスタルテの胸元に、細い線が刻まれた。定規で引いたような真まっ直すぐな赤い線──

　その線からあふれ出したのは、大量の鮮血だ。

「──アスタルテ！」

　那月の表情が凍りつく。

　虹にじ色いろの眷獣の姿が揺らいで消滅し、血ち塗まみれのアスタルテが落下した。

　野牛の仮面の侵入者は、鮮血に濡ぬれた湾わん刀とうをだらりと下げて、倒れたアスタルテを見下ろしている。蜥蜴とかげの仮面をかぶった魔ま族ぞくは、意識をなくした古こ詠よみをなおも絞め上げている。

「ちっ……」

　那な月つきの周囲の空間が揺らいだ。武器である銀ぎん鎖さを撃ち出して、侵入者たちを再び拘束しようとしたのだ。

　だが、その攻撃が発動することはなかった。ふと気づけば、ぬらぬらと輝かがやく紐ひも状じようのなにかが、那月の手脚に巻きついている。

　それは、濃のう密みつな粘液状の魔力に覆おおわれた触手だった。

　三人目の侵入者が、ローブの下から無数の黒い触手を吐き出して、那月の全身を搦からめ捕とっている。その魔力が那月の魔術に干渉して、空間制御能力の発動を防いでいるのだ。

「捕ラエタゾ……〝空クウ隙ゲキノ魔女〟」

　人の頭とう骨こつを模もした仮面の下で、侵入者がくぐもった笑しよう声せいを洩もらす。

　ローブから吐き出された触手の質量は、侵入者自身の体積を遥はるかに超えていた。黒い触手は、那月の銀鎖と同様に、異なる空間から召しよう喚かんされているらしい。

「私の……〝輪環王ラインゴルト〟以上の空間制御能力だと……貴様、何者だ……？」

　華きや奢しやな肉体を軋きしませながら、那月が冷静な口調で訊きく。

「我ワレラハ、終焉教団オーダー・ジ・エンド」

　人の頭骨の仮面の下から、誇らしげな声が響ひびいてくる。那月の全身は無数の触手に吞のまれて、その声が届いているのかどうかわからない。

「古イニシエヨリ、真シンナル第ダイ四ヨン真シン祖ソニ仕ツカエル者──」

　黒い触手は純白のローブの中に吸いこまれて、出現したときと同様に唐とう突とつに消えた。

　触手に搦め捕られた那月の姿も完全に消えている。

　どこかで重い荷物を投げ落とすような湿った音がした。蜥蜴の仮面をかぶった侵入者が、意識をなくした閑しずか古詠を、打ち捨てるように放り投げた音だった。

　湾刀を持った侵入者は、仲間たちの戦果を確認することもなく、すでに地下通路の奥に消えている。残る二人の侵入者も、仲間のあとを追って歩き出している。

「南宮教官マスター……」

　重傷を負った人工生命体ホムンクルスの少女が、連れ去られた那月を追いかけるために立ち上がろうとする。だが、途中で力尽きたようによろめいて、彼女は床に倒れこんだ。彼女自身が流した血が、その全身を冷たく濡ぬらしている。

「教マス……官ター……」

　アスタルテの呟つぶやきが、地下通路に弱々しく反響して消える。

　やがて彼女の意識もまた、暗い闇やみの中に沈んでいった。







[image: 第一章　領主選争　Electoral War]











１






　暁あかつき古こ城じようは、困惑していた。

　高度約三万三千フィート。巡航速度は時速一千キロ──北欧アルディギア王国から絃いと神がみ島じまに向かう長距離プライベートジェットの機内である。救国の英雄である古城たちのために、ラ・フォリア・リハヴァイン王女がサプライズで用意してくれたチャーター機だ。

　機内には、レストランと見み紛まがうようなダイニングルームや、広々としたベッドとシャワー室、マルチメディアシアターまでもが完備されている。古城はそのシアター室の革張りのソファで、眠りから目覚めたところだった。飛行機が──本人は決して認めようとはしないが──恐くて眠れないという姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なにつき合って、子ども向け動物コメディ映画を観みている途中で寝落ちしてしまったのだ。

　雪菜は、そんな古城の隣で静かな寝息を立てている。

　正確には隣というよりも、同一空間で、というべきか。

　まるでレスキュー隊員にしがみつく溺おぼれかけの遭そう難なん者しやのように、雪菜は、古城の腕に自分の腕を絡からめたまま眠っているのだ。余よ所その家に預けられた人見知りの猫が、飼い主の匂においの残る毛布を抱いて安心しようとする姿に似ている。
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　それだけなら微笑ほほえましい光景といえなくもない。

　しかし腕同士が絡からみ合っているということは、雪ゆき菜なの全身のあちこちも古こ城じようと密着しているということになる。そして本人の無自覚ぶりとは裏腹に、雪菜はかなりの美形なのだった。

　見るからに細身で華きや奢しやなわりに、古城の二の腕に当たる雪菜の胸元は柔らかく、さらさらとこぼれる彼女の髪からは得えも言われぬいい香りが漂ってくる。長い睫まつ毛げ。薄うす紅べに色いろの唇くちびる。無防備にさらけ出された細い首筋。そして白い肌に透ける青い血管──

　それらをじっと見つめていると我を忘れてしまいそうになって、古城は慌あわてて目を逸そらした。

　とりあえず彼女との密着状態をどうにかしようと思う古城だが、雪菜の腕はがっちりと喰くいこんでいて離れない。下へ手たに動かすと古城の肩や肘ひじ関節が脱だつ臼きゆうしそうだ。どうやら雪菜は無意識のうちに、古城の腕に関節技を仕掛けているらしい。

　いくら飛行機恐怖症だからといって、そこまでしてしがみつきたいのか、と内心で呆あきれつつ、古城は雪菜を起こさないように気き遣づかいつつ、彼女の腕をどうにか解ほどこうと苦く闘とうする。

　結果的に古城は雪菜と顔を寄せ合うような形になって、その瞬しゆん間かん──

「なにしてるの？」

　背後から聞こえてきた冷ややかな声に、古城はギョッとして動きを止めた。

　振り返る古城を見下ろしていたのは、流行の小こ洒落じやれたファッションに身を包んだ、華やかな髪型の同級生だ。

「……なんだ、浅あさ葱ぎか。脅おどかすなよ」

「なんだとはなによ。あたしに声をかけられちゃまずいことでもしてたわけ？」

　ホッと息を吐く古城を半はん眼がんで睨にらんで、藍あい羽ば浅葱が不機嫌そうに頰ほおを膨らます。

「そんなんじゃねーよ。腕が動かせなくて困ってただけだ」

「ふーん……その子をずっと腕枕してあげてたから、腕が痺しびれた、と」

「どうやったら、この関節技アームロツクが腕枕に見えるんだよ。それよりちょっと手伝ってくれ。このままじゃ動けねえ」

　がっちりと極められた関節の痛みに、軽く涙目になりながら古城が訴える。

　浅葱は軽く肩をすくめて、渋々と古城の脱出を手伝い始めた。無防備に眠ったままの雪菜の横顔を眺めて、少しうらやましげに息を吐く。

「誰にだって苦手なことのひとつやふたつはあるんだろうけど、ここまで来ると、あざといというより才能よね。あれだけ強いのに飛行機が恐こわいなんて……」

「本人は恐いわけじゃないって頑かたくなに言い張ってるけどな」

　ようやく関節技から解放された古城が、凝こり固かたまった腕を伸ばして苦笑する。

　獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎである雪菜は、他人に弱みを見せることができない。第だい四よん真しん祖その監視役として、それは明確な欠点となるからだ。だからあからさまにバレバレだったとしても、彼女は絶対に飛行機が恐いとは認めない。それがわかっているからこそ、古城としても、なんとなく気づかないふりをしてやりたい気分になってしまうのだった。

「ま、なんにしてもようやく眠れたみたいだから、しばらくそっとしてやってくれ」

「それはいいけど、もうすぐ着陸よ。たぶんあと三十分くらい」

　浅あさ葱ぎが手首の時計をちらりと見る。

　古こ城じようは窓に目を向けた。しかし外には群ぐん青じよう色いろの夜空が広がっているだけで、時間の経過はよくわからない。この機体は夜明け前に絃いと神がみ島じまに到着する予定になっているのだ。

「思ったより早く着いたな」

「快適だったから、そう感じるわよね。王女様に感謝しないと」

「これくらいは当然の権利って気もするけどな」

　豪華なプライベートジェットの機内を見回して、古城はやる気なく独りごちる。

　アルディギア王国滞在中、古城は、ラ・フォリアに利用されるような形で彼女の婚約者にされた上に、彼女の父親に危うく斬きり殺されかけたのだ。ついでに国際的な陰いん謀ぼうに巻きこまれて、テロリストと一戦交える羽目になったりもした。そのぶん少しくらい気を遣つかってもらっても、罰ばちは当たらないだろうと思う。

「まあいいや。それで……なにかあったのか？」

　古城は真面目な表情を作って、浅葱に訊きく。彼女も古城を雪ゆき菜なの関節技から解放するためだけに声をかけてきたわけではないはずだ。

「まあ、ちょっとね」

　浅葱は曖あい昧まいにうなずいた。どことなく煮え切らない感じの反応だ。

「この飛行機、さすがに高級プライベートジェットだけあって、インターネット回線も使えるんだけど、ちょっと前からモグワイにつながらなくなってるのよ」

「モグワイ？　ああ、あいつか……あの不細工なぬいぐるみみたいな……」

　古城は、浅葱の相方である人工知能の現身アバターの姿を思い出す。お世辞にも恰かつ好こういいとはいえないデザインだが、あれで実はなかなか高性能な自律知性体エージエントだったりするらしい。

　しかし古城のその反応に、浅葱は信じられないというふうに目を見開いて、

「どこが不細工!?　可愛かわいいでしょ!?」

「え？　いや、まあ、おまえがそう思うんならそれでいいけど……あいつがどうしたって？」

「だから呼びかけても応答しないの。モグワイだけじゃなくて、絃神島全域でネットワーク障害が起きてるみたい。少なくとも人工島管理公社の本部とは完全に通信が途絶えてる」

「通信が途絶えてる……？」

　古城は戸惑いながら訊き返す。それがどれくらい重大なことなのか、古城には今ひとつよくわからない。

「問題が起きてるのは、コンピューターネットワークだけじゃないみたいだぜ」

　シアター室からキャビンに移動した古城たちの会話に、矢や瀬ぜ基もと樹きが横から割りこんでくる。リクライニングさせたシートに座る彼の手には、ごつい携帯通信端末が握られていた。

「衛星電話や、矢瀬家うちの専用通信回線もダメだ。海底通信ケーブルの断線みたいな、単純な障害じゃないってことだな。おかげで絃いと神がみ島じまでなにが起きてるのがさっぱりわからねえ」

「……まさかジュランバラーダのせいじゃないだろうな？」

　特に根拠はなかったが、古こ城じようは猛烈に嫌な予感を覚えてうめく。

「絃神島に向かったっていう、例の第だい一いち真しん祖そね？」

　浅あさ葱ぎも眉み間けんにしわを寄せている。

　アルディギア王国を出発する直前、古城は空港で、キイ・ジュランバラーダと名乗る男と出会っていた。古城たちよりも一足早く絃神島に向かった彼の正体が、〝忘却の戦王ロストウオーロード〟──第一真祖だとわかったのはそのすぐあとだ。

　不老不死の吸血鬼としての長い長い人生に飽きた彼が、絃神島で気まぐれに騒そう動どうを起こしたとしてもまったく意外とは思わない。第一真祖の腹心の部下であるヴェレシュ・アラダールからも、彼を絶対に退屈させるなと忠告されているのだ。でなければ、ジュランバラーダは、なにをしでかすかわからないから、と。

　しかし古城の不安を払ふつ拭しよくするように、矢瀬が冷静に首を振る。

「いちばんありそうな話だが、タイミング的には微妙だな。ちょっと調べてみた感じ、絃神島の通信障害は、俺たちがアルディギアを出発でる前に始まっていたらしい」

「そうか……じゃあ、ジュランバラーダは関係ないんだな？」

「完全に無関係かどうかは怪しいけどな。第一真祖がはるばる絃神島に出かけていった理由もわかってないんだし」

「でも、少なくとも通信障害が起きてる原因は、第一真祖とは無関係ってことよね」

　半ば自分自身に言い聞かせるように、浅葱が楽観的な意見を口にする。

　古城としても異論はなかったが、だからといって問題が根本的に解決したわけではなかった。絃神島と連絡が取れなくなった原因は、いまだにわかっていないのだ。

「なんか、前にも似たようなことがあったような気がするな……」

　暗い窓を睨にらんだまま、古城はぼそりと呟つぶやいた。

　頭に浮かんでいたのは三カ月ほど前の、〝タルタロスの薔ば薇ら事件〟のことだった。魔ま導どうテロ集団タルタロス・ラプスの八はつ卦け陣じんによって、絃神島と外部との物流が絶たれた事件だ。

　妨害されているのが、船舶や航空機の往来か、ネットワーク通信か、という違いはあるが、絃神島が孤立したという意味では、現在の状況は当時とよく似ている。

　タルタロス・ラプスの目的は、絃神島を孤立させることで島民の不安を煽あおることだった。

　そうやって彼らは、〝タルタロスの薔薇〟という、破壊的な儀ぎ式しき魔ま術じゆつを完成させるための下ごしらえをしていたのだ。だとしたら、今回の通信障害も、もっと重大な事件の前触れに過ぎないのではないか──

　そんな古こ城じようの想像は、唐とう突とつにキャビンに駆けこんできた雪ゆき菜なの声にかき消された。

「先輩！　暁あかつき先輩！」

「……ひ、姫ひめ柊らぎ？」

　いつになく慌あわてた様子の雪菜を見返して、古城は少し焦りを覚える。眠っている間にシアター室に置き去りにされた雪菜が、怒って追いかけてきたのかと思ったのだ。

　雪菜はそんな古城の二の腕をつかんで強引に引っ張り、

「先輩、今すぐ一緒に来てください！」

「あー……落ち着け、姫柊。そんなに心配しなくても、飛行機は簡単に墜おちたりしないって」

「そうそう。機体は安全性に定評のある人気機種だし、パイロットはアルディギア空軍の選えりすぐりって話だしね」

　雪菜を少しでも安心させようと、古城と浅あさ葱ぎがそれぞれ説得を試みる。

　しかし雪菜は、もどかしそうに古城を睨にらんで、

「そういう問題じゃないんです！　凪なぎ沙さちゃんが──」

「凪沙がどうした!?」

　妹の名前が出た瞬しゆん間かん、古城の表情が一瞬で引き締まる。喰くい気味に雪菜に訊きき返す古城を、矢や瀬ぜと浅葱は、シスコンめ、と言いたげな呆あきれ顔がおで眺めた。

「こっちです！」

　雪菜が古城の手を引いて向かった先は、機体後部に設けられた主寝室だった。広々としたダブルベッドの縁ふちに私服姿の暁あかつき凪沙が腰掛け、叶かな瀬せ夏か音のんがその隣に心配そうに寄り添っている。二人はついさっきまで、この寝室で熟睡していたはずだった。

　だが、その寝室に入りこんだ瞬間、古城は激しい息苦しさに襲おそわれる。

　息苦しさの原因は、寝室を満たす清せい冽れつな霊れい気きだった。凪沙が撒まき散ちらしている強力な霊気が、吸血鬼である古城の肉体に想定外の負荷を与えている。

「古城君……」

　部屋に入ってきた古城に気づいて、凪沙が弱々しい声を出す。霊気によって生じる苦痛を無視して、古城は妹に近づいた。

「凪沙!?　なにがあった？」

「古城君……恐こわいよ、古城君……」

　凪沙は全身を震ふるわせながら、古城に体重を預けてきた。古城にダメージを与えるために、彼女は霊気を放出しているわけではない。凪沙自身、己の霊力を上う手まく制御できずにいるのだ。

「なにか感じたのか？　昔みたいに……」

　自分の腕の中で震ふるえる凪沙の髪を、古城はそっと撫なでてやる。凪沙は力無く曖あい昧まいに首を振り、

「わからないよ。でも、絃いと神がみ島じまで……恐こわい……良くない感情がいっぱい渦うず巻まいてる……殺意……狂気……まるで戦争が始まっちゃったみたいな……」

「絃いと神がみ島じまで……戦争だと？」

　託たく宣せんめいた凪なぎ沙さの言葉に、古こ城じようは動揺する。絃神島で起きている通信障害の原因を、彼女が言い当てたように思えたからだ。〝第だい一いち真しん祖そ〟キイ・ジュランバラーダが絃神島に赴おもむいた理由も、彼が戦争の臭においを嗅かぎつけたからだと考えれば納得できる。

「だめ……古城君が……絃神島に戻ったら……」

　凪沙が古城の襟えり元もとを強く握る。その瞬しゆん間かん、これまでとは比較にならないほどの膨ぼう大だいな霊れい気きが、彼女の全身から無差別に放出された。

　凪沙本人の恐怖心がきっかけになって、彼女の霊力が暴走しているのだ。その爆ばく発はつ的てきな圧力に抗あらがいきれずに、古城がよろよろと後退する。並の魔ま族ぞくなら、この場にいるだけで昏こん倒とうしかねないほどの凄すさまじい霊気だった。

　普通の人間には直接的な害はないものの、このままの勢いで霊気を放出し続けていたら、凪沙の肉体が耐えきれない。霊気の源みなもとになっているのは、彼女自身の生命力だからだ。

「いけない……！」

「凪沙ちゃん！」

　雪ゆき菜なと夏か音のんが左右から凪沙に抱きついて、霊力の暴走を押おし止とどめようとする。

　天使化寸前にまで到達した経験を持つ雪菜と夏音は、人類としては最高クラスの霊力の持ち主だ。もちろん、霊力の制御にも長たけている。

　その雪菜たちが二人がかりで結界を張り巡らせて、どうにか凪沙の暴走を抑えることに成功したようだった。力尽きたように意識を失って、凪沙はベッドに倒れこむ。それを見て浅あさ葱ぎはホッと胸を撫なで下ろし、矢や瀬ぜは脱力して床に座りこんだ。

　眠りに落ちた凪沙の横顔を、夏音が心配そうに見守っている。

　そして雪菜は真剣な眼まな差ざしを古城に向けてきた。

「先輩、今のは……」

「あ、ああ……凪沙はもともとけっこう強力な霊れい媒ばい体質だったんだ。昔は祖ば母あさんのところで、定期的に修行してたこともあったしな。身体からだを壊してからは、霊視だの予知だので面倒を起こすこともなくなってたんだけど……」

　古城は苦しげに咳せきこみながらそう言った。体内に残る霊力の残ざん滓しのせいで、まだ少し呼吸が乱れている。陸に打ち上げられた魚になった気分だ。

「戦争に匹敵するような異常事態が、絃神島で起こってる……か」

　矢瀬が深刻な表情を浮かべて考えこむ。あれだけの霊気の放出を見せつけられたあとでは、凪沙の霊視を気のせいで片付けるのは難しい。絃神島の通信障害という問題もすでに確認されているのだから尚なお更さらだ。だが、

「仮に凪沙ちゃんの霊視が正しかったとしても、戻らないわけにはいかないのよね……」

　浅葱がサバサバとした態度で笑う。

　その言葉に異論を唱える者はいなかった。ここにいる誰もが、絃いと神がみ島じまに大切な家族や友人を残している。任務しごとで絃神島に派遣されてきただけの雪ゆき菜なにしても、それは同じだ。

「いずれにせよ、心の準備だけはしておいたほうがよさそうですね。どんな事態になっても、対処できるように──」

　いかにも優等生の彼女らしい、真面目な口調で雪菜が言う。その言葉の端はし々ばしからは、本職プロの攻魔師である自分がしっかりしなければ、という責任感のようなものが感じられた。

　しかしその発言の余韻が消え去る前に、ドガッ、という鈍い衝しよう撃げきがプライベートジェットを襲おそってくる。嵐に翻ほん弄ろうされる小舟のように機体が大きく傾いて、雪菜は呆あつ気けなく悲鳴を上げた。

「きゃああああっ！」

「な、なんだ!?」

　転がってきた雪菜を抱き止めながら、古こ城じようが窓の外に目を向ける。漆しつ黒こくの夜空に一いつ瞬しゆんだけ、翼よく端たん灯とうの赤い光が見えた気がした。

「お怪け我がはありませんか……!?」

　アルディギア空軍の制服を着た女性士官が慌ててキャビンに駆けこんでくる。古城たちの世話係として、飛行フライトに同行してくれた若い少しよう尉いだ。

「機長からの伝言です。航路を外れた民間機が当機に接近しており、ニアミスの危険がありましたので、緊急回避したとのことです」

「ニ、ニアミス……？」

　雪菜が声を震ふるわせながらたどたどしく訊きき返す。飛行機同士がぶつかりかけたという事実に、彼女はほとんど半泣きになっていた。

　女性士官は、はい、と真顔で肯定して、

「現在、絃神島中央空港管制室との連絡が途絶しており、それが原因ではないかと」

「空港管制室と連絡が取れないって……それって結構ヤバい状況なんじゃ……」

　今度の報告にはさすがに古城も青ざめた。古城の記憶が正しければ、空港管制室というのは、飛行機に離着陸の許可を与えたり、空港上空を監視して、事故が起きないように交通整理を行う施設のはずだ。

　その管制室との連絡が途絶えた状態で、安全な着陸が出来るとは思えない。着陸時にべつの機体が滑走路にいたら、激突して大惨事になりかねないはずだ。

「ご安心ください。当機は飛行計画フライトプランを変更し、有視界飛行方式ＶＦＲにて絃神島南地区の沿岸警備隊コーストガード航空基地に着陸する予定です」

「沿岸警備隊コーストガードの基地内滑走路……か」

「電波誘導なしの有視界飛行方式ＶＦＲって……要は手動操縦ってことよね」

　矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎが不安を隠しきれない口調でボソボソと呟つぶやき、安心できねえ、と古城は天を仰ぐ。

「大丈夫か、姫ひめ柊らぎ」

　硬直したままの雪ゆき菜ながふと気になって、古こ城じようは彼女の横顔をのぞきこむ。

「はい……問題ありません……わたしは大丈夫です……わたしは大丈夫……」

　雪菜は虚うつろな瞳ひとみで壁を見つめたまま、壊れた人形のように同じ台詞せりふを繰り返していた。
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　沿岸警備隊コーストガードは、特区警備隊アイランド・ガードと同じく人工島管理公社の外部機関。絃いと神がみ島じま周辺海域の安全と治安の確保を任務とする、半官半民の準軍事組織だった。

　海難救助や船舶の交通管理、密輸船と密入国者の取り締まり、さらには海洋の魔術的調査や、海かい棲せい魔ま獣じゆうの保護や駆除まで、その任務の範囲は幅広い。海上都市である絃神島の安全を、陰から支える重要な組織だ。

　しかしその重要性とは裏腹に、予算は潤じゆん沢たくとは言い難い。特に沿岸警備隊コーストガードの航空基地は、絃神島の海岸に繫つながれた小さな増設人工島サブフロートで、基地の施設といえるのは狭い滑走路が一本きり。基地の建物は、二階建ての木造プレハブ小屋で、周囲には街灯すら疎まばらである。

「初めて来たけど、凄すごいところね」

　その航空基地の滑走路に降り立った浅あさ葱ぎが、しみじみとした口調で感想を述べる。

「海難救きゆう助じよ艇ていや哨しよう戒かい機き専用の発着基地だからな。まあ、おかげでこんな状況でも普通に離着陸できるわけだが……周りになんにもねえからな」

　矢や瀬ぜはプライベートジェットのタラップを降りながら、苦笑混じりに周囲を見回した。

　着陸前の古城たちの緊張をよそに、アルディギア王国のプライベートジェットはあっさりと絃神島に到着した。さすがに空軍の腕利きパイロットだけあって、滑走路が狭くてボロかろうが、航空管制なしの真夜中の手動操縦だろうが、なんの問題もなかったらしい。

　とはいえ、最新鋭の高級プライベートジェットが、廃はい墟きよのような基地に停とまっているのは、不安をそそる異様な光景ではあった。今が緊急事態だということを、否いや応おうなく実感させられてしまう。

「我々はこのあとすぐに日本本土に向かいます。この状況を本国に伝える義務もありますし」

　案内役の女性士官が、敬礼しながら古城たちに告げてくる。

　それに答えたのは、ちょうど彼女のすぐ近くにいた凪なぎ沙さだった。にっこりと微笑ほほえみながら背筋を伸ばして、礼儀正しくお辞儀をする。

「いろいろお世話になりました。ラ・フォリアさんにもよろしく言っておいてください」

「仰せのままに」

　女性士官も凪沙につられたように微笑んだ。どうにか無事に任務を果たせたという、安あん堵どの微笑なのかもしれない。

「凪なぎ沙さ、おまえ、身体からだはもういいのか？」

　挨あい拶さつを終えた凪沙の背中をつついて、古こ城じようは心配そうに問いかけた。凪沙が霊れい力りよくを暴走させて意識を失ってから、まだ三十分も経たっていないのだ。

　しかし凪沙は、きょとんと目を瞬またたいただけだった。どうやら霊視していた間の記憶は、彼女の意識から完全に抜け落ちているらしい。

「なんのこと？　心配するなら、あたしより雪ゆき菜なちゃんのほうだと思うけど」

「あー……まあな」

　古城は複雑な表情を浮かべて同意する。

　たしかに現時点でもっとも消耗が激しいのは、誰がどう見ても雪菜だった。着陸時の恐怖とパニックからようやく解放されて、半ば放心状態で夏か音のんに付き添われている。

「……駄目ね。携帯電話の基地局も軒並みダウンしてるみたい」

　スマホの画面を確認した浅あさ葱ぎが、電波状態を確かめて唇くちびるを曲げた。

「街の灯あかりも全体的に薄うす暗ぐらい感じだしな」

　矢や瀬ぜが苦々しげに目を細める。

　時刻は午前三時過ぎ。夜明けまで、あと三時間弱といったところだ。

　しかし夜行性の魔ま族ぞくの住人が多いこともあって、普段の絃いと神がみ島じまはこの時間でもかなり明るい。特に繁華街である人工島西地区アイランド・ウエストあたりは、ＬＥＤ看板やネオンサインが、煌こう々こうと灯っているというイメージがある。

　だが今夜は島全体が、噓うそのようにひっそりと静まり返っていた。マンションの窓明かりや乗用車のヘッドライトもほとんど見当たらない。まるで無人のゴーストタウンのようだ。

「それで、俺たちはこれからなにをすればいいんだ？」

　全員が荷物を持って飛行機を降りたところで、古城が訊きいた。まともな海外旅行に出かけたのは小学生以来なので、細かい手続きはすっかり忘れてしまっている。

「とりあえず入国審査のはずだけど、この場合、どこに行けばいいのかしらね？　航空基地の職員さんに訊いてみないことには、なにがなんだか……」

　浅葱が途方に暮れたように両手を上げた。ここにいるメンバーの中では、いちばん旅行慣れしている浅葱だが、さすがにこの状況では彼女の経験も役に立ちそうにない。

「そういや、なんで誰も出てこないんだ？」

　浅葱の発言を聞いた矢瀬が、訝いぶかしむように眉まゆをひそめた。

　場違いな高級プライベートジェットが勝手に基地内に着陸して、高校生の集団がぞろぞろと降りてきたのだ。待機中の武装警備員がすっ飛んできて、古城たちを包囲するのが普通の反応だろう。

　しかし沿岸警備隊コーストガードの基地は沈黙したまま、誰一人、姿を現そうとはしなかった。おそらく基地内には誰も残っていないのだ。

　沿岸警備隊コーストガードの隊員たちが示し合わせて任務を放棄したのか、あるいは全滅したか──どちらにしても、とんでもなく厄やつ介かいな状況なのは間違いない。

「このまま滑走路の真ん中に突っ立ってても意味ねえな」

「そうね。建物までいけば、なにかわかるでしょ」

　矢や瀬ぜの無責任な発言にうなずいた浅あさ葱ぎが、プレハブ倉庫風の建物に向かって歩き出す。

　だが、それから何歩もいかないうちに、彼女は警戒して足を止めた。

　基地の建物の向こう側から、ゆっくりと近づいてくる人影があることに気づいたのだ。

　全部で十人ほどの集団だ。平均年齢は二十歳前後。全員が破れたジーンズや革ジャンなどの流行遅れのバイカーズファッションに身を包み、真夜中だというのにサングラスをかけている。見るからにセンスに問題のありそうな集団だ。

「古こ城じよう君……！」

　真っ先になにかに気づいたのは、凪なぎ沙さだった。怯えたように古城の背中に隠れて、不安そうに肩を震ふるわせる。

「あれが……沿岸警備隊コーストガード？　ずいぶん尖とがった制服だな……」

「そんなわけないでしょうが！」

　矢瀬が緊張感をほぐすように軽口を叩たたいて、浅葱が義務的にツッコミをいれる。しかし二人も当然理解しているのだろう。問題なのは彼らのファッションセンスだけではない、と。

「先輩、彼らは……」

　チェロ用の楽器ケースを抱いた雪ゆき菜なが、古城の隣に歩み出た。さっきまでの虚脱状態からは、どうにか回復したらしい。

「魔ま族ぞくだな」

　古城が小さくうなずいた。なんの訓練も受けていないせいで他者の魔ま力りよくに鈍感な古城だが、彼らが普通の人間ではないことくらいはわかる。

　特に危険度が高そうなのは、集団の真ん中にいるリーダー格らしき男だった。

　古城よりも頭ひとつぶんは背が高い。身長二メートル近くありそうだ。

　しかし、それ以上に目立つのは横幅だ。体重は余裕で二百キロ以上。相撲取りやレスラーのようながっしりとした体格ではない。いかにも不摂生な肥満体だ。ヘビメタバンド風に伸ばした長髪が、さらに暑苦しい印象を与えてくる。

「なんだなんだ、ガキばっかじゃねえか。修学旅行にでも行ってたのか？」

　その長髪の巨漢が、古城たちを眺めて挑発的に笑った。

「まあいいさ。歓迎するぜ、ガキども。ウガキ・ドメインへようこそだ」

「ウガキ……ドメイン？」

「なにそれ？」

　矢瀬と浅葱がそれぞれ警戒したように訊きき返す。実際、まったく聞き覚えのない単語だった。おかげでようこそと言われても、どう反応していいのかわからない。

　一いつ瞬しゆん、白しらけたような沈黙が流れて、慌あわててその場を取り繕うように巨漢が説明を始める。

「そうか。海外にいたんじゃ、知らないのも無理ねえな。ドメインってのは自治領のことだ。平たくいえば、この俺様、マーク・宇う垣がきの領地ってわけだ」

「はあ……マーク……」

　似合わない名前だと思いつつ、古こ城じようは適当に相あい槌づちを打っておく。どうやらウガキ・ドメインのウガキというのは、長髪巨漢の苗みよう字じだったらしい。

「なにを言ってるのかよくわかんないんだけど、不良同士の縄張り争いみたいな感じ？」

　浅あさ葱ぎが、堂々と手を挙げて質問する。〝魔族特区〟暮らしの長い彼女は、たとえ魔族が相手でも物もの怖おじするような性格ではないのだ。

　そんな浅葱の態度と質問が、彼らの神経を逆さか撫なでしたらしい。宇垣の周囲にいた子分たちが、一斉に顔を真っ赤にして騒さわぎ出す。

「ああっ!?」

「誰が不良だ!?　宇垣さんを舐なめてんのか、この女アマッ！」

「だ、誰がどう見ても不良でしょうが！　あんたたちの格好も、その態度も！」

　子分たちに負けじと浅葱が大声で怒鳴り返し、それを眺めていた宇垣が、妙に大物ぶった態度で豪快に笑った。

「ははっ、まあいい。詳しい話はあとだ。大事なことだけ伝えさせてもらうぜ。おまえら全員、俺の臣しん民みんになれ」

「……臣民？」

　意味不明な宇垣の要望に、古城たちは困惑して顔を見合わせた。

　宇垣たちの見た目からして、彼らの要求はおそらく金銭。そうでなければ、ナンパだろうと思っていた。しかし目的が金でも女でもないとなると、想定外過ぎて不気味に感じる。

「要はドメインのメンバーになれってことだ。おまえらが臣民になれば、俺たちがほかの候補者から護まもってやる。この選争が終わって俺が領主になったら、いい思いをさせてやるぜ」

　戸惑う古城たちを無視して、宇垣は一方的に説明を続けた。だが、内容はやはり意味不明だ。

「……やっぱり不良同士の縄張り争いなんじゃないの？」

「絃いと神がみ島じま中じゆうの不良を従える番長になるとか、そういうノリだよな……？」

　浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜがヒソヒソと囁ささやき合い、それを聞きつけた子分たちが、「ああっ!?」と再び騒さわぎ出す。そのせいでまったく話が進まない。かろうじて理解できたのは、宇垣は古城たちを彼の臣民とやらにしたがっている、ということだけだった。古城たちを臣民としてスカウトするために、彼らはこの無人の基地にやってきたのだ。

「まあ、臣民にならないというなら、それはそれで構わねえ。俺の敵になるってことだからな。ガキ相手でも容よう赦しやしないぜ」

　古こ城じようたちを恫どう喝かつするように、宇う垣がきは荒々しく歯を剝むいた。その瞬しゆん間かん、ただでさえ大柄な彼の肉体が、さらに二回りほど膨れ上がる。肌は灰色がかった青あお緑みどり色いろに変色して、鎧よろいのように硬質化していた。鬱うつ陶とうしい長髪も灰色に変わっている。獣人Ｌ種しゆの獣じゆう人じん化か現象に似ているが、その姿は獣けものというよりも、邪悪な巨人とでも呼ぶべき雰ふん囲い気きだ。

「なんだ、こいつは？」

　禍まが々まがしく変貌した宇垣を見ても、古城は特に表情を変えなかった。

　雪ゆき菜なも落ち着いた表情のまま、荒ぶる宇垣を眺めている。

「変身能力を持つ巨人族……トロールですね。世界的にも希少な魔ま族ぞくのはずです。強きよう靭じんな肉体と高い再生能力を持つ好戦的な種族だといわれています」

「……それだけか？」

「ええ、まあ」

「なにをごちゃごちゃ抜かしてやがる。見やがれ、この無む双そうの剛ごう力りきを──！」

　古城たちの反応が思ったよりも薄いことに苛いら立だったのか、宇垣が唐とう突とつに目の前の地面を殴りつけた。巨大な鎚ハンマーを叩たたきつけたかのように、滑走路の路面が陥かん没ぼつした。屈かがみこんだ宇垣の足あし下もとに半径数十センチもの大穴が穿うがたれ、アスファルトの破片が周囲に飛び散る。

　それを目撃した宇垣の子分たちが、一斉に拳こぶしを突き出して歓声を上げる。

「うおおおおおおっ！」

「さすがです、宇垣さん」

「マジ、無敵ッス！」

「第だい四よん真しん祖そなんか目じゃねえッスよ！」

「ふははははっ、思い知ったか！」

　子分たちの賞賛の言葉を浴びて、心地よさそうに胸を張る宇垣。

　しかし地面を殴りつけた彼の右手は、手首のあたりから妙な方向に曲がってひしゃげていた。

　砂じや利りや土ど砂しやの表面をアスファルトで覆おおっただけの一般道と違って、航空機の滑走路のアスファルトは、厚さ二メートル以上にも達する。さらにその下の人工島の構造体も、着陸の衝しよう撃げきに耐えられるように強化されている。そんなものを素手で殴ったのだから、負傷するのも当然だ。

「いや、たしかにすげえけど……その手、痛くないのか？」

　古城が顔をしかめながら宇垣に訊きいた。血まみれの中指と薬指が本来の関節とは反対方向に曲がって、見ているだけで背筋が薄ら寒くなってくる。

　しかし宇垣は待っていましたとばかりに、得意満面でその手を古城たちに突きつけた。

「舐なめんな、コラ！　この宇垣様の本当の恐ろしさを思い知るのはここからだぜ！」

　宇垣が喚わめき散らすと同時に、彼の全身が魔ま力りよくの輝かがやきに包まれる。

　輝きの源みなもとは、宇垣の左手首に装着された魔族登録証だった。

　それは、彼らが絃いと神がみ市し民みんとして正式に登録された魔族であることを証明する身分証であり、装着者の体調や位置情報などを追跡するための魔族監視装置でもある。

　その魔族登録証が小規模の魔術を発動し、宇う垣がきの肉体を活性化させていた。傷ついた宇垣の右腕が、凄すさまじい勢いで修復されていく。吸血鬼の治癒能力をも上回る圧倒的な回復速度だ。

「なによ、この魔術……!?」

　浅あさ葱ぎが動揺したように声を震ふるわせる。

　魔族登録証に内蔵された簡易魔術回路が、本来の目的と違う使われ方をしたのは、実は初めてのことではない。以前にも外部からのハッキングによって、装着者の魔ま力りよくを強制的に暴走させられたことがある。だが、その後、魔族登録証には改良が加えられ、そのような脆弱性セキユリテイホールは消滅したはずだった。ほかならぬ浅葱自身がその作業を行ったのだ。

　現在の魔族登録証に干渉できるのは、キーストーンゲートにある人工島管理公社の都市管理システムだけである。それが浅葱の動揺の理由だ。魔族登録証が異常な挙動を見せているということは、キーストーンゲートそのものが乗っ取られたということを意味しているからだ。

「儀式魔術です。仲間の呪じゆ紋もんを経由して、魔力が彼に送りこまれています」

　雪ゆき菜なが魔力の流れを辿たどって、宇垣の魔術の正体を解析する。

　彼女が指摘したとおり、魔力の輝きに包まれているのは宇垣だけではなかった。

　宇垣を取り巻く子分たちの肌にも小さな魔法陣が浮き上がり、宇垣の魔族登録証へと魔力の糸が伸びている。そこから吸い上げた魔力を使って、宇垣は自分の治癒能力を高めているのだ。

「手下を集めていたのはそれが理由か。要は臣しん民みんってのを集めれば集めるほど、扱える魔力が増えるってわけだ」

　矢や瀬ぜが少し感心したように呟つぶやいた。

　実際、妙に潑はつ剌らつとしている宇垣とは対照的に、魔力を吸われた子分たちは、もの凄すごい勢いで疲ひ弊へいしている。これではいくら臣民を集めても足りないはずだ。

　逆に言えば、臣民の数さえ十分ならば、領主は、ほぼ無む尽じん蔵ぞうの魔力を使えるということでもある。もしかしたら吸血鬼の真祖すら凌りよう駕がするほどに──

「なるほどな……だいたいの事情はわかったぜ」

　古こ城じようがうんざりしたように首を振る。

　誰がなんの目的で、宇垣にこのような魔術を与えたのかはわからない。だが、少なくとも宇垣の目的と行動原理は把握した。そして彼に同情の余地がないこともよくわかった。

　この男は、要するに手に入れた強い力に溺おぼれて、イキっているだけの馬ば鹿かなのだ。自分が力を使った代償で、子分たちが消耗していることにすら気づいていない。

「──姫ひめ柊らぎ、頼む」

「はい」

　古城の言葉にうなずいて、雪菜はゆっくりと前に出た。提げていたチェロケースの蓋ふたを開け、中から格納状態の〝雪せつ霞か狼ろう〟を取り出す。小気味よい音を立てて各所が展開し、それは長大な槍やりへと変わった。全金属製の銀色の槍だ。

「おいおい、そんな細い槍一本で、この宇う垣がき様とやり合う気か？」

　宇垣が中指を立てて挑発的に笑った。頑丈な肉体と高い治癒力を持つ宇垣にしてみれば、槍の一本や二本、なんの脅きよう威いでもないと感じているのだろう。ましてや使い手が雪ゆき菜なのような、小柄な少女であれば尚なお更さらだ。が、

「……え!?」

　雪菜が槍を一いつ閃せんした瞬しゆん間かん、宇垣は呆あつ気けにとられたように目を丸くして固まった。

　彼の周囲を包んでいた魔ま力りよくの輝きが、なんの前触れもなく消滅したからだ。子分たちから伸びていた魔力の糸も断ち切られ、臣しん民みんの証あかしである魔法陣も消えている。これで宇垣をどれだけ痛めつけても、子分たちが負担を強いられることはない、というわけだ。

「悪いな、宇垣。こっちは長旅のあとで疲れてるんだ。悪いが手短に終わらせてもらうぜ」

　古こ城じようが獰どう猛もうに唇くちびるの端を吊つり上げた。深紅の霧きりが古城の周囲を包み、それは禍まが々まがしい魔力へと変わっていく。自らの意思を持つほどの濃のう密みつな魔力の塊かたまりへと──

「ちょ、ちょっと待て……なんだ、そのデタラメな魔力……！　おまえ、いったい……!?」

「疾く在れきやがれ、〝双角の深緋アルナスル・ミニウム〟──！」

　悲鳴にも似た宇垣の問いかけが、渦うず巻まく突風にかき消された。

　その暴風の中に浮かび上がったのは、陽かげ炎ろうのように揺らめく巨大な双角獣バイコーン。吸血鬼が自らの血の中に従えるという異界からの召しよう喚かん獣じゆう──眷けん獣じゆうだった。

　古城が喚よび出した双角獣バイコーンの咆ほう哮こうが、轟ごう音おんとともに宇垣の子分たちを薙なぎ倒し、滑走路の路面に大穴を穿うがった。宇垣のパンチなどとは比較にならない、半径十メートル余りの巨大な陥没孔クレーターだ。

「ま、ひとまずはこんなものか」

　古城は気け怠だるく呟つぶやいて、眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを解除する。荒々しい暴風の余韻だけを残して、緋ひ色いろの双角獣バイコーンが消滅した。

　宇垣は眷獣が穿うがった陥没孔クレーターの縁ふちに転がって、恐怖のあまり目を回していた。それを目にした子分たちが、我先にと這ほう々ほうの体ていで逃げ出していく。

　古城は黙ってそれを見送った。彼らに居残られても邪じや魔まなだけだし、あの様子では、宇垣の仇かたきを取るために戻ってくることもないだろう。

「それで結局、選争ってのはなんだったんだ……？」

　倒れたままの宇垣を見下ろして、古城が訊きく。もちろん誰もそれには答えない。だが、

「古城君！　見て！」

　凪なぎ沙さが細い悲鳴を上げた。彼女が見つめていたのは、運河を挟はさんだ島の中心方面だ。

　古城の眷獣が無差別に暴風を撒まき散ちらした影響で、滑走路の周囲を覆おおっていた夜よ霧ぎりが吹き払われていた。そのおかげで島の様子がはっきりと見渡せるようになっている。

　灯あかりがやけに乏しいことを除けば、島の様子は、古こ城じようたちの出発前とほとんど変わらない。見慣れたいつもの人工島の景色だ。ただひとつ、誰の目にも明らかなその変化を除いては。

　島の中心に立つ建造物。ピラミッドを逆さにしたような楔くさび形がたの巨大ビル──その中心部に、亀き裂れつが走っていた。巨大な剣を突き立てたような深々とした傷跡だ。

　それはまるで絃いと神がみ島じまそのものに対する宣戦布告のようにも感じられる。

「キーストーンゲートが……破壊されてる……のか」

　古城が乾いた声で、かろうじて言葉を絞り出す。

　絃いと神がみ島じまで起きた異変が、はっきりと古城たちの前に姿を現した瞬しゆん間かんだった。
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　マーク・宇う垣がきが目を覚ましたのは、十五分ほど経たってからのことだった。

　無人のまま放棄された沿岸警備隊コーストガードの建物の床に、彼は無造作に放置されている。べつに虐ぎやく待たいしているわけではなく、建物内にあるソファやベンチのサイズでは、宇垣の巨体を載せられなかったのだ。

　ゴツゴツとした床の上で寝返りを打って、その痛みで彼は意識を取り戻す。そんな宇垣を、横から心配そうにのぞきこんでいたのは夏か音のんだった。

「あの……大丈夫、でしたか？」

「あ……ああ……」

　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの少女に優しく呼びかけられて、宇垣は呆ぼう然ぜんと目を瞬またたいた。目の前にある光景が、現実のものとは思えなかったのだろう。

　宇垣の無事を確認した夏音が、ホッとしたように柔らかく微笑ほほえむ。それだけで世界が輝かがやきを増すような尊い微笑みだ。

「……天国……か？」

　夏音の笑顔に見とれつつ、陶酔したように息を吐く宇垣。自分はとっくに古城に殺されて、天国に導かれたのだと思いこんで納得したらしい。

　古城はそんな宇垣の額ひたいに、渾こん身しんのデコピンを喰くらわせる。

「そんなわけあるか。おまえは爆ばく風ふうにビビって気絶しただけだろうが！」

「ぐおっ!?」

　額の痛みにうめきながら、宇垣は夢から覚めたような表情を浮かべた。古城の顔に視線を向けて、ハッと警戒したように起き上がる。

「て、てめえは……！」

「動かないでください」

　上体を起こした宇垣の喉のど元もとに、銀色の刃やいばが突きつけられる。その冷ややかな感触に、宇垣は、ヒッ、と息を吞のんだ。

「この槍やりは魔ま力りよくを無効化します。トロールの治癒力も役に立ちませんよ」

　抜き身の〝雪せつ霞か狼ろう〟を構えた雪ゆき菜なが、無表情に宇う垣がきを見下ろして言った。天使めいた容姿という意味ではこちらも夏か音のんに劣らないが、殺気を漲みなぎらせた今の雪菜の場合、天使は天使でも、死を司つかさどる系の御み使つかいのほうだ。

「お仲間もみんな逃げちゃったし、自慢の治癒力がどこまで通用するか怪しいもんだけどね」

　安物のオフィスチェアに座った浅あさ葱ぎが、足を組みながら冷淡に指摘する。

　雪菜や浅葱が殺気立っているのは、破壊されたキーストーンゲートを見てしまったせいだ。

　絃いと神がみ島じまが予想以上の危機的状況にあるとわかった以上、悠ゆう長ちように宇垣の相手をしている余裕はなくなった。最悪の場合、脅きよう迫はくしてでも宇垣から話を聞き出す必要がある。

　幸いなことに宇垣はとっくに抵抗する気力をなくしているようだった。やはり古こ城じようの眷けん獣じゆうを間近で見たのが効いている。これならば暴力的な手段に訴える必要はなさそうだ。

「まずは質問させてもらおうか。俺たちがいない間に、絃神島でなにがあった？」

　古城が声を低くして訊きいた。雪菜が槍の穂ほ先さきを宇垣の首筋に当てる。

「いや、その……なにがあったのかと言われても……」

　宇垣が視線を彷徨さまよわせながら口ごもり、浅葱が業ごうを煮やしたように、スチール机の天てん板ばんを乱暴に叩たたいた。

「キーストーンゲートが破壊されたのはいつ？　誰がやったの？」

「あ、あれは第だい四よん真しん祖そが──」

「はあっ!?」

　思いがけない宇垣の言葉に、古城が眉まゆを吊つり上げた。

　宇垣は古城の唐とう突とつな怒りに身を竦すくませて、

「噓うそじゃねえ！　本当なんスよ、兄貴！」

「誰がおまえの兄貴だ……!?　それよりも今の話、詳しく聞かせろ！」

　激げつ昂こうした古城が宇垣の胸ぐらをつかみ上げ、トロールの巨漢はガクガクと首を前後に振る。

「き、昨日……いや、一昨日の夜ですかね。キーストーンゲートが襲しゆう撃げきされたんです。終焉教団オーダー・ジ・エンドって名乗る連中に」

「……終焉教団オーダー・ジ・エンド？」

　聞き覚えのない名前に、古城は首を傾かしげた。雪菜も戸惑いの表情を浮かべている。

「気味の悪い、骸がい骨こつみたいな仮面をかぶった連中です。なんでも古いにしえより真しんなる第だい四よん真しん祖そに仕えてるんだそうで……」

　宇垣が怖おず怖おずと説明を続けた。

「真なる第四真祖……ね」

　気に入らないわね、と浅葱が頰ほお杖づえをついた。

　第だい四よん真しん祖そに仕えていると自称する謎なぞの集団が来襲し、その直後にキーストーンゲートが破壊されたのだ。キーストーンゲート破壊の犯人が、第四真祖だと誤認されるのも無理はない。

「特区警備隊アイランド・ガードはなにをやってたんだ？　特別警戒態勢を取っていたはずだぞ？」

　矢や瀬ぜが古こ城じようたちの尋問に割りこんで質問する。

　古城が一時的に絃いと神がみ島じまを離れることで、魔ま導どうテロが起きる可能性は指摘されていた。当然、人工島管理公社も対策を立てている。特区警備隊アイランド・ガードの人数を増員し、獅し子し王おう機き関かんにも助すけっ人とを依頼した。そう簡単にキーストーンゲートが陥かん落らくするとは思えない。

　しかし宇う垣がきは、今いま更さらなにを言ってるんだ、という表情で矢瀬を見返して、

「全滅したって話だ……です！」

「全……滅……？」

　矢瀬が瞼まぶたをひくつかせて絶句する。キーストーンゲートの防衛部隊が全滅したということは、〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟南みな宮みや那な月つきや、〝静寂破りペーパーノイズ〟閑しずか古こ詠よみまでもが敗れたということになる。彼女たちの実力を知っていれば、簡単に信じられる話ではなかった。

「俺が聞いた話じゃ、人工島管理公社の本部は終焉教団オーダー・ジ・エンドの三人に制圧されて、都市管理システムも乗っ取られたそうです。その証拠に、これ……」

　宇垣が左手首に装着した魔族登録証を差し出した。ブレスレット型の登録証の表面には、幾き何か学がく図形を重ね合わせたような複雑な紋章が浮かんでいる。

「さっきの儀式魔術の呪じゆ紋もんですね？」

　雪ゆき菜なが鋭く指摘した。宇垣は怯おびえたように小刻みにうなずいて、

「領主候補の証あかしだそうです。こいつを使って臣しん民みんと契約する権利が、すべての魔族に与えられたんです。臣民の数が増えれば増えるだけ、領主候補の魔ま力りよくも増大するっていうんで──」

「それで、さっきみたいな強引な勧誘をやってたわけか」

　古城が呆あきれたように鼻を鳴らす。すんません、と宇垣は居心地悪そうに目を伏せた。多少は反省しているのか、問い詰めるまでもなく、ぼそぼそと自発的に語り出す。

「最初はちょっとしたゲームのつもりだったんスよ。だけど途中から臣民の奪い合いがエスカレートして、殺し合いみたいな感じになっちまって。勝ち残るためには、ほかより多くの臣民を集めるか、でなきゃ、強力な領主候補の傘さん下かに入るしかないってわけです」

「ゲームだぁ!?　あんな勢いで魔力を奪われたら、臣民はたまったもんじゃねえだろ！　普通の人間や体力のない魔族は下へ手たすりゃ衰弱して死ぬぞ！」

「そんなことを気にする連中じゃないってことでしょ。この騒さわぎを仕組んだやつらは」

　浅あさ葱ぎが、苛いら立だつ古城をたしなめるように言った。

「終焉教団オーダー・ジ・エンド……か」

　古城が無意識に奥歯を嚙かみ鳴らす。

　宇垣を全面的に信用する気にはなれないが、少なくとも彼はここまでのところ、真実を語っているらしい。魔族登録証がハッキングされているのは確認済みだし、臣しん民みんから魔ま力りよくを徴収するところも見せてもらった。キーストーンゲートも実際に破壊されている。それになにより、この状況で、彼に噓うそをつく度胸があるとは思えない。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドの連中は、おまえらを使ってなにがやりたかったんだ？」

「領主選争ッス」

　古こ城じようの素朴な質問に、宇う垣がきは真顔で答えてくる。

「なんでも領主候補同士で争って、最後まで勝ち残ってすべてのドメインを統一した候補者が、第だい四よん真しん祖そに代わる新しい絃いと神がみ島じまの領主になるんだそうです」

「第四真祖の代わりの領主？　誰がそんなことを勝手に決めたんだ？」

　古城が荒っぽい口調で宇垣を問い詰める。自分が絃神島の領主になったという自覚はないが、だからといって古城の知らないところで、勝手に後継者を決められてはたまらない。

　しかし宇垣の口から語られたのは、思いがけない人物の名前だった。

「だ、第四真祖ッス」

「はぁ？」

「本当なんですよ。第四真祖がそう言ったんです。ＰＶだってガンガン流れてますし」

「ＰＶぃ？」

「そうッス。疑うならテレビを点つけてみてくださいよ。どのチャンネルでも構わないんで」

　宇垣が、部屋の片隅にある小型の液晶モニタを指さした。ごくありふれた家庭用のテレビだ。沿岸警備隊コーストガードの備品らしい。近くの壁にリモコンも設置されている。

　壁かべ際ぎわにいた凪なぎ沙さが、手を伸ばしてテレビの電源を入れる。

　画面に映し出されたのは、まるで予想外の人物だった。華きや奢しやな体つきの美しい少年だ。

「っ!?」

　雪ゆき菜なが衝しよう撃げきを受けたように顔を上げた。彼女の瞳ひとみに浮かんでいたのは、怒りと恐怖の色だった。銀色の槍やりを握る雪菜の指が、力の入れすぎで小刻みに震ふるえている。

「どうして……彼が!?」

「……姫ひめ柊らぎ？　こいつを知ってるのか？」

　雪菜の反応に驚いて、古城が訊きく。ここまで攻撃的な感情を表に出した雪菜を見るのは、古城にとっても初めてだ。

「……彼は……！」

　雪菜が説明しようとするが、感情だけが先走って上う手まく言葉が出てこない。

　その瞬しゆん間かん、テレビの画面の中で、少年がゆっくりと口を開いた。

『──絃神島の住民たるすべての人間、そして魔ま族ぞくに告げます』

　目を閉じたまま、少年が静かに告げた。

　揺らめく炎のような金髪と白い肌。その姿に古城は既き視し感かんを覚える。彼女によく似た少年の姿が、古こ城じようを否いや応おうなく動揺させる。

　そして少年は、美しく微笑ほほえんで言葉を続けた。

『我ワタシの名は〝吸血王ザ・ブラツド〟──夜の帝国ドミニオン〝絃いと神がみ市し国こく〟の領主にして、世界最強の吸血鬼〝第だい四よん真しん祖そ〟と呼ばれる者です』

　美しい音楽に似た彼の声が、闇やみの中で厳おごそかに広がっていく。

　古城たちは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、微笑ほほえむ彼の姿を見つめていた。
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「やられた……わね」

　最初に驚きから立ち直ったのは、浅あさ葱ぎだった。見るからに悔しそうな表情を浮かべて、傍そばにあったゴミ箱を八つ当たり気味にぐりぐりと踏みにじる。

「古城の正体を隠してたのが、完全に裏目に出ちまった。まさかこんなに堂々と、第四真祖の名前を騙かたる偽者が出てくるとは思わなかったからな」

　矢や瀬ぜが右手で目元を覆おおって、打ちひしがれたように壁にもたれている。自分たちの計略を逆用されたという事実に、屈辱を覚えているらしい。

「しかも古城が絃いと神がみ島じまにいないタイミングを見計らって仕掛けてくるなんてね」

「わざわざキーストーンゲートを壊してみせたのも、わかりやすく実力を見せつけるためか。用意周到なことだぜ」

「──って、感心してる場合かよ!?」

　まるで相手を賞賛するような浅葱たちの発言に、古城が憤りをあらわにする。

　吸血王と名乗る少年の存在は、以前に雪ゆき菜なから聞いていた。恩おん萊らい島とうと名付けられた異空間に古城たちを閉じこめ、他人の心を弄もてあそぶような実験を繰り返していた連中の黒幕だ。

「さっさとあのガキをとっ捕まえて、領主選争ってのをやめさせるぞ！　どうすればいい!?」

「うーん……まずは状況を確認しないと、なんとも言いようがないわね」

　勢いこむ古城とは対照的に、浅葱の回答は現実的だった。

「とりあえず欲しいのは情報だな。終焉教団オーダー・ジ・エンドとやらの人数と戦力も知りたいし、領主選争とやらの影えい響きようがどこまで広がってるのかも気になる」

　矢瀬も平静な口調で補足した。言われてみれば、実にもっともな指摘だ。今の古城たちには、あまりにも情報が不足している。

「……ねえ、古城君……深み森もりちゃんや牙が城じよう君は無事だよね？」

　それまで沈黙を保っていた凪なぎ沙さが、古城の袖そで口ぐちをそっとつかむ。

　よっ、と軽やかに立ち上がった浅葱が、凪沙を背後から力強く抱き寄せた。実の姉妹のような自然な振る舞いだ。

「そうね……家族や知り合いの安否も気になるわよね。ああ、もう……！　こんなときにモグワイが使えれば一発なのに……！」

「やっぱり問題はキーストーンゲートか……」

　圏外表示になったままのスマホの画面を一いち瞥べつして、古こ城じようは拳こぶしを強く握った。

　絃いと神がみ島じま全土で起きている通信ネットワークの障害。そして魔ま族ぞく登とう録ろく証しようを利用した儀式魔術。それらはすべて、キーストーンゲートが終焉教団オーダー・ジ・エンドに乗っ取られたことで引き起こされている。つまりキーストーンゲートさえ奪還すれば、〝吸血王ザ・ブラツド〟が仕組んだ領主選争を阻止できるということになる。

　問題は、終焉教団オーダー・ジ・エンドの連中も、当然それを知っているということだ。

　敵の戦力もわからないまま無策で突っこんで、どうにかなる相手とは思えない。だから情報が必要だと浅あさ葱ぎたちは主張しているのだ。

　しかし、通信ネットワークがダウンしているせいで、肝心の情報収集がままならない。領主選争に巻きこまれる危険があるため、迂う闊かつに市街地に近づくのも危険である。

　どうしたものか、と古城が頭を抱えていると、宇う垣がきがおそるおそる声をかけてきた。

「あの……ところで、兄貴たちは、いつまでここにいるご予定なんです？」

「俺たちにここにいられちゃなにか困るのか？」

　兄貴という呼び名を訂正するのにも疲れて、古城が乱暴に訊きき返す。

　宇垣は焦ったように肩を縮こまらせて、

「いや、違うんです。俺は全然いいんスけど、ただ、兄貴が、さっきべらぼうな魔ま力りよくを使ったじゃないですか。ほかのドメインの連中にも、気づかれたんじゃないかと思いまして──」

「そっか……普通に考えたら、強い魔力を使ったってことは、それだけ多くの臣しん民みんがいるってことになるのよね」

　浅葱がハッとしたように呟つぶやいた。宇垣は、我が意を得たりというふうに勢いよく首しゆ肯こうして、

「そう、そうなんスよ、姉あね御ご！」

「誰が姉御よ……！　今度言ったら、あんたのこと豚とんトロって呼ぶわよ！」

「と、豚トロ……!?」

　とんでもない暴言でなじられた宇垣が、世にも情けない表情を浮かべた。古城は宇垣に少し同情する。おそらく肥満体のトロールという程度の意味なのだろうが、酷ひどすぎる渾あだ名なだ。

「それより、ほかのドメインの領主候補に気づかれたらどうなるんだ？」

「どうですかね。ビビって逃げてくれればいいんスけど……第だい四よん真しん祖そに成り代わって絃いと神がみ島じまの領主になろうと思ってるような連中ッスからね」

　古城の疑問に、宇垣が他ひ人と事ごとのように答えてくる。

　たしかに古城の眷けん獣じゆうに恐れをなして逃げてくれる程度の連中なら、放置しておいてもたいした問題はない。だが、それでも襲おそってくる領主候補がいたら厄やつ介かいだ。古城に対抗できる実力か、なんらかの策を持っている可能性が高いからだ。

「……単なる命知らずの馬ば鹿かって可能性も高そうだしな」

　宇う垣がきの顔を見下ろしながら、矢や瀬ぜが実感のこもった口調で言う。

　それを聞いた夏か音のんが、なにかを思い出したように不意に宇垣の隣に屈かがみこんだ。

「先ほどの儀式魔術には、術者を好戦的にする副作用がありました。違いましたか？」

「ああ、言われてみれば、そんな気がするッス。なんかハイになるっていうか──」

　夏音に正面から問いかけられた宇垣は、なぜか頰ほおを赤らめて緊張気味に答える。

　矢瀬が事態の深刻さに気づいて舌打ちした。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドが仕組んだ儀式魔術には、魔族を闘とう争そうに駆り立てる副作用がある。普段は温和な魔族たちも、好戦的な性格に変わるのだ。

　そうでなければ、いくらキーストーンゲートが破壊されたからといって、魔族たちが一斉に争いを始めるはずがない。〝魔族特区〟の登録魔族たちは、本来、人類との共存を望んで移住してきた住民ひとびとだからだ。

「そういうことか……面倒だな。妙な連中が集まってくる前に、移動したほうがいいかもしれねえ」

「移動するって、どこに？　移動手段は？」

　浅あさ葱ぎが真顔で矢瀬に問い返す。

　宇垣のことは置いておくとしても、若い男女の六人組が、夜中にぞろぞろと歩いていたら、平常時でも普通に目立つ。ましてや領主選争の真まっ只ただ中なかでは、襲ってくれと宣伝しているようなものだ。なにか対策を考える必要がある。

「いえ……」

　だが、矢瀬が具体的な計画を口にする前に、雪ゆき菜なが身構える気配があった。銀色の槍やりを握り直して、壁伝いに窓まど際ぎわへと移動する。

「……姫ひめ柊らぎ？」

「残念ですが……もう手遅れのようです」

「新しい領主候補の連中か？」

　古こ城じようが表情を険しくして、窓の外を見た。矢瀬が咄とつ嗟さに室内の照明を落とす。

　基地の周囲に張り巡らされたフェンスを乗り越えて、建物に近づいてくる集団の姿が見えた。想像していたよりも人数が多い。ざっと数えただけでも六十人は超えている。宇垣の子分たちと違って服装や外見に統一感はない。しかし彼らの動きには、どこか共通のクセが感じられた。

「ヤバい……あいつら、狼愚ローグ連合だ」

　窓から半分だけ顔を出した宇垣が、恐怖に声を上うわ擦ずらせる。

「……そのネーミングセンスはたしかにヤバいな」

　古城は無感動に呟つぶやいた。宇垣たちのファッションも酷かったが、狼愚ローグ連合とかいうドメイン名も相当だ。今どきド田舎の暴走族でもその命名はないだろう、と思う。

「そんな余裕こいてる場合じゃないッスよ。あいつら、このあたりを仕切ってる四ドメインの連合体なんです。幹部は全員が獣じゆう人じんで、臣しん民みんの数は七百人以上っていわれてるんスから……」

　宇う垣がきが涙目になって古こ城じように訴える。古城は驚おどろいて宇垣を見返し、

「ほんの二、三日で作ったわりには、ずいぶん人数が多いな……？」

「そんだけ派手に潰つぶし合ってきたってことッス。でかいドメインを潰して臣民を横取りすれば、それだけ効率的に自分たちの勢力を増やせますから」

「なるほどな……」

　古城は宇垣が焦っている理由を理解する。抗争を繰り返して巨大化してきた武闘派ドメインの連合体。たしかにそれは危険な相手だ。

「完全に包囲されていますね」

　雪ゆき菜なが表情を変えずに淡々と報告する。

「説得でどうにかなりそうな雰ふん囲い気きじゃねえな。どうする？　強行突破するか？」

　古城は窓越しに外の様子を見回した。

　狼愚ローグ連合の総数は七百人以上という話だが、さすがに全員がここに集まっているわけではなさそうだ。それでもおそらく三百人以上が、古城たちのいる建物を包囲している。彼らの布陣から判断して、幹部クラスの獣人は約二、三十人といったところか。まともにやり合うには、少々厳しい人数だ。

「いえ……獣人が相手では、仮にわたしと先輩だけでも、完全に逃げ切るのは難しいかと」

　雪菜が冷静に指摘する。

　単純に攻撃力だけで比較するなら、眷けん獣じゆうを召しよう喚かんできる吸血鬼のほうが上だが、魔ま族ぞくとしての身体能力では獣人側の圧勝である。多少の個体差はあるにせよ、獣人の多くは瞬しゆん発ぱつ力りよくと持久力、そして嗅きゆう覚かくや聴覚などの能力に優れており、彼らの追跡を振り切るのは恐ろしく困難だ。

　おまけにこちら側でまともに獣人と戦えるのは、古城と雪菜の二人だけ──そんな状況での強行突破は、たしかに現実的ではない。

「突破が無理なら籠ろう城じよう戦せんか？　けど、援軍のあてもねえのに立たて籠こもってもな……」

　矢や瀬ぜが部屋の中を眺めて溜ため息いきをつく。

「そもそも、ここってお城じゃなくてプレハブだしね。火でも点つけられたらおしまいよ」

　浅あさ葱ぎの声にも焦りが滲にじんでいた。

　地上での戦せん闘とう任務を想定していないせいか、沿岸警備隊コーストガードの基地は安やす普ぶ請しんのプレハブ造りだ。とても籠城戦に耐えられるような造りではない。

「くそ……面倒くせえな。いっそのこと、あいつら全員ぶっ飛ばすか？」

　古城が、武装した外の集団を苛いら立だたしげに睨にらみつける。

「駄目よ、古城。そこの豚とんトロの言うことが事実なら、あいつらも〝吸血王ザ・ブラツド〟の魔術に操られている犠牲者なんでしょ？」

　浅あさ葱ぎが真剣な表情で古こ城じようを諫いさめた。

　古城は苦い気分で肩をすくめる。好戦的な狼愚ローグ連合の構成員たちも、もともとは平和的に暮らしていた絃いと神がみ島じまの住民たちなのだ。古城としても、できれば彼らを傷つけたくはない。

「無関係な大勢の人間を騙だまして操る……恩おん萊らい島とうのときと同じですね」

　雪ゆき菜なが、冷え冷えとした怒りのこもる口調で言った。

　吸血王を名乗る少年は、以前にも、ナノ式しき神がみと呼ばれるデバイスを使って、暴徒化した群衆に古城を襲おそわせたことがある。それが、彼の手口なのだろう。

　まるで、護まもるべき人々に裏切られるのが古城の運命だと、嘲あざ笑わらうかのように──

「お兄さん──！」

　一いつ瞬しゆんだけ油断した古城の意識を、夏か音のんの声が現実に引き戻した。

　古城たちの死角にあった天てん窓まどが割れて、ガラスの破片が床に降り注ぐ。その天窓から顔を出したのは、獣じゆう人じん化した人じん狼ろうだ。

「伏せろ、叶かな瀬せ！」

　天窓から飛び降りてきた人狼の男に向かって、古城が猛然と殴りかかる。

　その古城の攻撃を、人狼の男はあっさりと回避した。吸血鬼化した古城ですら、獣人の敏びん捷しようさにはついていけない。狭い空間での殴り合いでは、やはり彼らのほうが圧倒的に上なのだ。

　だが、雪菜の攻撃速度は、その獣人よりもさらに上をいく。剣けん巫なぎの未来視によって、雪菜は、一瞬先の未来を視みて動いているからだ。相手の回避軌道を先読みした上で放った雪菜の攻撃を、人狼の男はよけきれない。

「鳴なる雷いかずち──！」

　呪じゆ力りよくを帯びた雪菜の蹴けりが、獣人の側頭部に炸さく裂れつする。

　激しく脳を揺さぶられた獣人は、悲鳴を上げることもできずにその場で昏こん倒とうした。衝しよう撃げき的てきな雪菜の戦せん闘とう能力を目まの当たりにして、宇う垣がきがあんぐりと口を開けている。

　だが、建物に入りこんできた敵は、人狼の男一人ではなかった。あちこちの窓を突き破って、狼愚ローグ連合の獣人たちが一斉に雪な崩だれこんでくる。

「見つけたぞ、宇垣だ！」

「逃がすな！　裏からも回りこめ！」

「ウッヒョオオオ、女だ！　女もいるぞ！」

　獣人特有の聞き取りにくい声で、興奮したように喚わめき散らす男たち。古城たちは防戦一方のまま、部屋の片隅へと追い詰められていく。

「くそ、数が多すぎるぞ！」

　狭い建物の中では眷けん獣じゆうを召しよう喚かんすることもできず、古城は焦しよう燥そうに歯は嚙がみする。雪菜も必死に戦っているが、獣人たちを牽けん制せいするだけで精一杯だ。

　その間も、獣じゆう人じんたちは続々と数を増している。建物の周囲は彼らの仲間に幾いく重えにも包囲され、もはや脱出も絶望的だ。

　威い嚇かくのために眷けん獣じゆうを召喚しても、興奮状態の彼らにどれだけ効果があるかはわからない。

　やはり彼らを倒すしかないのか──と、古こ城じようは絶望の表情を浮かべた。

　だが、それでも古城たちはまだ気づいてはいなかった。

　真の絶望が、すぐ傍そばまで這はい寄よっていたことに。
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「──古城君！」

　凪なぎ沙さが甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　古城は驚いて振り返る。新あら手ての獣人が現れて、凪沙が襲おそわれていると思ったのだ。

　だが、違った。凪沙が恐怖の視線を向けていたのは、破壊された窓の外側だ。生物の内臓に似た巨大な触手の群れが、夜の闇やみの中に出現している。それらは湿った音を立てて建物の中に侵入すると、驚く獣人たちに次々に絡からみついた。

「なんだ、この触手……！」

　予想外の出来事に反応できずに、古城は呆ぼう然ぜんと立たち竦すくむ。

　恐怖に駆られて抵抗する獣人たちを、闇色の触手は、獲物を捕らえた大だい蛇じやのように容よう赦しやなく絞め上げた。そして彼らを建物の外へと引きずり出していく。それは凶暴な食虫植物が、餌えさをあさる姿を連想させた。吐き気を催すようなおぞましい光景だ。

「あ……う……ああ……！」

　宇う垣がきが顔面を蒼そう白はくにして低くうめいた。

　彼が見ていたのは、空中に浮かぶ白い人影だ。

　絡からまり合う触手の群れを足場にして、純白のローブを着た奇怪な人物が立っている。人影の数は全部でみっつ。それぞれ蜥蜴とかげと野牛、そして人の頭とう骨こつを模もした仮面をかぶっている。

「おい、どうした？」

　矢や瀬ぜが、恐きよう慌こう状態に陥おちいった宇垣の肩を揺り動かす。

　宇垣は怯おびえた子どものように頭を抱えて、うわごとのように呟つぶやいた。

「あいつらだ……あいつらが、終焉教団オーダー・ジ・エンド……！」

「なに……!?」

　矢瀬が驚いて顔を上げる。

　黒く濡ぬれた触手はその間にも、狼愚ローグ連合の獣人たちを蹂じゆう躙りんしていた。

　建物の中に入りこんでいた連中だけではない。外で待機した連中や、取り巻きの臣しん民みんたちにも次々に襲おそいかかり、彼らを容よう赦しやなく薙なぎ倒していく。

「なんてことを……！」

　浅あさ葱ぎが声を震ふるわせた。狼愚ローグ連合の包囲網はすでに崩ほう壊かいしている。それでも触手の攻撃は収まらない。逃げ惑う臣しん民みんたちを背後から襲い、ズタズタになるまで彼らを打ち据える。

　触手を操っているのは、終焉教団オーダー・ジ・エンドの一人。人の頭とう骨こつの仮面の人物だ。

「やめろォォ──────ッ！」

　古こ城じようがたまりかねたように建物の外へと飛び出した。いくら好戦的なドメインの連中だからといって、彼らが嬲なぶり殺されるのを黙って見ているわけにはいかなかった。

「どういうつもりだ!?　この連中はおまえらがけしかけたんだろうが……！」

　古城が右手を横よこ薙なぎに一いつ閃せんすると、視界に映っていた触手がことごとく両断された。部分的に召しよう喚かんした斬り裂く眷獣の能力だ。

　切断された触手の断片は、虚こ空くうの中へと溶けこんで消える。

　だが、触手を操っていた術者はもちろん無傷。頭骨を模した仮面の下で、彼らが嘲あざけるように笑う気配があった。

「暁アカツキ古城……〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟ノ血ケツ脈ミヤクヲ継ギシ者ヨ……」

「我ワレラハ、終焉教団オーダー・ジ・エンド。古イニシエヨリ、真シンナル第ダイ四ヨン真シン祖ソニ仕ツカエル者ナリ」

「汝ナンジニ王ノ自覚ヲ促シ、真ノ覚カク醒セイニ導クコトコソ我ラノ役目……」

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの三人が、口々に古城へと語りかけてくる。

　彼らの言葉に、古城は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして、そして猛烈な怒りを覚えた。古城を覚醒させるのが、領主選争の真の目的──彼らはそう言っているのだ。

「この馬ば鹿か騒さわぎが、俺のためだと……!?　ふざけんなっ……！」

　古城がぐっと足あし下もとに力をこめた。怒りに任せて、地上に降りた終焉教団オーダー・ジ・エンドに殴りかかろうとする。

　だが、その古城を追い抜くようにして、終焉教団オーダー・ジ・エンドへと襲おそいかかった連中がいた。狼愚ローグ連合の生き残り。幹部クラスの獣じゆう人じんたちだ。

「てめえら！　よくも俺らの仲間ツレを──！」

「ぶっ殺す！」

「──馬ば鹿か、よせ！」

　無謀にも正面から突っこんでいく獣人たちの姿に、古城は激しい焦りを覚えた。彼らを援護するための眷けん獣じゆうを、咄とつ嗟さに召しよう喚かんしようとする。

　同時に雪ゆき菜なも建物を飛び出していた。〝雪せつ霞か狼ろう〟の神しん格かく振しん動どう波はで、触手を操る終焉教団オーダー・ジ・エンドの魔術を無効化しようとしたのだ。

　だが、終焉教団オーダー・ジ・エンドの三人の反応は、それよりも更さらに速かった。

　虚こ空くうから吐き出された触手の群れが古城の全身に絡からみつき、眷獣の召喚を妨害する。

　雪菜を迎撃したのは、野牛の仮面をかぶった細身の影だ。波打つ透明な刃やいばの湾わん刀とうで銀色の槍やりを受け止めて、雪ゆき菜なの突進を妨害する。

　そして獣じゆう人じんたちの攻撃を受け止めたのは、蜥蜴とかげの仮面をかぶった影だった。

　その影と接触した瞬しゆん間かん、獣じゆう人じんたちの肉体が純白の蒸気と炎に包まれる。獣人たちが絶叫し、肉の焼ける嫌な臭においが周囲に漂った。彼らの足下の地面が煮え立ち、アスファルトが融ゆう解かいする。とてつもない熱量だ。

「くっ……」

　雪菜が焦りの声を洩もらした。その眼前で激しい火花が散る。

　透明な湾刀の斬ざん撃げきに圧倒されて、雪菜はジリジリと後退している。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの剣士の技量は、雪菜をも遥はるかに凌しのいでいた。剣けん巫なぎの未来視と武器の射程リーチの差をもってしても、互角に持ちこむのが精一杯だ。むしろ手加減されているとすら感じる。

「この刀……は……！」

　さらに厄やつ介かいなのは、相手の武器だった。

　透明な刃は闇やみの中で見えにくく、湾曲した刀とう身しんが攻撃の間合いを狂わせる。

　そして武器自体が禍まが々まがしい気配をまとっている。なんらかの魔ま術じゆつ的てきな能力を備えているのは確実だった。だが、その正体がわからない。刀の能力を警戒しているぶん、雪菜の攻撃は鈍る。どうしても後手へと回ってしまう。苦戦する古こ城じようを支援することもできない。その焦りが余計に雪菜を追い詰めていく。

「く……そ……！」

　そのころ触手の群れに搦からめ捕とられた古城は、声にすらならない苦く悶もんの息を洩もらしていた。

　首に巻きついた細い触手がギリギリと喉のどを絞め上げている。気管が潰つぶされて声が出せない。頸けい動どう脈みやくが圧迫されて意識が遠のく。そして──

「──古城！　動くな！」

　追い詰められた古城の耳に届いたのは、思いがけない声だった。

　朦もう朧ろうとした意識の中、なぜかはっきりと矢や瀬ぜの呼び声が聞こえる。

　轟ごう然ぜんと風が渦うず巻まく気配があった、

　圧縮された空気が刃やいばとなって、古城の首筋を駆け抜ける。

　魔ま力りよくの気配は感じない。終焉教団オーダー・ジ・エンドの派手な攻撃に比べれば、威力もささやかだ。だが、その透明な風の刃は、古城の首を締めつけていた触手を正確に引き裂いていた。

　切断された触手が消滅し、新たな触手が再び古城に巻きつくまでの一いつ瞬しゆんの空白──

　酸欠状態だった脳に新鮮な血液が送られて、薄れていた古城の意識が鮮明になる。

「──疾く在れきやがれ、〝牛頭王の琥珀コルタウリ・スキヌム〟！」

　古城の足あし下もとの地面が裂けて、熔よう岩がんの刃が噴き出した。

　第だい四よん真しん祖その二番目の眷けん獣じゆうは、熔岩の肉体を持つ巨大な牛頭神ミノタウロスだ。

　その灼しやく熱ねつの肉体が、終焉教団オーダー・ジ・エンドの触手を焼き払い、捕らわれていた古城を解放する。

「ヌッ……！」

　咆ほう哮こうする牛頭神ミノタウロスを警戒するように、終焉教団オーダー・ジ・エンドの三人が後退した。しかし古こ城じようの攻撃は止まらない。熔よう岩がんの刃が地面から次々に突き出され、白いローブの人影を追い詰めていく。

　領主選争を終わらせるためにも、ここで彼らを逃がすわけにはいかない。彼らは正体不明の〝吸血王ザ・ブラツド〟につながる貴重な手がかりだ。

　そしてなによりも彼らがここで見せた残ざん虐ぎやくな振る舞いが、古城を激げつ昂こうさせていた。

　古城の怒りに呼応するように、牛頭神ミノタウロスの攻撃が威力を増し、熔岩の刃が規模を増していく。




「──先輩ッ！」




「なに!?」

　悲鳴にも似た雪ゆき菜なの絶叫に、古城がハッと我に返る。

　その直後、膨大な魔力を帯びた爆ばく風ふうが上空から古城を襲おそった。

　砲撃を思わせる凄すさまじい暴風の塊かたまりだった。回避できないと悟った古城は、灼しやく熱ねつの熔岩の刃を展開してそれを迎撃。巨大な魔力が正面から激突し、それらは互いに対消滅する。

　雪菜が警告してくれなければ、あの爆風の直撃を喰くらって、古城は為なすすべもなく打ち倒されていただろう。

「おまえ……！」

　荒い呼吸を繰り返しながら、古城は闇やみの奥を睨ねめつける。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの三人の背後に、彼はにこやかに立っていた。

　想像していたよりもずっと小柄だ。同年代の少女のような華きや奢しやな体つき。揺らめく炎のように色を変えていく、美しい金髪の少年だ。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟……！」

　古城が低い声で彼の名前を呼ぶ。

　少年は目を閉じたまま微笑ほほえんで、優雅にうなずいた。

「直接お目にかかるのは初めてですね、暁あかつき古城──本来ならゆっくり歓談したいところですが、今はまだ早い。領主選争は始まったばかりなのですから」

　少年がそう告げると同時に、彼の全身が霧きりに包まれた。

　魔ま力りよくを帯びた深紅の霧きりだ。その霧はやがて光り輝かがやく獣けものの姿へと変わっていく。

「この魔力……！」

　雪菜が驚きよう愕がくに息を吞のむ。

　本能的な恐怖に駆られて、古城は新たな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。手加減を考える余裕はなかった。直感に衝つき動かされるまま、無制限に魔力を解放する。

「──疾く在れきやがれ、〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！」
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「疾とく在あれ、〝始祖なる黄金プリムス・アウルム〟！」

　古こ城じようが召喚した雷らい光こうの獅し子しが、巨大な稲妻と化して少年を襲おそう。

　それを迎撃したのは、少年が喚よび出だした眷獣だった。雷らい光こうをまとう漆黒の獅子だ。

　ふたつの巨大な雷光が正面から激突し、撒まき散ちらされた膨大な熱と衝しよう撃げきが、古城たちのいる増設人工島サブフロートを崩ほう壊かいさせていく。

「はは……ははははははははっ！」

　軽やかに澄んだ少年の笑い声が、破壊の轟ごう音おんとともに響ひびいていく。

「〝吸血王ザ・ブラツド〟！　おまえは、いったい……!?」

　逆流する稲妻に灼やかれながら、古城が絶叫した。だが、その問いかけに答える者はいない。

　大気が震ふるえ、人工の大地が割れる。

　眩まばゆい灼しやく熱ねつの閃せん光こうの中、少年の美しい笑しよう声せいだけが、いつまでも響き渡っている。
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　降り注ぐ無数の閃せん光こうが、夜空を真昼のように青白く照らしていた。

　それは落らく雷らいというよりも、雷雲そのものが地上に出現したような光景だ。巨大な魔ま力りよくの激突で大気が軋きしみ、人工の大地が木の葉のように揺れる。

　分厚いアスファルトの滑走路がチョコレートのようにあっさりとひび割れて、その亀き裂れつから、竜巻に吸い上げられた海水があふれ出している。増設人工島サブフロートが崩ほう壊かいを始めているのだ。

「なんて魔力……」

　激突する巨大な眷けん獣じゆうたちを見上げたまま、浅あさ葱ぎは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　周囲の施設が次々に倒壊する中、沿岸警備隊コーストガード基地のプレハブは、かろうじて耐えている。

　それは雪ゆき菜なが張り巡らせた結界の功績だ。銀色の槍やりを構えた彼女が、撒まき散ちらされる魔力そのものを斬きり裂さいているのだ。彼女の結界がなかったら、浅葱たちのいる建物は、とっくに跡あと形かたもなく蒸発していたに違いない。

　しかし雪菜が一人きりで抗あらがうには、眷獣たちが撒き散らす魔力はあまりにも膨ぼう大だいだった。

　そして彼女の結界では、物理的な影えい響きようまでは防げない。魔力の余波が生み出す暴風や振動を消し去ることはできないのだ。

　すでに建物の窓ガラスはことごとく砕け散り、床や壁が不気味に波打ち始めていた。天井の継ぎ目が広がって、なにかが引き裂かれるような不快な音が響き渡る。

「まずい……外に出ろ！　建物が保もたねえ！」

　異変に気づいた矢や瀬ぜが叫んだ。

「嫌いや！　もうやだ！　助けて！　古こ城じよう君！　古城君！」

　凪なぎ沙さが頭を抱えてその場に座りこむ。ただでさえ魔族恐怖症の彼女にとって、間近で目にする眷獣の激突はパニックを引き起こすに足る衝しよう撃げき的てきな光景だったのだ。

「凪沙ちゃん！　駄目だ！　立ってくれ！」

　矢瀬が、硬直する凪沙を強引に抱き起こして、建物から連れ出そうとする。

　そんな彼らの背後で異音が響いた。

　建物を支える地盤そのものが陥かん没ぼつして、壁の一部が崩れ落ちたのだ。頭上から降り注ぐ瓦が礫れきを見上げて、矢瀬は悲鳴を上げることもできずに動きを止める。

　そんな矢瀬の視界を、青白い霊れい気きの輝かがやきが覆おおった。悠ゆう久きゆうの氷河を思わせる美しい結界が広がって、壊れかけた建物を押し戻している。

「叶かな瀬せさん……あなた……!?」

「アルディギア王家の擬似聖楯スヴアリン・システムか……！」

　祈るように手を合わせる夏か音のんを見つめて、浅葱と矢瀬が息を吞のむ。

　精せい霊れいの力を借りた防御結界〝擬似聖楯スヴアリン・システム〟は、アルディギアの王家の最高機密だ。夏か音のんは誰に教わるでもなく、それを自己流で再現している。

　もちろん、ラ・フォリア王女が使う本物の擬似聖楯スヴアリン・システムに比べれば、その結界は遥はるかに微弱で不安定だ。それでも建物の崩ほう壊かいを、一時的に防ぐ程度には堅けん牢ろうだった。

「すげえ……」

　宇う垣がきが心を打たれたように息を吐く。荒れ狂う魔ま力りよくの嵐の中、霊気の翼を広げて祈り続ける夏音の姿は、まさしく人々が思い描く聖女そのものだ。粗暴な不良トロールの宇垣ですら、畏い敬けいの念を覚えずにはいられなかったらしい。

「今のうちに逃げるぞ！　浅あさ葱ぎ、急げ！」

「待って、まだ、叶かな瀬せさんが……！」

　怒鳴り返そうとした浅葱の眼前で、夏音の姿がかき消えた。頭上から崩れ落ちてきた天井が、浅葱の視界を覆おおい隠かくしたのだ。

「叶瀬さん……!?」

「嫌いやああああああああっ！」

　凪なぎ沙さの悲鳴を聞きながら、浅葱は降り注ぐ瓦が礫れきの中に立ち尽くす。その浅葱の全身を青白い霊気の結界が護まもっていた。それがなければ浅葱はとっくに死んでいてもおかしくない状況だ。

「結界は消えてない！　叶瀬ちゃんは無事だ！」

　矢や瀬ぜが声を嗄からして喚わめいていた。浅葱はその声に急せき立たてられるように、建物から脱出する。

　ほぼ同時に浅葱を護っていた結界が消滅した。背後で建物が倒壊する音がする。しかし浅葱には振り返っている余裕がなかった。足下に巨大な亀き裂れつが走ったからだ。

　第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうと、同等の見知らぬ眷獣はすでに消えている。

　しかし彼らの激突は、増設人工島サブフロートの基底部に致命的な損傷を与えていた。

　湖に張った薄い氷のように地面が分解し、いくつもの破片となって、激しく波打つ海上へと散らばっていく。浮力を失った一部の破片は、すでに海中へと沈み始めていた。

　いつの間にか矢瀬と凪沙の姿も見えなくなっていた。浅葱がいる場所とは違う破片に乗って、海面を漂流しているのだ。彼らの姿を探そうとして、浅葱はギョッと身をすくめる。

　沈みかけた人工島の破片の上に、雪ゆき菜なの姿を見つけたからだ。

　過剰な霊力の放出によって力尽きたのか、彼女はぐったりと倒れたまま動かない。このまま放っておけば、人工島の破片とともに海に沈むのは確実だ。

「ああ、もう！」

　考えるよりも先に浅葱は走り出していた。

　浅葱のいる場所から雪菜が乗っている破片までは、二メートル近い亀裂が走っている。それを飛び越えなければ、雪菜のもとへは辿たどり着つけない。着地に失敗すれば、当然、海に落ちるしかない。しかもその亀裂は徐々に広がり続けていた。迷っている時間はない。

「姫ひめ柊らぎさん！」

　ろくに助走距離も確保できないまま、それでも浅あさ葱ぎはギリギリの跳ちよう躍やくを成功させた。

　海面に滑り落ちる直前の雪ゆき菜なの右手を、危ういところでキャッチする。

　そして浅葱が安あん堵どの息を洩もらした瞬しゆん間かん、足あし下もとで破滅の音がした。浅葱の着地の衝しよう撃げきで、人工島の破片を支えていたなにかの部品が折れたのだ。

「う……噓うそ!?」

　傾きかけていた人工島の破片が一気に垂直近くまで回転して、浅葱は雪菜を抱きしめたまま、為なすすべもなく海へと投げ出されていた。
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　激しく波打つ海面に浮上して、浅葱は荒い息継ぎを繰り返す。胸元には雪菜を抱えたままだ。

　攻こう魔ま師しとしての本能なのか、意識をなくしているはずの雪菜は、銀色の槍やりを握りしめたまま放さない。それもあって、彼女を抱えたまま泳ぎ続けるのはひどく難しかった。雪菜が溺おぼれてしまわないように、支えているだけで精一杯だ。

「どうしろってのよ、本当にもう！」

　浅葱はたまらず絶叫した。

　幸いなことに、眷けん獣じゆうたちの激突が引き起こした暴風は、ようやく収束を始めていた。海面のうねりも、どうにか耐えられないほどではない。問題は、崩ほう壊かいした増設人工島サブフロートの破片が、次々に沈み始めていることだった。それらの沈ちん降こうに巻きこまれたら、今の浅葱たちなどひとたまりもない。

『ケケッ……だいぶお困りのようだな、嬢じようちゃん』

　波に翻ほん弄ろうされている浅葱の耳に、突然、なぜか皮肉っぽい合成音声が聞こえてくる。

　声の源みなもとは、浅葱の左手首の時計だった。スマホ連携型のスマートウォッチだ。妙に懐かしいその声に、浅葱は驚おどろいて怒鳴り返す。

「モグワイ!?　あんた、どうして……!?」

『話はあとだ。余裕がねえんだろ？』

　浅葱の相方である人工知能ＡＩが、からかうような調子で忠告する。口に入った海水を吐き出して、浅葱は苦々しげにうなずいた。

「そうね。とりあえず、この状況をなんとかするわよ」

　雪菜を抱えて泳ぎながらでは、スマホを取り出している余裕はない。浅葱はスマートウォッチのタッチパネルに触れて、登録してあった自作アプリを呼び出した。

　浅葱は魔術を使えない。その唯一の例外が、〝聖せい殲せん〟と名付けられた禁きん呪じゆである。

　否いな、正確には〝聖せい殲せん〟は禁呪ですらない。それは、この世界を駆動している〝神のプログラム〟を直じかに改変する、究極の違法改造チート行為なのだ。

〝聖せい殲せん〟の祭壇として設計された絃いと神がみ島じまという名の処理装置を利用することで、浅あさ葱ぎはその世界改変を実現する。〝カインの巫み女こ〟と呼ばれる規格外の能力を使って、〝神のプログラム〟を──すなわち、現実そのものを書き換えるのだ。

　もっとも浅葱の能力をもってしても、リアルタイムで〝聖せい殲せん〟を思いどおりに制御するのは困難だった。コンピューターどころか、スマホすらまともに操作できないこの状況では尚なお更さらだ。

　だからといって、なにもできないわけではない。浅葱がスマートウォッチから起動したのは、あらかじめプログラミングを終えてあった定型マクロ術式。細かな操作はできないが、対象を指定して一括変換するだけなら、ワンクリックで実行可能という凶悪なものである。

「こんなことになるってわかってたら、もう少しまともなマクロ組んだのに……！」

〝聖せい殲せん〟特有の真紅の粒子に包まれながら、浅葱が悔やむように嘆息した。

　真紅の粒子は拡散して、浅葱の周囲の海水を発光させていく。

　激しく波打っていた海面の動きが、スローモーション映像のように速度を落とした。

　そして完全に停止する。

　だが、凍りついたわけではない。よく見れば透明な海面は、プルプルと小刻みに震ふるえている。

　その姿は淡い真紅のゼリーに似ていた。いや、むしろゼリーそのものだ。

　半径三百メートルにも達する、巨大なイチゴゼリー──浅葱は自分の周囲の海水を、まるごと食用のゼリーに変えたのだ。

　意識をなくしたままの雪ゆき菜なや浅葱自身、そして海に落ちた狼愚ローグ連合の臣しん民みんたちが溺でき死しするのを防ぐためである。ほかに使えそうなマクロの手持ちがなかったのだ。

『ケケッ、そういや、このプログラムを組んだときは、バケツサイズのゼリーを喰くいたいって騒さわぎながら作業してたっけな』

　禁きん呪じゆの発動を終えたモグワイが、愉快そうに笑っている。

「プリンにしなくて正解だったわ……」

　ゼリー化した海水をかき分けるようにして這はい出しながら、浅葱は弱々しく呟つぶやいた。

　固く弾力のあるゼリーだからこうして海面に立つこともできるが、柔らかなプリンではこう上う手まくはいかなかっただろう。下へ手たすればそのまま底なし沼のように沈んで、プリンの海で溺死するという、世にも恥ずかしい死体になっていた可能性がある。

　重い金属やコンクリートはゼリーの底へと埋もれていくが、比重の軽い人体は沈まない。少なくとも溺おぼれ死ぬ恐れはなくなった。当面の危機は乗り切ったのだ。

『とはいえ、しょせんゼリーだからな。夜が明けて気温が上がったら溶けるんじゃねーか？　さっさと逃げたほうが身のためだぜ、嬢じようちゃん』

「言われなくてもそうするわよ。姫ひめ柊らぎさんが軽くて助かるわ」

　意識のない雪菜を背負うようにして立ち上がり、浅葱は周囲をゆっくりと見回した。

　右側にあるのは、半壊して質量を半分ほどに減らした増設人工島サブフロートの残ざん骸がい。左手の奥には、絃いと神がみ島じまの本体が見える。浅あさ葱ぎたちがいるのは、ちょうどそれらの中間地点だ。海に落ちてもがいている間に、だいぶ流されていたらしい。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ迷った末に、浅葱は左側へと向かって歩き出す。

　古こ城じようや矢や瀬ぜたちのことも気になるが、増設人工島サブフロートの跡地には狼愚ローグ連合の残党がうろついている。今はまず雪ゆき菜なの安全を確保するべきだと考えたのだ。

『そのまま真まっ直すぐ九十メートルほど進めば、ぶっ壊れた連絡橋がある。そいつをよじ上れば人工島南地区アイランド・サウスに入れるはずだぜ』

　モグワイが先回りして浅葱にアドバイスをくれる。つまり彼は絃神島の都市管理システムを利用して、周囲の映像や浅葱の位置情報を取得しているということだ。終焉教団オーダー・ジ・エンドに乗っ取られたからといって、都市管理システムが機能を停止したわけではないらしい。

「基もと樹きたちは無事なの？」

『残念ながら、今の俺じゃ確認できねえな』

　モグワイが素そっ気けなく答えてくる。

　浅葱はスマートウォッチの小さな画面を苛いら立だったように睨にらみつけて、

「あんたね、今までなにをやってたのよ!?　無事ならさっさと連絡してきなさいよ！」

『残念ながら、そいつは無理な相談だぜ』

「なんで!?」

『領地ドメインだよ』

『は……？』

『今の絃神島本島は、全部で八十一の領地ドメインに分割されてるんだ。それぞれの領地ドメインには、その土地を実効支配している領主がいる──というよりも、領地ドメインの支配権を持っているやつが領主と呼ばれる、ってのが正解だな』

「……どういうこと？　領地ドメインの支配権ってなに？」

　モグワイの唐とう突とつな解説に、浅葱が戸惑う。

　不細工なぬいぐるみ型の現身アバターが、愉快そうに笑って返答した。

『だから、領地ドメインを支配する権利だよ。そうだな、嬢じようちゃんにわかりやすく言うと、絃神島の都市管理システムを独占的にコントロールする権利だと思ってくれ。電気、ガス、水道、監視カメラに無線通信、なんでもありだ。ただし八十一分の一だけだがな』

「都市管理システムの分割なんて、そんなことできるわけないでしょ」

　浅葱が呆あきれたように反論する。モグワイは不思議そうに首を傾かしげて、

『そうか？』

「当然よ、ビスケットじゃないんだから。都市管理システムを二つに割ったら、システムの容量が二倍になるなんてことはあり得ない。どこかの領地ドメインが水や電力を余分に使えば、別の領地ドメインで不足するに決まってる」

『だったら、足りないぶんをよそから奪ってくればいいだろ』

　浅あさ葱ぎの反応を面白がるように、モグワイは平然と言い放つ。

「は!?　なに言ってるのよ、それじゃまるで──」

『戦争みたい、だろ？』

「……なるほど。それが領主選争のメカニズムってわけね」

　浅葱が悔しげに唇くちびるを嚙かんだ。

　領主候補たちは、単純にゲーム感覚で陣地を広げているのではない。彼らが奪い合っているのは絃いと神がみ島じまの都市管理システムのリソース──すなわち生活に必要な資源そのものだ。

『ついでに言えば、領主が都市管理システムを独占する──ってことは、領主に逆らっている臣しん民みんには、水も食料も配給されないってことになる。それが嫌いやなら、領主の支配下に入るか、でなきゃ、気に入らない領主をぶっ倒して自分が領主になるしかないってわけだ』

　モグワイが不意に真面目な口調で言う。浅葱はそんな相方を半はん眼がんで睨にらんで、

「なにがなんでも、絃神島の住人同士を争わせたいってわけね。ずいぶんエグいことをやってくれるじゃない。なんであんたは、そんな計画に加担してるのよ？」

『おいおい、嬢じようちゃん。俺の本体からだはただのしがないコンピューターだぜ？　システム管理者に命令されたら、そのとおりに従うしかねえだろ』

「だったらなんで今になってのこのこ出てきたわけ？」

『狼愚ローグ連合のボスがぶっ倒されて、この領地ドメインの領主が不在になったからな。一時的に俺も自由の身になれたってわけだ。八十一分の一だけな』

「あたしが使える〝聖せい殲せん〟の威力も、本来の八十一分の一ってことね」

　浅葱が不機嫌そうに片かた眉まゆを上げて、足あし下もとの海面を軽く蹴け飛とばした。

　ゼリー化した海が広がっているのは、増設人工島サブフロート南側の海域だけ。見えない壁に遮さえぎられたように、海の途中で〝聖せい殲せん〟の効果が切れている。連絡橋を使わなければ絃神島本島に渡れないのはそのせいだ。

　おそらくその見えない壁こそが、領地ドメインの境界なのだろう。境界を越えれば、再びモグワイとの連絡は途絶え、〝聖せい殲せん〟の力も失われてしまうことになる。

「待って。じゃあ、八十一個のドメイン全部を誰かが支配したらどうなるの？」

『そいつが絃神島の新しい支配者ってことだ。もちろん嬢ちゃんの仲間の誰かが、全ぜん領地ドメインを掌しよう握あくすれば、この領主選争バカさわぎは一いつ瞬しゆんで終わるぜ』

「〝吸血王ザ・ブラツド〟の言うことが信用できるならね」

『まあそうだな』

　猜さい疑ぎに満ちた浅葱の呟きを、モグワイは否定しなかった。

　領主選争のルールは、〝吸血王ザ・ブラツド〟と終焉教団オーダー・ジ・エンドが一方的に決めたものだ。彼らが土ど壇たん場ばでそのルールをひっくり返さないという保証はどこにもない。

　それでも今の浅あさ葱ぎたちは、そのルールを利用するしかなかった。今さら与えられたハンデを嘆いても状況はなにも変わらない。これは圧倒的に不利な状況から始まったゲームなのだ。

「それで、領主ってのは、どういうルールで決まってるわけ？」

『その領地ドメインの臣しん民みんの契約を、いちばん多く集めた魔ま族ぞくだな』

「契約……あの魔法陣みたいなやつのこと？」

　浅葱は、宇う垣がきの子分たちに刻印された呪じゆ紋もんを思い出す。あれがどういう原理で発動しているのか、魔術師ならぬ浅葱は実はよくわかっていなかった。

『べつに一人一人に会ってハンコをついてもらう必要はねえ。その領地ドメインの臣民が、そいつを自分たちの代表と認めれば契約完了だ』

　モグワイがひどく適当な口調で言う。

　浅葱は真顔で質問を重ねた。

「──複数の領主候補が同じ領地ドメインにいたら？」

『領主候補同士が戦って、勝ったほうが相手の臣民を引き継ぐ』

「なるほど……宇垣の言ってたとおりね」

　浅葱は疲れたように嘆息した。

　領主候補をぶつけて臣民の奪い合いをさせる。そうやって、勝ち残った領主候補は加速度的に臣民の数を増やしていく。

　臣民の数が増えれば、領主候補の魔力も増大し、戦いによる被害と犠牲は甚じん大だいなものになるだろう。これは絃いと神がみ島じまの全島民を巻きこんだ戦争なのだ。

　ただし、とモグワイが勝手に説明を続けた。

『──領主になるためには、臣民が候補者の素す性じようを知ってなきゃなんねえ。ま、最低でも顔と名前くらいはな』

「なによ……それ……」

　浅葱は不意に寒気を覚えて足を止めた。

　臣民が自らの領主を選ぶためには、候補者の顔と名前を知っていなければならない。

　特に奇妙な条件とは思えない。魔術的にも当然の制約だといえる。

　だがそれは、自分の正体を隠し続けている限り、暁あこつき古こ城じようは領主になれない、ということでもある。古城がこの領主選争を終わらせる方法はただひとつ──自らが真しんの第だい四よん真しん祖そだと名乗り出て、絃神島の真の領主になることだ。

　領主選争のすべてのルールは、暁古城という存在を、表舞台に引きずり出すために存在するのではないか──？

　そんな馬ば鹿かげた思いつきを振り払うように、浅葱は激しく首を振る。

　スマートウォッチに映るモグワイの映像が、突然乱れたのはその直後だった。

『悪いな、嬢じようちゃん。俺が手を貸せるのは、どうやらここまでだ』

「は!?　なんで!?」

　浅あさ葱ぎがモグワイを睨にらんで訊きき返す。ゼリー化した海面は、まだしばらく先まで続いていた。ここはまだモグワイと通信可能なエリアのはずだ。

　しかし不細工なぬいぐるみ型の現身アバターは無責任に首を振り、

『増設人工島サブフロートが完全にぶっ壊れちまったからな。ここの領地ドメインは廃棄されて、べつの地区に領地ドメインナンバーが引き継がれる。そんなわけで、嬢ちゃんともしばらくお別れだ……せいぜ……た会え……まで元気で……ぬなよ』

「モグワイ！　ちょっと、モグワイ！　まだ話の途中でしょうが!?」

　浅葱はスマートウォッチに向かってしつこく呼びかけてみるが、画面に浮かび上がったのは、無情な圏外表示だけだった。

　だが、そのことに落胆している余裕はなかった。モグワイが消滅すると同時に、ゼリー化した海面に巨大な亀き裂れつが走ったからだ。

「げっ……!?」

　巨大なゼリーの海が割れる。そのことに気づいて、浅葱は青ざめた。

　浅葱が使った〝聖せい殲せん〟の効果が切れたわけではない。〝聖せい殲せん〟は世界そのものを書き換える禁きん呪じゆだ。変化させられた物体が自動的に修復されることはない。

　しかし変化を終えてしまえば、その物体は、通常の物理法則の影えい響きようを受ける。気温が上がればゼリーは溶けるし、力を加えればちぎれることもある。

　そして海面に浮かべた巨大ゼリーは、波の影響で時間とともに崩ほう壊かいする。それが浅葱の目の前で起きている現象だ。

　モグワイがいれば、もう一度〝聖せい殲せん〟を実行して修復することもできたのだが、彼はすでに消えている。今の浅葱に出来るのは、目的地である連絡橋まで、雪ゆき菜なを背負ったまま突っ走ることだけだった。

　水に浮かぶちぎれかけたゼリーという最悪の足場を、浅葱は汗だくになりながら必死で走る。

　途中で転んで四よつん這ばいになり、最後は雪菜の槍やりを杖つえ代がわりに使って、ヌルヌルとしたゼリーの斜面をよじ登る。なりふりなど構っていられない。軽いはずの雪菜の体重が、ずっしりと肩にのしかかる。とんでもない罰ゲームだ。

　最後は半ば倒れこむようにして、浅葱は半壊した連絡橋へと飛び乗った。斜めに傾いた橋の先端が海面に沈んで、歩いてよじ登れるようになっていたのだ。

　そのまま勢い余ってつんのめり、浅葱はその場に転がった。

　幸いにも橋の表面が濡ぬれていたおかげでダメージは少ない。ブヨブヨとしたゼリーに慣れた身体からだに、硬いアスファルトの路面が心地ここち好よい。

「はあ……はあ……なんとか間に合ったわ……今度こそ死ぬかと……思っ……た……」

　ちぎれたゼリーの海面が波に流されていくのを眺めながら、浅あさ葱ぎは荒い呼吸を繰り返す。

　連絡橋に辿たどり着つくのがあと少し遅れていれば、再び海で溺おぼれていたところだ。消耗しきった今の体力で雪ゆき菜なを抱えて泳げたとは思えない。本当にギリギリだったのだ。

　眠っている雪菜と、彼女の槍やりを路上にそっと横たえて、浅葱もそのままうつ伏せに倒れる。

　全身がゼリーまみれでイチゴ臭い。髪も服も乱れ放題だ。とても人前に出られる姿ではない。

　条件は雪菜も同じはずだが、彼女の場合は、その有あり様さまでもやはり儚はかなげで可か憐れんに感じられた。さすがにこれは不公平ではないか、と浅葱は思わず心の中で愚ぐ痴ちる。

　しかし雪菜の全身は冷え切って、頰ほおは血の気けを失ったままだった。限界を超えて霊れい力りよくを使った反動なのだろう。真祖クラスの眷けん獣じゆう二体の魔ま力りよくを、たった一人で防いでいたのだから当然だ。

　かろうじて呼吸は安定しているが、このまま彼女を放置しておくのは不安だった。

　どこか安全な場所に運ばなければと、浅葱は疲れた身体からだに鞭むち打うってのろのろと起き上がる。

　間近に誰かの気配を感じたのはそのときだ。

「──っ!?」

　ゾッとするような禍まが々まがしい気配に、浅葱は弾はじかれたように振り返る。

　薄うす闇やみの中から溶け出すように現れたのは、純白のローブをまとう影だった。

　影の頭部を覆おおっているのは、人の頭とう骨こつを模もした不気味な仮面だ。その仮面の下から声が聞こえてくる。

「藍あい羽ば浅葱……かいんノ巫み女こ……」

「終焉教団オーダー・ジ・エンド……！」

　本能的な恐怖に衝つき動うごかされて、浅葱は無意識に身構えていた。

　右手がポケットの中のスマホに触れる。防水仕様のスマホは、水没したあとも問題なく動き続けていた。だが、モグワイとの通信は途切れたままだ。〝聖せい殲せん〟を起動できない今の浅葱は、見た目どおりの無力な女子高生でしかない。

　しかし終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒は、そんな浅葱に対して容よう赦しやのない敵意を向けていた。霊力を持たない浅葱ですら、はっきり感じられるほどの強烈な魔力だ。

「我ワレラノ計画ニトッテ、汝ナンジノ存在ハ危険ダ……故ユエニ……」

「じょ……冗談でしょ……」

　吹きつけられる魔力に耐えかねたように、浅葱が一歩後じさる。

　その左の足首に、ヌルリとなにかが巻きついた。それはヌラヌラと黒く輝く触手だった。

　白いローブの下から吐き出された触手が、浅葱に向かって次々に伸びてくる。浅葱をローブの内側へと引きずりこもうとしているのだ。

「わっ、キモッ……！　ちょっ……やめっ……来るな！」

　尻しり餅もちをついた姿勢のまま、浅葱は必死で触手を蹴けり飛とばす。だがそれは無意味な抵抗だった。瞬またたく間まに両脚を搦からめ捕とられて、浅葱は身動きできなくなる。

　白いローブの裾すそがめくれ上がって、その奥に広がっていたのは漆しつ黒こくの闇やみだった。

　それはおそらく空間転移用の〝門ゲート〟なのだろう。そこから出現した触手たちが、再びその〝門ゲート〟の向こう側へと戻ろうとしている。浅あさ葱ぎの両脚に絡みついたまま。

「ヌッ……」

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒が、小さくうめいた。

　銀色の閃せん光こうが紫し電でんのように駆け抜けて、浅葱を〝門ゲート〟に引きずりこもうとしていた触手の群れが弾はじけ飛とぶ。鋭利な刃物で切断されたのだ。

　重力を感じさせない軽やかな動きで、小柄な少女が浅葱の眼前に着地した。彼女が握っているのは全金属製の銀色の槍やりだ。

「姫ひめ柊らぎさん!?」

「藍あい羽ば先輩、すみません。もう、大丈夫です」

　雪ゆき菜なが終焉教団の使徒へと槍を向けた。

　しかし彼女の顔色は蒼そう白はくなままだ。状況を完全に理解しているとも思えない。

　おそらく触手使いの魔ま力りよくに反応して、意識を取り戻したばかりなのだろう。本来の体調にはほど遠いはずだ。

「姫柊……雪菜ッ！」

　そんな雪菜に向かって、触手使いが吼ほえた。禍まが々まがしい魔力が更に膨ふくれ上がり、数え切れないほどの触手の群れが、雪菜へと一斉に襲おそいかかる。

「──獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる」

　雪菜は迫り来る触手の群れをよけようとはしなかった。

　残されたわずかな霊れい力りよくを研とぎ澄すますように、槍を構えたまま祝詞を紡ぐ。銀色の槍が青白く発光し、清浄な気配に包まれていく。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討うたせ給たまえ！」

　雪菜が地面を蹴けって疾走した。

　彼女がまとう神しん格かく振しん動どう波はの結界に阻はばまれて、召しよう喚かんされた触手がことごとくちぎれ飛ぶ。

　恐怖におののくように触手使いが身体からだを仰のけ反ぞらせ、その肉体が虚こ空くうに溶けこむように消えた。空間制御魔術による瞬しゆん間かん移い動どうだ。

　だが、触手使いが完全に姿を消すよりも、雪菜の攻撃のほうが速かった。〝雪せつ霞か狼ろう〟の魔力無効化能力によって空間転移用の〝門ゲート〟が破壊され、触手使いの身体からだは、わずか数メートルだけ離れた場所に再び出現する。

　磁器のカップが割れるような澄んだ音がして、触手使いの足あし下もとになにかが落下した。

　それは仮面の欠片かけらだった。頭とう骨こつを模もした仮面が割れて、触手使いの素顔があらわになっている。雪菜の槍が純白のローブを切り裂いて、その下の仮面を真っ二つに断ち割っていたのだ。

「あなたは……!?」

　雪ゆき菜なの声が驚おどろきに震ふるえた。

「女……の子……!?」

　浅あさ葱ぎが呆ぼう然ぜんと目を見張る。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒。触手使い。その素顔は年若い少女だった。

　漆しつ黒こくの髪と白い肌。紅あかい瞳ひとみの美しい娘だ。

「見たか……浅ましき我が姿を……」

　彼女は恥じるように片手で顔を隠して、指の隙すき間まから雪菜たちを睨ねめつけた。

　次の瞬しゆん間かん、再び〝門ゲート〟が発動し、今度こそ彼女は闇やみの中へと消える。

「助かった……の？」

　地面に座りこんだまま、浅葱は弱々しく呟つぶやいた。

　服のあちこちが擦すり切きれて、手脚にも擦り傷が出来ている。しかしその程度で済んだのは、信じられない幸運だったのだろう。殺されていてもおかしくなかったのだ。

「藍あい羽ば先輩。この状況は、いったい……？」

　構えていた槍やりを下ろした雪菜が、不安そうな表情で尋ねてくる。

　ずっと意識をなくしていたせいで、彼女は自分がいる場所さえもわかっていないはずだ。

「そうね。なにから話そうかしら……」

　浅葱はふらつきながら立ち上がる。

　どうにか終焉教団オーダー・ジ・エンドの襲しゆう撃げきを乗り切ったものの、まだなにも終わっていないのだ。こうしている今も絃いと神がみ島じまのどこかでは、領主選争が続いている。はぐれてしまった古こ城じようたちのことも気にかかる。モグワイから手に入れた情報を雪菜に伝えて、少しでも早く対策を考えなければならない。

「でも、その前にお風ふ呂ろに入りたいわ。全身ゼリーとヌルヌルまみれで……ホントつらい」

　浅葱は疲れ切った笑顔でそう言った。

　その汚れた横顔をうっすらと白しらみ始めた空が照らす。夜が明けようとしているのだった。
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　猫のように背中を丸めていた小柄な少女が、ぴくり、と肩を震わせて目を覚ました。

　矢や瀬ぜ基もと樹きはそれを見て、ホッとしたように表情を和やわらげる。

　非常灯の輝かがやきがぼんやりと照らす地下通路だ。

　人工的な乾いた空間に、眷けん獣じゆうの激突による衝しよう撃げきの影えい響きようは感じない。

　増設人工島サブフロートが崩ほう壊かいする直前、矢瀬は彼女を連れて絃神島本島へと移動していた。ふたつの人工島を隔てている運河を跳び越えたのだ。

　矢瀬の家系は、過剰適応能力者ハイパーアダプターと呼ばれる超能力者の一族である。矢瀬自身もそんな天然モノの超能力者の一人。主な能力は気体の分子運動の制御だ。

　普段は盗み聞きくらいにしか使つかい途みちのない弱い力だが、無意識下のリミッターを外すことで、風の流れを自在に操ることができるようになる。古こ城じようたちが巻き起こした暴風を追い風として利用することで、矢や瀬ぜは四十メートル近い大だい跳ちよう躍やくに成功した。そんな裏技でも使わなければ、気絶した彼女を連れて逃げ延びるのは不可能だったに違いない。

「よう、凪なぎ沙さちゃん。気がついたか？」

「矢瀬っち……？」

　目覚めたばかりの暁あかつき凪沙がゆっくりと顔を上げ、怪け訝げんそうに周囲を見回した。

　そして彼女は不意に口元を強こわ張ばらせる。巨大な眷けん獣じゆう二体が激突し、増設人工島サブフロートが崩ほう壊かいした──その光景を思い出したのだ。

「ここ、どこ？　古城君は!?　浅あさ葱ぎちゃんや雪ゆき菜なちゃんや夏カ音ノちゃんは……!?」

「古城のことは心配ない。あいつが死ぬような目に遭あってたら、この程度の被害じゃ済まないからな。眷獣も暴走してなかったし、〝吸血王ザ・ブラツド〟のやつもたぶん今回は本気じゃなかった」

　凪沙に不安を与えないように、矢瀬は迷いなく言い切った。

　実際のところは、口で言うほどの確信があったわけではない。古城が無事というのは単なる矢瀬の推論に過ぎない。だが、〝吸血王ザ・ブラツド〟が本気でなかったという仮説は、おそらく間違ってないはずだ。

　古城の抹殺が目的ならば、領主選争などという馬ば鹿かげたイベントを仕組む必要はない。彼らの目的はほかにある。

　そして領主選争を盛り上げるためには、古城が参戦してくれたほうが都合がいいのだ。

　だからこそ〝吸血王ザ・ブラツド〟は、あえて古城の前に姿を晒さらしたのだろう。

　自らの力と残酷さを誇示することで古城を追い詰め、否いや応おうなく領主選争に巻きこんだ。あれは古城を挑発するためのデモンストレーションだったのだ。

「……ほかのみんなは？」

「俺たちが生きてるってことは、ほかの連中もまあ大丈夫だろ。なにしろあの場にいた中じゃ、俺と凪沙ちゃんがいちばんの雑ざ魚こだからな」

　自じ虐ぎやくめいた矢瀬の軽口に、凪沙もぎこちなく微笑ほほえんだ。

「うん……そうか、そうだよね。雪菜ちゃんも夏カ音ノちゃんも浅葱ちゃんも強いもんね」

「だろ？　だから俺たちは、せめて足手まといにならないようにしなくちゃな」

「そうだよね。ごめん、矢瀬っち……あたしがパニクったせいで……」

　凪沙がそう言って肩を落とした。自分が過呼吸で意識を失う直前、恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまったことを思い出してしまったのだろう。

　矢瀬は、気にするな、と無造作に手を振って、

「いやいや。あれが普通の女の子の反応だろ。浅葱たちが図太いだけだって」

「でも……！」

　凪なぎ沙さが思い詰めたような表情で勢いよく立ち上がる。

　その瞬しゆん間かん、彼女の頭上で、ゴン、と鈍い音がした。

「痛いったあ……なにこれ？」

　両手で頭頂部を押さえた凪沙が、涙目になりつつ頭上を見る。

　そこにあったのは、塩ビ製のパイプラインだった。ただでさえ低い地下通路の天井付近に、何本ものパイプやケーブルが整然と並んでいる。

「そいつはたぶんガス管だな。ここは都市機能のメンテナンス用の地下通路なんだよ。天井が低くて歩きにくいんだが、ま、地上よりは安全に移動できるだろ」

「でも、道順は？　地図とかあるの？」

　薄暗い通路の先に目を凝らしながら、凪沙が不安そうに訊きき返す。

　矢や瀬ぜは少し得意げに、自分のこめかみを指さした。

「だいたいの地形は頭に入ってる」

「え！　凄すごいよ、矢瀬っち！　初めて恰かつ好こういいって思ったよ！」

「初めてかよ!?」

　凪沙の素直すぎる賞賛の言葉に、矢瀬は不満そうな表情を浮かべた。

「まあ、べつにいいけどな。俺には年上の彼女がいるし」

「……その彼女って本当にいたの？　矢瀬っちの空想上の存在じゃなくて？」

「実在するっつーの！」

　疑惑の眼まな差ざしを浮かべる凪沙に、矢瀬はムキになって言い返す。そして誰にも聞こえないくらいの小声で、生きててくれればな、と付け足した。

　獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟である閑しずか古こ詠よみが、終焉教団オーダー・ジ・エンドや〝吸血王ザ・ブラツド〟の暗あん躍やくを傍ぼう観かんしていたとは思えない。

　しかしキーストーンゲートは破壊され、絃いと神がみ島じまの都市管理システムは奪われた。考えられる可能性はひとつ──古詠ですら〝吸血王ザ・ブラツド〟を倒せなかったということだ。

　敗れた彼女の安否は気になるが、今の矢瀬にはそれを確かめる手段がない。まずはそれより暁あかつき凪沙の保護を優先するべきだった。

「凪沙ちゃん、体調はどうだ？　歩けるか？」

「うん。あたしは平気だけど──」

　凪沙は、自分の身体からだを見下ろして負傷の有無を確かめる。ついさっきぶつけた頭頂部を含めても、目立つ外傷はなさそうだ。

　それなのに周囲に漂ただよう血の臭においに気づいて、凪沙はムッと顔をしかめた。矢瀬のシャツに広がる血の染しみに気づいて、目を殊こと更さらに大きくする。

「矢瀬っち？　その傷、どうしたの!?」

「ああ、これか。逃げる途中で狼愚ローグ連合の残党に追っかけられて、ちょっとな」

　矢や瀬ぜは左の肩を押さえて苦笑した。獣じゆう人じん種しゆの爪つめによる一撃だ。

　気流による防御を貫通して、左の肩けん甲こう骨こつから腰までざっくりと抉えぐられている。

　幸いにも急所は外れているが、出血は今も続いていた。矢瀬が地下道に隠れたまま動けずにいたのは、そのせいだ。

「もしかして、凪なぎ沙さを連れてたから……？」

　怯おびえたような口調で凪沙に訊きかれて、矢瀬は慌てて首を振った。

「違う違う。連中、どうも俺たちを終焉教団オーダー・ジ・エンドの仲間と勘違いしてたみたいで、凪沙ちゃんは関係ねえよ。むしろ凪沙ちゃんを連れてたおかげで、見逃してもらえたって可能性まである」

「……矢瀬っち、待って」

　無理やり立ち上がって歩き出そうとした矢瀬を、凪沙が真剣な口調で呼び止める。彼女の瞳に浮かんでいたのは、不安を覆おおい隠かくすような決意の色だ。

「え？」

「服、脱いで」

「……ふ、服？」

　凪沙にシャツの裾すそを捕まれて、矢瀬がためらいの表情を浮かべた。まいったな、と頭を振りながら、腰のベルトに手をかける。

「いやいや。お礼をしてくれるのはありがたいけど、まずいだろ。俺には愛する彼女がいるし、それに古こ城じようのやつをお義に兄いさんと呼ぶのはちょっとな……」

「なにそれ？　ていうか、なんでベルト緩めてるの？　脱ぐのはシャツ！　治療するから！」

「お、おう……？」

　凪沙に蔑さげすむように睨にらまれながら、矢瀬は素直に彼女に従った。

　隠していた痛みに顔をしかめながら、べったりと血に濡ぬれたシャツを脱ぐ。

「治療って、でもどうやって……？　止血するにしても範囲が広すぎないか？」

「いいから、背中見せて。少し痛むかもしれないけど、我慢してね」

　矢瀬をその場に座らせると、凪沙は彼の背中に手を当てた。血ち塗まみれの傷口にも怯ひるむことなく、呼吸を整えて目を閉じる。

　凪沙の指先が矢瀬の背中に触れた。次の瞬しゆん間かん、矢瀬は強烈な痛みに表情をしかめた。矢瀬の背中の経けい絡らくを通じて、凄すさまじい霊れい力りよくが流れこんでくる。

「これ……治ち癒ゆ呪じゆ術じゆつか……!?　どうして凪沙ちゃんが……!?」

「習ったの。深み森もりちゃんに。昔、あたしが小学生のころ」

　苦痛に声を裏返らせる矢瀬に、凪沙は途切れ途切れに答える。治療に集中しているせいで、会話にまで気が回らないらしい。

「そうか……深森さんは、過適応能力アダプト持ちの医師なんだよな」

　矢や瀬ぜが納得したように呟つぶやいた。

　暁あかつき兄きよう妹だいの母親である暁深み森もりは、巨大企業ＭＡＲ社の医療部門に勤める魔ま導どう医い師しだ。噂うわさでは、医療系の接触感応能力者サイコメトラーとして、かなりの実績を上げているらしい。

　凪なぎ沙さが母親の能力を受け継いでいることを、矢瀬も情報としては知っていた。しかし彼女が実際に、それを使っているところを見るのは初めてだ。

「うん。あとはお祖ば母あちゃんにも呪じゆ術じゆつ治ち療りようを少し教わってて。でも、基本的なやつだけだから、あまり効果は期待しないでね。古こ城じよう君が子どものころに怪け我がばかりしてて、それで覚えたの」

　凪沙が自信なさげな口調で言った。

　矢瀬は心の中でそっと舌を巻く。凪沙の祖母の暁緋ひ沙さ乃のは、日本有数の強力な霊れい能のう力りよく者しや。つまり凪沙は霊能力と超能力の両方を扱える希少な複合能力者ハイブリツドなのである。

　技術的に未熟なはずの凪沙の治癒呪術が、これほどまでに強力なのはそのせいだ。

「……そうか。じゃあ、古城のやつにも感謝しないとな」

　矢瀬は絶え間ない苦痛をこらえてヘラヘラと告げる。

　しかし凪沙は焦ったように眉まゆを吊つり上あげた。

「それは駄目。古城君には言わないでよ、このこと」

「なんでだ？　喜ぶと思うけどな。あいつ、妹のこと大好きだから」

「だから嫌いやなの！　凪沙が練習した治癒呪術が無駄になったって知ったら、古城君が気にするでしょ。自分が吸血鬼になっちゃったことを──」

「あー……まあ、そうかもな」

　矢瀬は凪沙の言葉に同意する。

　吸血鬼の真祖と化した古城は、すでに不死身に近い再生能力を持っている。凪沙が習得した治癒呪術は、彼にはもう意味がない。

　それを知れば古城は悲しむだろう。自分が魔族になってしまったことではなく、妹の努力を無駄にしてしまったことを彼は嘆くのだ。

　凪沙はそれを知っているから、自分の能力を隠そうとしている。

　だがそれは、かつて古城がやろうとしていたこととまったく同じだ。自分が吸血鬼になったことを古城が隠そうとしていたのは、ただ一人──魔族恐怖症の妹のためだったのだから。

「ちょっと、矢瀬っち、なんで笑うの？」

　無自覚に笑い出していた矢瀬を見て、凪沙が不満そうに頰ほおを膨ふくらます。

　矢瀬は黙って肩をすくめた。まだ少し筋肉が突っ張る感じはあるが、痛みはもう感じない。わずか十五分足らずの間に、矢瀬の傷はほぼ塞ふさがっていた。

「すげえな。助かったぜ、これならしばらくは保もちそうだ」

「よかったあ……」

　すっかり調子を取り戻した矢や瀬ぜを見て、凪なぎ沙さが胸を撫なで下おろす。

　慣れない呪じゆ術じゆつを使ったせいで軽く息が上がってはいるが、治癒呪術を使ったことによる体力の消耗はなさそうだ。凪沙本来の霊れい力りよくは、人造吸血鬼アヴローラの魂を受け入れられるほどに強大なのだから、この程度は余裕ということなのだろう。

「それで、これからどうするの？」

「そうだな。まずは最寄りの特区警備隊アイランド・ガードの詰つめ所しよに行こうと思う。古こ城じようたちのことも気になるが、俺たちだけで動き回るのは危険だから──」

　破れたシャツに袖そでを通しながら、矢瀬が今後の方針を説明する。

　その言葉が不意に途中で途切れた。黙りこむ矢瀬の表情が、見る間に険しさを増していく。

「……矢瀬っち？」

「まずいな。追っ手だ」

「追っ手って……」

「ああ。狼愚ローグ連合の生き残りだ」

　いつになく真剣な矢瀬の言葉に、凪沙が表情を強こわ張ばらせた。

「でも、なにも聞こえないけど……」

「俺の耳は特別製だからな。雑ざ魚こなりの特技ってやつだ。急ごう」

　矢瀬は凪沙の手を引いて小走りに歩き出す。

　長身の矢瀬が歩き回るには、地下通路の天井はだいぶ低いが、文句を言ってはいられない。

　地下通路に入りこんだのは、おそらく獣じゆう人じんが四人ほど。ほぼ間違いなく狼愚ローグ連合の下したっ端ぱだ。矢瀬が流した血の跡を辿たどって、地下通路の入り口に気づいたらしい。

　幸いにも凪沙の治癒呪術のおかげで、矢瀬の出血はすでに止まっている。

　地下通路に反はん響きようする足音も、矢瀬の能力で消すことができる。

　しかし獣人たちの追跡が途絶える気配はない。迷路のように入り組んだ地下通路の中を、彼らは迷わず最短経路で追ってくる。

「俺たちの匂においを辿ってやがるのか。くそ……！」

　矢瀬の表情に焦りが浮いた。このままでは追いつかれるのは時間の問題だ。

「矢瀬っち……無理したら、また傷が……！」

　息を弾はずませている矢瀬を見て、凪沙が不安そうに指摘する。

　呪術による治療はあくまで応急措置だ。負傷で失った体力や血液が復活するわけではないし、癒着したばかりの傷口が再び開かないとも限らない。

　ましてや矢瀬たちを追いかけているのは、人間以上の体力を誇る獣人種である。消耗した今の矢瀬たちが、逃げ切れる可能性は低かった。

「イチかバチか、地上に出よう。こんなところで追い詰められるよりはマシだ」

「……わかった」

　矢や瀬ぜの提案に凪なぎ沙さは素直にうなずいた。

　能力を使って可能な限りの囮おとりの足跡をばらまきながら、矢瀬は地下通路の出口に向かった。

　金属製のはしごをよじ登って、マンホールの蓋ふたを開ける。再び背中の傷口が痛むが、泣き言を言っていられる状況ではない。

　そして地上へと這はい上あがったところで、矢瀬はぽかんと目を丸くした。

　周囲の様子が、矢瀬のよく知る絃いと神がみ島じまの景色とはまるで違っていたからだ。

　手入れの行き届いた満開の花壇。見慣れない不思議な街路樹たち。

　淡いパステルカラーで統一された建物と、色とりどりのタイルを埋めこんだカラフルな道路。

　敷地内の街灯や標識には凝こった彫刻が施ほどこされ、おとぎ話から抜け出してきたようなファンシーな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。子ども向けのテーマパークのようでもあり、あるいは教育機関のようでもある。なんとも形容しがたい奇妙な場所だ。

「……なんだ、ここは？」

　異様な光景に戸惑いながらも、矢瀬は凪沙に手を貸して彼女を地上へと引っ張り上げる。

　凪沙もやはり周囲の景色に面めん喰くらったように絶句していたが、すぐにその表情が強こわ張ばった。

　ファンシーな風景には不似合いな刺とげ々とげしい服装の男たちが七人、矢瀬たちを包囲するように、建物の陰から現れたのだ。

「矢瀬っち！」

「しまった……下の連中は、俺たちを追いこむための囮か……！」

　地下の通風口から洩もれ出している雑音に気づいて、矢瀬が唸うなった。

　人間の耳にはほとんど聞き取れない高周波音。その正体は、獣じゆう人じんたちが意思疎通に使う遠とお吠ぼえだった。彼らはその音を利用して、地上にいる仲間たちと連携を取っていた。そうやって矢瀬たちを包囲網に誘いこんだのだ。

「きゃあああああっ！」

　樹上から飛び降りてきた獣人に上着を引き裂かれて、凪沙が恐怖の悲鳴を上げた。

「てめえ！」

　能力増幅薬を嚥えん下げした矢瀬が、凪沙を襲おそっていた獣人を攻撃した。

　大気を操って生み出した不可視の刃やいばだ。殺傷力の高い能力ではないが、それでも獣人の強きよう靭じんな皮膚を容易たやすく引き裂く程度の威力はある。

　剝むき出だしの両腕や顔を裂かれて、獣人がよろよろと後退した。

　だがそれは、彼の仲間たちを余計に興奮させただけだった。

「このガキャァァァァ！　よくも俺らの仲間を────！」

「宇う垣がきの手下がァ、やってくれるじゃねえかァッ！」

「ボスの仇かたきだっ、殺せええええ！」

　激げつ昂こうした獣人たちが怒ど声せいを撒まき散ちらしながら、矢瀬のほうへと殺到してくる。

　矢や瀬ぜはグッと絶望にうめいた。気流制御の能力は接近戦には向かない。この距離では、切り札である重気流躰エアロダインも使えない。

　凪なぎ沙さを庇かばうように背後に押しやって、矢瀬は自滅覚悟で無差別に大気の刃やいばを放とうとした。

　その直前、けたたましい轟ごう音おんが彼らの周囲に響ひびき渡わたる。

「ぐっあああああああっ！」

「がああああっ！」

　カラフルなタイルを敷しき詰つめた道路で、無数の火花が散った。

　手脚から鮮血を噴き出して、獣じゆう人じんたちが吹き飛ばされる。

　対人機関銃のバースト射撃。予期せぬ方角からの銃弾を浴びて、狼愚ローグ連合の残党はパニックに陥おちいった。

　矢瀬はただその光景を声もなく眺めている。なにが起きているのかわからない。

『──か弱き乙女に手を上げるとは、見下げ果てた輩やからでござるな』

　矢瀬たちの頭上から聞こえてきたのは、芝居がかった古風な台詞せりふだった。

　パステルカラーの建物の上に巨大な亀のような、ずんぐりとした機械が現れる。対たい魔ま族ぞく用の個人用兵器パーソナルウエポン。真紅に塗られた超小型有脚戦車マイクロロボツトタンクだ。

「なんだ、てめえは!?」

　傷ついた両腕を押さえた獣人が、頭上の戦車を見上げて怒鳴る。

　その問いかけに答えたのは、幼さを残した冷ややかな声だった。

「──他人の領地ドメインに土足で入りこんで、なんだとはずいぶん失礼な人たちですね」

　丸っこい戦車の背中には、小柄な人影が立っていた。名門小学校の制服を着て、小柄なベレー帽をかぶったあどけない少女だ。

　そんな彼女の姿に気づいて、獣人たちが浮き足立つ。

「他人の領地ドメイン……だと？」

「天てん奏そう学がつ館かん……！　やべえぞ、ここの領主は……たしか……！」

　獣人たちの言葉が終わる前に、少女の背中に翼が広がった。魔力で紡ぎ上げた漆しつ黒こくの翼だ。

　それを合図に、数十体もの魔ま獣じゆうの群れが彼女の背後に出現する。

　妖鳥ハルピユイア、黒妖犬ヘルハウンド、悪霊犬バーゲスト、朱しゆ厭えん──いずれも人間には決して懐なつかないといわれる凶暴な魔獣たちである。

　絃いと神がみ島じまの企業で、研究用に少数だけ飼育されていたそれらの魔獣を、少女は完全に支配し、従えているのだ。

「世界最強の〝夢魔サキユバス〟……！　〝夜の魔女リリス〟！」

　狼愚ローグ連合の残党たちが、恐怖の悲鳴を上げた。

　傷ついた身体からだで這はいずるようにして、彼らは逃走を開始する。その悲惨な後ろ姿を、矢瀬と凪沙は信じられない気分で見送った。

　漆しつ黒こくの翼を広げた少女の無言の指示に従って、魔ま獣じゆうたちがどこかへと去って行く。

　そのころには矢や瀬ぜも、このファンシーな建造物の正体に気づいていた。

　海外の有名建築家に設計させたという、よくわからないハイセンスな校舎。矢瀬たちが迷いこんだのは、絃いと神がみ市し有数の名門私立小学校の敷しき地ちだったのだ。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす矢瀬たちの前に、ベレー帽の少女が舞い降りてくる。

「おまえが……この領地ドメインの領主なのか……？」

「結ゆ瞳めちゃん……！」

　驚おどろき醒さめやらぬ表情で矢瀬が質問し、凪なぎ沙さが少女の名前を呼んだ。

「お久しぶりです、凪沙お姉さん。あとツンツン頭の人」

　夢魔サキユバスの少女、江え口ぐち結瞳が、ぺこり、と礼儀正しく凪沙に挨あい拶さつする。

　そして結瞳は、背後の校舎を指さして誇らしげに告げた。

「ようこそ、天てん奏そう学がつ館かんへ」
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　融ゆう解かいしたアスファルトが、鼻を突く異臭と白い蒸気を噴き上げている。

　湾岸警備隊コーストガード基地の滑走路跡地。二体の眷けん獣じゆうが激突した爆ばく心しん地ちに、古こ城じようは一人きりで立っていた。周囲にあった建造物や機材は軒のき並なみ崩ほう壊かいし、それらの残ざん骸がいだけが取り残されている。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たちや〝吸血王ザ・ブラツド〟と名乗る少年、さらには狼愚ローグ連合の獣人たちの姿も消えていた。この場で動いているのは、古城一人だ。

「──姫ひら柊めぎ、どこだ！」

　古城は瓦が礫れきの中を彷徨さまよいながら叫ぶ。

　激しく損傷した増設人工島サブフロートはいくつものユニットに分断され、その多くが沈み始めていた。爆心地付近のユニットはまだ無事だが、それもいつまで保もつかわからない。

「矢瀬！　浅あさ葱ぎ！　凪沙！　叶かな瀬せ！　返事をしてくれ！　頼む！」

　古城は声を嗄からして叫び続けた。

　眷獣同士の魔力が相そう殺さいし合った爆心地付近より、その周辺のほうが被害が大きい。特に爆風をまともに喰くらった湾岸警備隊コーストガード基地の被害は酷かった。安やす普ぶ請しんのプレハブは完全に倒壊して、ほとんど限界を留とどめていない。

　古城は激しい不安を覚えつつ、建物の残骸へと近づいていく。

　その足を不意に止めたのは、周囲に漂ただよう甘ったるい空気のせいだった。

　人工的で、どこか懐かしい匂においだ。

「なんだ、この匂い……イチゴ……か？」

　あまりにも場違いなその匂いに、古城はひどく混乱した。匂いの源みなもとは一カ所ではなかった。絃いと神がみ島じま特有の海風に混じって、甘い果実の香りが吹き寄せてくる。

　未明の薄うす明あかりに照らされた海面は、食用色素を溶かしたような綺き麗れいな薄うす紅べに色いろだ。

　凍りついたように固まった海水が、波打つ代わりにプルプルと震ふるえている。

　とても現実とは思えない異常な光景だった。馬ば鹿か馬ば鹿かしさはあるが、恐怖は感じない。増設人工島サブフロートの周囲の海水が、イチゴゼリーに変わっている──それだけだ。

　そしてこの現象を引き起こした犯人の正体を、古こ城じようは推理するまでもなく知っていた。こんな馬鹿げた芸当ができるのは、〝聖せい殲せん〟を使いこなせる彼女だけだ。

「浅あさ葱ぎ……か？　海に落ちた連中が溺おぼれないように……？」

　どうしてイチゴゼリーなんだ、と疑問を覚えつつも、古城はかすかに安あん堵どする。〝聖せい殲せん〟を使ったということは、少なくとも浅葱は無事なのだ。

　どうやって、モグワイとの通信を回復させたのかはわからない。だが、〝カインの巫み女こ〟としての力を取り戻した彼女なら、たとえ終焉教団オーダー・ジ・エンドが相手でも、そうそう後おくれを取ることはないはずだ。ゼリー化した海を歩いて渡って、すでに絃神島本島に脱出した可能性も高い。

　電話回線が復活したことを期待して、古城は自分のスマホを取りだした。電波状態はやはり圏外表示のままだ。

　だが、その瞬しゆん間かん、近くで誰かに呼ばれた気がした。崩ほう壊かいした建物の残ざん骸がいの奥から、かすかな少女の声が聞こえる。

「お兄さん！　お兄さんですか！」

「……叶かな瀬せか!?　どこだ!?」

「お兄さん……！　ここでした」

　途切れ途切れに届く夏か音のんの声を頼りに、古城は瓦が礫れきの山を乗り越えた。

　銀色の髪の小柄な少女が、地面に座りこんでいるのが見える。全身が土つち埃ぼこりで汚れているが、怪け我がをしている様子はない。だが、それにしては彼女の表情がひどく暗いのが気にかかる。

「無事か、叶瀬!?」

「はい。私は大丈夫でした。でも……」

　古城の問いかけにうなずいて、夏音は自分の正面に目を向けた。

　そこに転がっていたのは、厳いかつい服を着た大男だった。ボロボロに傷ついた血ち塗まみれの宇う垣がきが、うつ伏せになって倒れているのだ。

　近づいてくる古城に気づいて宇垣は顔を上げ、安心したように力無く笑う。

「兄貴……よかった、無事だったんスね。さすがッス……」

「宇垣!?　おまえ……！」

　痛ましい宇垣の姿を目にして、古城は言葉を失った。

　彼の下半身は建物の壁の下した敷じきになっていた。上半身には折れた鉄筋アンカーが刺さって、背中から胸まで貫通している。強きよう靭じんな生命力を持つ巨人種トロールでなければ、即死でもおかしくない重傷だ。

「建物が壊れたときに、私を庇かばってくれました。そのせいで……こんなことに……」

　宇う垣がきの手を握ったまま、夏か音のんがつらそうに目を伏せる。

　彼女の言葉に、古こ城じようは少し驚おどろいた。たいした知り合いでもない夏音のことを、宇垣のような男が命懸けで助けたというのが意外だったのだ。

「わかった。叶かな瀬せ、少し下がってろ」

　右手に紅あかい魔ま力りよくの霧きりをまといながら、古城が警告する。

　夏音はその言葉に素直に従った。宇垣は明らかに怯おびえていたが、身動きのできない彼はなにもできない。そして古城も、彼に声をかけてやる余裕はなかった。強力過ぎる第だい四よん真しん祖その魔力は、無制限に解放するよりも細かく制御するほうが格段に困難なのだ。

　周囲への被害を最小限に抑えるように、古城は慎重に狙いを定めて魔力を放った。深紅の霧が暴風に変わって、宇垣にのしかかっていた建物の残ざん骸がいを、周囲の瓦が礫れきごと吹き飛ばす。

「へへ……すげえや……」

　もうもうと立ちこめる砂すな埃ぼこりに咳せきこみながら、宇垣は感嘆の声を洩もらした。

　古城はそんな宇垣の巨体を抱え起こす。彼の胸には、いまだに太さ二センチ近い鉄筋が突き刺さったままだが、抜かないほうがいいと判断した。抜いても出血がひどくなるだけだ。

　もっともそのままにしておいたからといって、彼が助かるという保証もない。

「おい、宇垣！　しっかりしろよ！　自慢の回復能力はどうした!?」

「いや、さすがにこんだけ血を流しちまうと、つらいッスね。仲間にも逃げられちまったし」

　宇垣がヘラヘラと自じ虐ぎやく的てきに答えてくる。古城は彼に肩を貸し、巨人種トロールの巨体を持ち上げた。宇垣の脚は折れているらしく、自力で歩くことができないのだ。

「くそ……救急車……は、呼べないのか。待ってろ、今すぐ病院に運んでやる！」

「へへ……サーセン、兄貴……」

　自分の倍近い体重の宇垣を支えて、古城はよろよろと歩き出す。

　そのとき夏音が、なにかに驚いたように頭上へと目を向けた

「お兄さん！」

「え？」

　古城が当惑に目を細めた。

　頭上から降り注いでくるのは、異音だった。巨大なハチの羽は音おとを思わせる、耳障りな轟ごう音おんだ。

　ようやく白しらみ始めたばかりの早朝の空から、白い人工物がいくつも降下してくる。絃いと神がみ島じまでは滅めつ多たに目にすることのない、大型ヘリコプターの編隊だった。

「なんだ……こいつら……？」

　古城は戸惑いながら立ち尽くす。

　飛来したヘリは全部で六機。それぞれが増設人工島サブフロートの各地に降下し、接地する直前にホバリングで空中静止する。その機体からロープ降下してきたのは、白い魔ま術じゆつ防ぼう護ご服ふくに身を包んだ人々だった。

　武装している者もいるが、領地ドメインの制圧が目的ではないらしい。彼らは狼愚ローグ連合の負傷者を捜索し、救助や治療を始めている。

　やがて彼らの一部が古こ城じようたちに気づいて、無線機を片手に近づいてきた。

「……領主選争の参加者だな？　領主候補か？」

「こいつはな。俺たちはただの通りすがりだ」

　救助隊の小隊長らしき人物に訊きかれて、古城は宇う垣がきを指し示した。

　小隊長は無表情にうなずく。

「グース・ワンよりグース・リーダー。生存者三名を発見。一名は重傷。回収機を要請する」

『グース・リーダー了解。ダックスを向かわせる』

「……あんたたちは何者だ？」

　彼らの無線越しのやりとりを聞きながら、古城が尋ねた。

　装備といい組織力といい、彼らはどう見ても一般人ではない。だが、特区警備隊アイランド・ガードや日本政府の攻魔師とも思えない。彼らのような集団が、絃いと神がみ島じまに存在していること自体が驚おどろきだ。

「我々は選争管理委員会だ」

「……選争管理委員会？」

「領主選争の管理運営に関わる業務を担当する中立機関だ。人工島管理公社が閉鎖している間、その機能を一部代行するものと考えてくれ」

「終焉教団オーダー・ジ・エンドの仲間ってことか？」

　古城が警戒心を剝むき出だしにして、小隊長を睨にらんだ。しかし相手は淡々と否定する。

「それは違う。我々は依頼されて〝魔族特区〟の住民の支援を行っているだけだ」

「支援……だと？」

「具体的には水や食料、衣服などの配給。負傷者の保護と治療。魔族登録証のメンテナンスといったところだな。実際の作業は主にＭＡＲの職員が担当している」

「ＭＡＲが？」

　古城の表情に驚きが広がった。だが、同時にどこか納得もしていた。

　ＭＡＲ──マグナ・アタラクシア・リサーチ社は、東アジア地区を代表する巨大企業だ。医薬品から戦闘機まで手広く研究・開発を手がける、世界有数の魔ま導どう産業複合体である。

　一部とはいえ、人工島管理公社の代わりができるほどの企業は、彼らＭＡＲのほかにはあり得ない。選争管理委員会とやらの充実した装備や組織力の謎なぞも解ける。

「あんたたちは、業務を依頼されたといったな」

「ああ」

「依頼主は誰だ？」

「企業秘密だ」

　矢や継つぎ早ばやの古こ城じようの質問に、小隊長は事務的に答えた。

　その間に彼の部下の救助隊員が、小さな板状の端末を宇う垣がきに押し当てる。

「負傷者の照合終わりました。マーク・宇垣。人工島南地区アイランド・サウスドメイン57所属。種族、トロール──領主選争からの脱落を承認しますか？」

　救助隊員の問いかけに、宇垣は弱々しくうなずいた。

　運ばれてきた担たん架かに倒れこんだ宇垣が、古城を見上げて馴なれ馴なれしく笑う。

「兄貴、あとは頼みます。絃いと神がみ島じまの本当の領主になってください……俺の代わりに……へへ」

「おい、宇垣……！」

　そんな約束をした記憶はない──古城がそう言い返す前に、宇垣を載せた担架は、回収用のロボットに運び去られていく。

　最初から最後まで、厚かましく身勝手なトロールだった。しかしどこか憎めない男だ。

　そしてなにより、命懸けで夏か音のんを助けようとしてくれた。彼に借りを作ってしまったような、どこか落ち着かない気分になる。

「きみはこの領地ドメインの領主候補か？」

　所在なげに立ち尽くす古城に向かって、小隊長が訊きいた。

「いや……俺は……」

　古城は曖あい昧まいに首を振る。そんなものに立候補した覚えはないが、結果的に宇垣や狼愚ローグ連合を脱落させたのは、古城ということになるのかもしれない。

　ふむ、と小隊長はうなずいて、古城になにかを差し出した。魔族登録証に装着するための、薄いデータカードだった。

「彼の魔族登録証から引き継いだデータだ。きみに預けておく」

「……わかった。預かるよ」

　古城は溜ため息いき混じりに、カードを受け取る。そしてヘリに積みこまれる宇垣を眺めた。

「あいつをどこに連れて行く気だ？」

「ＭＡＲの病院船だ。絃神新島の仮設港に接岸している」

「この子をそこで保護してもらうことはできるか？」

　古城はふと思いついて、隣にいる夏音を指さした。領主選争の舞台になっている絃神島に残るより、ＭＡＲに任せたほうが安全ではないかと考えたのだ。

「我々は契約上、そのような申し出については受け入れかねる」

　小隊長が冷たく古城に告げた。取りつく島もない態度だった。

「臣しん民みんの保護は領主の役目だ。きみに彼女を護まもりきる自信がないというのなら、誰かほかの領主候補に頼るんだな」

「っ……！」

　あまりにも一方的な小隊長の言い分に、古こ城じようは思わずカッとなって反論しようとした。

　そんな古城の左手に、夏か音のんが強くしがみつく。飼い主に置き去りにされるのを恐れる子犬のような反応だ。

「私はお兄さんと一緒にいます。死が二人を分かつまで──でした」

「え、いや、それは……」

　言葉の意味がなにか違わないか、と古城は困惑しながら夏音を見た。

　彼女の真剣な表情に強い意志を感じて、古城は説得を諦あきらめる。

「……わかった。一緒に凪なぎ沙さたちを探そう。どのみち選争管理委員会の連中も、どこまで信用できるかわからないしな」

「はい」

　諦め混じりの古城の言葉に、夏音は嬉うれしそうにうなずいた。

　選争管理委員会の救助部隊は、高価そうな機材やロボットを惜しげもなく投入して、増設人工島サブフロート全域を捜索していた。古城たちが探し回るよりも、彼らに任せたほうが明らかに効率的で確実だ。もしも彼らが発見できないのだとしたら、雪ゆき菜なたちは、すでにこの付近にはいないと考えたほうがいいだろう。

「このゼリーの上を渡って、絃いと神がみ島じま本島に移動したのか……狼愚ローグ連合の生き残りに追いかけられて逃げたのかもな」

　固まったままの海面を眺めて、古城はうんざりと息を吐く。浅あさ葱ぎが〝聖せい殲せん〟を使ったことからしても、彼女たちがすでに絃神島本島に渡った可能性は高かった。

　問題は、彼女たちの現在地を知る手がかりが、なにひとつ残っていないということだ。

「お兄さん。狼おおかみ……でした！」

「……は？」

　夏音がゼリー化した海を眺めて叫び、古城は彼女が指さす方角を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「狼？　なんだってそんなものが絃神島に……」

　古城の疑わしげな呟つぶやきが途切れる。夜明けの光が照らす半透明の海面には、たしかに狼が立っていた。金属質の光沢を帯びた、銀色の毛並みの狼だ。

「姫ひめ柊らぎの式しき神がみか！」

　その狼の正体に気づいて、古城が表情を明るくした。以前に雪菜が使っていたものと同じ、呪じゆ術じゆつで生み出した遠隔操作型の使つかい魔まだ。

「ついてこいって言ってるみたいでした」

　銀色の狼は、ちらちらと背後の古城たちを振り返りながら、絃神島本島に向かって走り出す。夏音が指摘したとおり、古城たちを呼んでいるのだ。

　古城は式神のあとを追って、硬化した海面へと飛び降りた。夏音もすぐあとをついてくる。

　それを見た式神が速度を上げる。狼の姿をしているだけあって、さすがに速い。油断するとすぐに見失ってしまいそうだ。
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「くそ、速はえェな！　叶かな瀬せ、ちょっとだけ我慢しててくれ！」

「はい？」

　古こ城じようは一いつ瞬しゆんためらいながらも、夏か音のんの腰に手を回した。そして彼女を抱き上げる。夏音のペースに合わせるよりも、魔ま族ぞく化かした古城が彼女を抱えて走ったほうが速いと判断したのだ。

「手を離すなよ！」

「は、はいっ……！」

　夏音が頰ほおを赤らめながら、古城の首筋にぎゅっとしがみついてくる。

　彼女の心地ここち好よい柔らかさに軽く動揺しつつ、古城は走るスピードを上げた。
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「う……く……苦しい……」

　両手で腹部を押さえた藍あい羽ば浅あさ葱ぎが、ふらふらとよろめいて壁にもたれた。彩さい海かい学園へと続く長い坂道の途中である。

「藍羽先輩!?」

　浅葱の前を歩いていた雪ゆき菜なが、少し驚おどろいて振り返った。

　浅あさ葱ぎはスカートの留め金をカチャカチャと緩めて、ようやく人心地がついたように息を吐く。雪ゆき菜なを見返す彼女の瞳には、呆あきれと羨せん望ぼうの色が浮かんでいた。

「あー……駄目。やっぱ無理！　姫ひめ柊らぎさん、細すぎでしょ！　ウエストいくつよ!?」

　そう言う浅葱が身に着けているのは、彩さい海かい学園の制服だった。

　ただし浅葱の制服ではなく、雪菜からの借り物だ。

　増設人工島サブフロートから脱出した浅葱たちは、真っ先に雪菜のマンションへと向かった。位置的に近かったし、雪菜の装備を調ととのえる必要もあったからだ。

　ついでに雪菜の部屋でシャワーを浴びて、ボロボロになった私服を着替えた。

　彩海学園の制服を借りたことに、特に深い意味はない。雪菜は新品の予備の制服を大量にストックしていたし、そのくせ私服をほとんど持ってなかったので必然的にそうなったのだ。

　厄やつ介かいなのは雪菜の制服のサイズが、浅葱のものより一回り小さいということである。

「安全ピン、使いますか？」

　動きにくそうにしている浅葱を見かねて、雪菜が遠慮がちに訊きいてくる。

「ううん。大丈夫。アジャスター全開にすればなんとかなりそう。自信なくすなあ」

「いえ、藍羽先輩のほうが背が高いので……その、胸も……」

「気を遣つかってくれなくていいわよ。それよりも制服を貸してくれてありがとね。おかげでシャワーも浴びられたし。ゼリー臭くてどうしようかと思ったわ」

　浅葱が微苦笑を浮かべながら、疲れを滲にじませた口調で言った。

　時刻は間もなく午前十時。浅葱たちが絃いと神がみ島じまに帰還して、まだ六時間しか経っていない。

　だが、そのわずかな時間に、あまりにも多くのことがありすぎた。ここまでほとんど休息を取れなかったこともあり、数日分に匹敵する疲労が溜たまっている気がする。

「暁あかつき先輩や凪なぎ沙さちゃんが、あの手紙を読んでくれるといいんですけど」

　予備のギターケースを背負った雪菜が、祈るような口調でぽつりと呟つぶやく。

　そうね、と浅葱はうなずいた。

　雪菜の隣室である暁家のポストには、浅葱たちの知る限りの情報を書いた手紙を突っこんでおいた。そこには浅葱たちが彩海学園に向かったことも記してある。

　古こ城じようたちがそれを読んでくれれば、彩海学園で合流することもできるはずだ。それまで全員が無事ならば、だが──

「まあ、少なくとも、古城は殺しても死なないしね。それにあなたと叶かな瀬せさんが護まもってくれたから、基もと樹きや凪沙ちゃんもたぶん大丈夫。もしも誰かが負傷してたら、選争管理委員会が救助してくれてるはずだしね」

　浅葱があえて明るい口調で、希望的な予想を口にする。

　はい、と雪菜は小さくうなずき、そして物もの憂うげに目を伏せた。

「ＭＡＲ……ですか」

「うん。そうなのよね」

　浅あさ葱ぎも言葉少なに答えて、しばらく無言で歩き続けた。

　領主選争のメカニズムや選争管理委員会の存在は、モグワイが浅葱のスマホに残していった資料であらかた判明していた。綿密な計画に裏打ちされた大仕掛けな陰謀だ。

　当然、事前準備には相当な時間が必要なはずだった。

　つまり選争管理委員会などという組織を作って領主選争を支援しているＭＡＲは、終焉教団オーダー・ジ・エンドの存在を、以前から知っていたことになる。

　その事実が、浅葱たちの心に暗い影を落としていた。なぜなら、暁あかつき兄きよう妹だいの母親の暁深み森もりは、ＭＡＲの社員だからだ。彼女が領主選争に協力しているとは思いたくないが、それを積極的に否定する根拠もない。

「ま、まあ、ＭＡＲも大きな会社だしね。違う部署の社員がやってることなんて、知らなくても不思議はないわよね」

「そ、そうですね。きっと選争管理委員会の設立は、極秘で進められてたはずですし」

「うんうん。それに、ひょっとしたら深森さんは、医療スタッフとして負傷者の治療を手伝ってるかもね。古こ城じようたちには、朗報かな。絃いと神がみ市内に残っているより安全そうだし」

「はい。本当にそうだといいんですけど」

　雪ゆき菜なが自分に言い聞かせるようにそう言った。

　彩さい海かい学園がある人工島南地区アイランド・サウスは、住宅や学校、病院などが多く集まる居住エリアだ。本来なら休日のこの時間帯は、余暇を楽しむ人々で、もっと活気に満ちているはずだった。

　しかし街に人影は疎まばらで、交通量も異様に少ない。領主選争に巻きこまれることを恐れて、自宅や避難所に引きこもっているのだろう。

　それでも狼愚ローグ連合がうろついていたエリアに比べれば、それほど殺さつ伐ばつとした空気は感じない。街の施設や建物にも目立つ被害は出ていなかった。

　どうやらこの領地ドメインの領主候補は、比較的穏おん健けんな人物のようだ。

「藍あい羽ば先輩」

　広い交差点を曲がったところで、雪菜が足を止めた。彩海学園の校舎が見えてきたのだ。

「やっと着いたわね」

　浅葱が気け怠だるげに肩をすくめた。公共交通機関が止まっているせいで、ずいぶん余分に時間がかかった。それでも目的地に着いたのだ。

「余計な戦闘に巻きこまれなくてよかったです」

「そうね……なんとなく、この辺りは平和っぽい雰ふん囲い気きだけど」

　街路樹の陰に隠れたまま、浅葱たちは校舎を観察する。彩海学園が、狼愚ローグ連合のような領主候補に占拠されている可能性を警戒しているのだ。

　だが、領主候補たちと戦う危険を冒おかしても、浅葱には彩海学園を訪れる理由があった。

　彩さい海かい学園には魔ま族ぞく特とつ区く研究部──通称マゾ部の部室があるからだ。

　そしてマゾ部の部室には、人工島管理公社のシステムにアクセス可能な最新鋭のワークステーションが置かれている。今回のような非常事態に備えて、矢や瀬ぜが持ちこんでおいたものだ。

　正直、マゾ部の機材を使ったとしても、終焉教団オーダー・ジ・エンドに占拠された都市管理システムを奪い返せる可能性は低い。それでも領主選争の情報を集め、古こ城じようを支援する程度のことはできるはずだった。

　しかし、まずは彩海学園に侵入するところからだ。

「校内の様子は、さすがにここからじゃわからないか」

　浅あさ葱ぎが目を凝こらして校舎の中をのぞこうとするが、障害物が多すぎてなにも見えない。わかるのは、校舎の外観には特に変化がないということだけだ。

「偵察用の式しき神がみを放はなってみます。呪じゆ力りよくを逆探知される可能性はありますが」

　雪ゆき菜なが背負っていたギグケースを降ろして、中から銀色の式しき符ふを取りだした。

　そして式神を喚よび出だそうとした瞬しゆん間かん、雪菜が、電気に打たれたように表情を強こわ張ばらせる。

「藍あい羽ば先輩、伏せて──！」

「え!?」

　雪菜にいきなり突き飛ばされて、浅葱は地面に転がった。

　呆ぼう然ぜんと振り返った浅葱の眼前で、雪菜の式符が弾はじけ飛とぶ。

　それを見て、浅葱もようやく、なにが起きたのかを理解した。何者かに狙そ撃げきされたのだ。それも通常の銃弾ではない、狙撃用魔術を使った銃撃だ。

「まさか、領主候補の攻撃なの!?」

「そのまま動かないでください！」

　浅葱に鋭い口調で警告しつつ、雪菜は銀色の槍やりを引き抜いた。飛来した弾丸の角度から狙撃主の潜伏地点を確認し、そちらに接近しようとする。

　しかし、街路樹の陰から飛び出したところで、雪菜は突然、動きを止めた。頭上から彼女を襲おそってくる新たな敵影に気づいたのだ。

「──獣じゆう人じん種しゆ!?」

　常人では考えられない襲しゆう撃げき者しやの跳ちよう躍やく力りよくに、浅葱は恐怖を覚えてうめく。

　小柄だが凄すさまじいスピードの持ち主だ。しかも建物や街路樹の枝を蹴けって、思いがけない角度から距離を詰めてくる。

「白はく兎と脚きやく二番〝玲れい月げつ〟！」

「──若わか雷いかずちッ！」

　槍による防御は間に合わないと察した雪菜が、アッパーカット気味の変則フックで、襲撃者の蹴りを迎撃する。

　互いに魔力と呪力をこめた強烈な攻撃の撃ち合いだった。だが、空中にいる襲撃者に対して、雪ゆき菜なは両脚を地面に着けている。そのぶん威力では雪菜の打撃が勝まさっていたらしい。

「にゃっ!?」

　どこか間の抜けた悲鳴を上げて、襲しゆう撃げき者しやが大きくバランスを崩す。

　相手の着地の瞬しゆん間かんに追撃しようと、槍やりを構えて姿勢を低くする雪菜。それを待ち構えていたかのように、背後の死角から凄すさまじい魔ま力りよくが吹きつけてくる。

　最初の狙そ撃げきも、頭上からの襲撃も単なる陽動──

　敵の本命は、この三人目だ。

　奇襲と呼ぶにはあまりにもあからさまな闘気に、雪菜は軽く困惑しつつも、余裕で反応した。

　第三の襲撃者は、目立つ白いコートをまとった人影だった。否いや応おうなく終焉教団オーダー・ジ・エンドを連想させる姿だ。その手に握られているのは、深紅に輝かがやく長ちよう剣けん。波打つ炎のような刃やいばが、信じられないほどの膨ぼう大だいな魔力を帯びている。

「覚悟なさい、侵入者！　優ゆ乃のさんの仇かたき、ですわ！」

「〝雪せつ霞か狼ろう〟！」

　深紅の長剣の一撃を、雪菜が槍で受け止める。斬ざん撃げきともに刃から放出された爆ばく発はつ的てきな魔力を、〝雪霞狼〟の神しん格かく振しん動どう波はが無効化する。

　その異様な手て応ごたえに、長剣を構えた少女が動揺する気配があった。長いコバルトブルーの頭巾ウインプルを被かぶった、美しい白はく髪はつの少女だった。

「〝炎喰蛇ハウラス〟を受け止めた!?　褒ほめて差し上げますわ、侵入者の分ぶん際ざいで！　でも──」

　雪菜を強引に押し切ろうとして、少女が剣に力をこめた。

　そんな彼女の顔を見て、雪菜は驚おどろきの声を洩もらす。

「……え!?」

「え？」

　同時に少女も雪菜に気づいたようだった。印象的な大きな瞳を見開いて、凍りついたように動きを止める。互いの武器をぶつけ合ったまま、雪菜と少女は、そのまま無言で見つめ合った。

　気まずい沈黙が二人の間に降りてくる。

「香か菅すが谷や……さん？」

「姫ひめ柊らぎ雪菜？　あなたが……この領地ドメインの侵入者……？　え？」

　彩さい海かい学園中等部に通う鬼族オグレスの少女──香菅谷雫しず梨り・カスティエラが、混乱した表情のまま、剣を引いた。

「……領地ドメイン？　え？」

　雪菜も戸惑いながら槍を降ろす。最初に狙撃されてから、まだ十五秒も経たっていない。そのわずかな時間にいろんなことがありすぎて、理解が追いついていなかった。

「えっと……なにがどうなってるのよ？」

　戦闘が終わったらしいと判断して、浅あさ葱ぎが埃ほこりを払いながら立ち上がる。

「シズリン、あたしまだ生きてるんだけど……」

　道路脇わきの植えこみから這はい出してきた天あま瀬せ優ゆ乃のが、獣じゆう化かを解除しながら苦笑した。

　最後に現れたのは、狙そ撃げき銃じゆう型がたの呪術投射機スペルスロワーを担いだ宮みや住ずみ琉る威いだった。

　立ち尽くす浅あさ葱ぎと雪ゆき菜なに向かって、琉威は涼やかに微笑ほほえんだ。

　そして呪じゆ紋もんを浮かべた掌てのひらを、握手を求めるように差し出しながら、浅葱に告げる。

「やあ、お帰りなさい、〝電子の女帝〟──香か菅すが谷やドメインはきみたちを歓迎するよ」
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　シャワーの音が聞こえてくる。

　見知らぬ誰かの香水パフユームの香りが残る部屋だった。

　ムーディーな間接照明に照らされた室内。キングサイズの広々したベッド。カラオケやゲーム機、大画面テレビなどの豪華な設備──主として恋人たちが二人で利用する宿泊施設。いわゆるラブホテルの一室である。

　ガラス張りの浴室の壁の向こうで、銀髪の少女がシャワーを浴びている。増設人工島サブフロートでの戦せん闘とうで全身に被かぶった埃ほこりを落としているのだ。

　彼女の無防備な裸身をうっかり見ないように目を逸そらしたまま、古こ城じようは頭を抱えている。

「どうして……こんなことに……」

　いまだに軽く混乱したまま、古城は鼻に詰めていた血ち塗まみれのティッシュを交換する。

　ベッドサイドのゴミ箱は、赤く濡ぬれたティッシュですでに満杯に近かった。古城が興奮して噴き出した大量の鼻血が原因だ。

　しなやかな体つきの美しい黒猫が、そんな古城を眺めて冷ややかに息を吐く。

「小娘の裸で興奮して鼻血を噴くなんて、世界最強の吸血鬼ともあろうものが情けないねえ」

「あんたのせいだろうが！　あんたの！」

　ベッドのマットレスをバシバシと叩たたきながら、古城は猫に詰め寄った。

　輝かがやくような金色の瞳ひとみをした、奇妙に人間臭い態度の黒猫。その正体は獅し子し王おう機き関かんに雇われた攻こう魔ま師しで、雪ゆき菜なたちの師匠でもある長命種エルフ──縁えん堂どう縁ゆかりの使い魔だ。

　並外れた魔術師である縁は、数百キロの距離を隔てた日本本土から、この猫の身体からだを通して古城と会話している。使い魔などの精神結合系の魔術は、一度、連結リンクを確立してしまえば物理的な距離の影えい響きようを受けにくいとは聞くが、それにしても非常識な能力には違いない。

　崩ほう壊かい寸前の増設人工島サブフロートから古城たちを連れ出した狼おおかみの式しき神がみも、雪菜ではなく、彼女が操っていたものだ。師匠の縁が、弟子である雪菜と同じ術を使えるのは、特に不思議なことではなかった。古城が勝手に勘違いしただけだと言われてしまえばそれまでだ。

　とはいえ、縁は、わざと古城が誤解するように仕向けたのだろう。古城をこの場所に誘いこむためだ。

　その結果、割を喰くったのは夏か音のんである。

　彼女を抱きかかえたまま古城が走り続けたせいで、夏音は目を回してしまったのだ。一種の乗り物酔いである。

「俺はともかく叶かな瀬せは普通の人間なんだから、あんなスピードについていけるわけねえだろ！　少しは気を遣つかえよ！」

　古こ城じようが恨みがましい口調で言う。

　容よう赦しやなく疾走する式しき神がみを追いかけるので精いっぱいで、夏か音のんの体調を気き遣づかう余裕が古こ城じようにはなかった。おかげで腕の中でぐったりとしている夏音に気づいたときは、心臓が止まるかと思ったほどだ。その結果、うろたえまくった古城は、黒猫にそそのかされるまま、ラブホテルに夏音を連れこんでしまったのだった。

　もちろん夏音を休ませるのが目的で、古城には疚やましい気持ちはない。ついでにいえば絃いと神がみ島じまにおける獅し子し王おう機き関かんの拠点が、なぜかラブホテル街のド真ん中にあるのも問題の一因だ。

　しかし冷静になって考えると、言い訳が利かない、実にまずい状況という気がしてくる。

「安心をし。おまえさんが今からあの子になにをしようが、雪ゆき菜なには黙っておいてあげるよ」

　苦悩する古城に追い打ちをかけるように、黒猫が無責任な言葉を投げかけてくる。

「なにを安心するんだよ!?　なにもしねえよ！」

「おや、そうかい？」

「……いやまあ、少しはあんたにも感謝してるよ。俺も叶かな瀬せも精神的に限界だったからな。安全な場所で休めたのはありがたかった」

　無理やり心を落ち着けながら、古城が疲れた口調で言った。

　ふふん、と黒猫が小さく笑う。

「ここの領地ドメインの領主は、このあたりのホテルのオーナーだからね。客として泊まってるぶんには、まあ安全さね。強こわ面もての用心棒も大勢雇ってるみたいだしね」

「それは安心していいのかどうか、よくわかんない情報だな」

　古城は頰ほお杖づえをつきながら弱々しく苦笑する。

　そのときガラス張りのバスルームの扉が開いて、シャンプーの香りがふわりと広がった。入浴を終えた夏音が戻ってくる気配がある。

「お兄さん。すみません、お風呂、先にいただきました」

「体調はもう大丈夫なのか────っとわっ!?」

「はい、もう大丈夫でした」

　動揺して仰のけ反ぞる古城を見て、夏音が不思議そうに小首を傾かしげる。

　彼女が身に着けているのは、ホテルの備品の白いバスローブだけだった。短めの裾すそからは、白い素足が伸びており、襟えり元もとの合わせ目からは控えめな胸の谷間がのぞいている。下着を着けていないのだ。

「服！　服は!?」

　声を上うわ擦ずらせながら、古城は叫んだ。

　夏音の場合、普段の態度が清せい楚そなだけに、こんなふうに扇情的な振る舞いをされると破壊力がでかい。それでいて夏音本人が無自覚なのが、余計にタチが悪かった。

「そうでした。お兄さんも脱いでください」
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　隙すきだらけの態度で近づいてきた夏か音のんが、古こ城じようの目の前で屈かがみこむ。

　古城は懸命に彼女の胸元から顔を背けて、

「い、いや……それは駄目だろ、叶瀬。そういうのはおまえが本当に好きな人と一緒にやれよ」

「お兄さんのことは好きでした」

　きょとんとした態度で、夏音が大きな碧あおい目めを瞬またたく。

「え……？」

「ですから、一緒に下着をお洗濯しても大丈夫でした」

「せ……洗濯？」

「はい。洗濯乾燥機がありました」

　そう言って夏音が指さした先には、ドラム式の洗濯乾燥機が設置されていた。手洗いマークつきの衣類も洗えて省エネ性能にも優れた最新型だ。

　戦せん闘とうで汚れた古城の服を一緒に洗うから、脱げ、と夏音は言っているのだ。

「そ……そうか、今どきのホテルってそういうのもあるんだな」

　激しい安あん堵どと疲労に襲おそわれながら、古城はのろのろと立ち上がった。

　ふと見ればベッドの枕まくら元もとでは、黒猫が横たわってひくひくと脇わき腹ばらを痙けい攣れんさせていた。爆ばく笑しようしすぎて、呼吸困難に陥おちいっているのだ。

「ニャンコ先生、笑い過ぎだろ……！」

　その場で古こ城じようのパンツを脱がそうとする夏か音のんとのすったもんだをどうにか乗り越えて、古城もバスルームへと向かった。七色のライトに照らされた落ち着かない浴室でシャワーを浴びて、バスローブに着替えて部屋へと戻る。

　ベッドの縁ふちに腰掛けた夏音は、黒猫を膝ひざの上に抱いたままテレビを見つめていた。音楽ランキング番組風の画面構成だが、映っているのは絃いと神がみ島じまの景色である。

「……なんだ、この番組？」

「領主候補のランキングだね」

　古城の質問に、黒猫が答える。

「領主候補……ランキング？」

「獲得した領地と臣しん民みんの数をもとに、現在の順位やら勝率やら予想オッズやらが公表されているんだよ。更新はほぼリアルタイムだね」

「はあ？」

　古城は啞あ然ぜんとしながら画面を睨にらみつけた。

　プロモーションビデオ風に紹介されているのは、見知らぬ魔ま族ぞくの若者だ。氏名や種族、年齢、出身地、そして領主候補として行った戦せん闘とうの映像が繰り返し流れている。

「なんだよ、これは……ほとんど見み世せ物ものじゃねえか」

「ほとんどじゃなくて完全に見世物なんだよ」

　嘲あざけるような口調で、黒猫が告げた。

「領主選争だなんだといっても、大多数の市民にとっては、ちょっと迷惑なだけの他ひ人と事ごとだからね。贔ひい屓きのアイドルやスポーツ選手を応援しているのと変わらない。人間は本質的に他人同士が争っているのを見るのが好きなのさ」

「怪け我が人にんが大勢出てるんだぞ！　もしかしたら、死人だって……！」

　古城が責めるように言い返す。

　しかし黒猫は、冷たく突き放すように顎あごを上げ、

「だからいいんじゃないか。古代の剣闘や狩しゆ猟りよう、闘牛……血なまぐさい娯楽なんかいくらでもあるさ。魔族同士の殺し合いを見たい人間が、どこにもいないと言い切れるかい？」

　露ろ悪あく的てきな黒猫の口振りに、古城はカッと頭に血が上るのを感じた。

　しかし古城はなにも言い返せなかった。黒猫の主張を受け入れたわけではない。驚おどろきの余り声が出せなかったのだ。

「カ……カス子？　なんであいつが……!?」

　ラブホテルならではの大画面テレビに、深紅の長ちよう剣けんを持つ少女が純白の長い髪をなびかせて映っている。彩さい海かい学がく園えんの校庭で、彼女はほかの生徒を庇かばって、余よ所その領地ドメインの領主候補と戦っていた。絃神島の監視カメラで撮影された映像らしい。

　画面は、やがて雫しず梨りのバストアップの静止画像に切り替わる。どうやら絃神市の市民登録に使用した証明写真の映像らしい。ガチガチに緊張した彼女の表情は微笑ほほえましかったが、今はさすがにそれを面白がっていられる状況ではなかった。

「彩さい海かい学がく園えんドメインの香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ。支配領地ドメイン数は三。獲かく得とく臣しん民みん数すうは二万六千。クラスはＢ級１組。ランキング十一位の中堅領主だね」

　黒猫が、画面に表示されたデータを興味深そうに読み上げる。

「そうか、あいつは鬼族オグレスだから……領主として彩海学園を護まもっていたのか……」

　古こ城じようは複雑な気分で呟つぶやいた。

　登とう録ろく魔ま族ぞくである雫梨は、領主候補の資格を持っている。正義感に駆られて身近な人々を護っているうちに、いつの間にか領主として祭り上げられて引っこみがつかなくなってしまうのは、雫梨の性格からして実に自然な成り行きだった。

　だがそれは、彼女が、ほかの領主候補たちの攻撃対象になるということでもある。

「あ……」

　やがて切り替わった画面を見て、今度は夏か音のんが驚おどろきの声を洩もらした。表示された候補者のリストの中に、見知った名前があったからだ。

　人工島西地区アイランド・ウエストドメイン31──通称、天てん奏そう学がつ館かんドメインの領主だ。

「結ゆ瞳め!?　あいつまで領主選争に参加してるのかよ……！」

　古城は瞬まばたきを忘れて呆ぼう然ぜんと画面を凝ぎよう視しする。

　同姓同名の別人ではないかと期待していたが、映し出された静止画像は、古城がよく知る小学生のものだった。世界最強の夢魔サキユバスの能力を使って、獣じゆう人じんたちを牽けん制せいしている場面である。

「今、凪なぎ沙さちゃんが見えました」

「ああ、ちらっとだけど矢や瀬ぜのやつも映ったな。なんで結瞳の領地ドメインにあいつらがいるんだ？」

「でも、無事でした」

　困惑する古城に視線を向けて、夏音が柔らかな微笑を浮かべた。古城の胸の中にあった鉛のような不安を、あっさりと溶かしていくような笑みだった。

「そうだな。あいつらも叶かな瀬せのことを心配してるだろうし、なるべく早めに合流しよう。まあ、服が乾くまではどうしようもないけどな」

「はい」

　夏音が銀髪を揺らしてうなずき、古城は彼女の膝ひざの上の黒猫に目を向けた。

「なあ、先生。姫ひめ柊らぎと連絡を取る方法はないかな？　まだ無事が確認できてないのは、あいつだけなんだが──」

「生あい憎にくだけど、魔術は携帯電話じゃないからね」

　縁えん堂どう縁ゆかりが素そっ気けなく答えてくる。

「ひとまず雪ゆき菜なのことは放っておいても構わないさ。もしもあの子が生きてるなら、そのうち嫌でもこの番組を目にするだろうからね」

「そうか……あいつもカス子や結ゆ瞳めに会いに行こうとするのか……」

　古こ城じようは、夏か音のんと顔を見合わせてうなずき合う。

　雫しず梨りや結瞳が領主候補になっていることに気づけば、雪ゆき菜なや浅あさ葱ぎも彼女たちとの合流を目指すはずだ。下へ手たに雪菜たちを探し回るより、どちらかの領地ドメインで待っていたほうが再会できる可能性は遥はるかに高い。

「どちらかといえば、問題はそのあとさね」

　安あん堵どする古城を脅おどすように、黒猫が声を低くする。

「仮に首尾よく雪菜と合流できたとして、それからどうするつもりだい、第だい四よん真しん祖その坊や？」

「……キーストーンゲートを取り返せば、領主選争は終わるんじゃないのか？」

　古城は思いつくままに質問に答えた。

　領主選争などという騒さわぎが起きたのは、終焉教団オーダー・ジ・エンドが人工島管理公社の管理システムを乗っ取ったのが原因だ。つまりキーストーンゲートさえ奪還すれば、この馬ば鹿かげたイベントは終わる。少なくとも領主候補たちの暴走は止まるはずだった。

「特区警備隊アイランド・ガードでも護まもりきれなかったキーストーンゲートを、おまえさんと雪菜だけで取り返せるものならね」

　黒猫の口調は冷ややかだ。挑発的な彼女の言葉に、古城はムッと眉まゆを寄せる。

「領主選争を終わらせたいと考えてるのは、べつに俺たちだけじゃないだろ？　獅し子し王おう機き関かんのほかの連中はどう思ってんだよ？」

「そいつが少々面倒な話でね」

　黒猫がめずらしく困ったように頭を伏せた。

「例の真祖大戦以来、絃いと神がみ島じまは自治領って建前になってるんだ。人工島管理公社から要請がなければ、獅子王機関としても勝手に攻こう魔ま師しは派遣できないのさ」

「その人工島管理公社が襲しゆう撃げきされたせいで、こんな有あり様さまになってんじゃねーか」

　古城が呆あきれたように黒猫の鼻先をつつく。黒猫は鬱うつ陶とうしげに古城の指を払いのけ、

「そうだね。だけど、絃神島の本来の領主は第四真祖だ。人工島管理公社はただの代理人さ。そして領主選争を仕切ってるのは、ほかならぬその第四真祖なのさ。絃神島の今の状況は、少なくとも政治的には正常な状態ってことになるね。迂う闊かつに手を出せば内政干渉だ」

「いや……正常もクソも、あいつは第四真祖の偽者じゃねーか！」

　古城が苛いら立だって語気を荒くする。

　聖せい域いき条じよう約やく機き構こうによる絃神島侵攻を回避するために、古城は、絃神島を第四真祖領だと宣言した。日本政府と人工島管理公社の間で結ばれた契約は、その宣言に則のつとったものだ。

　もっとも、第四真祖の実在を公式に認めている国家は、実は世界中のどこにも存在しない。日本政府の内部ですら、その扱いはあやふやなままだ。

　四番目の真祖の出現は、世界のパワーバランスを大きく変動させる不確定要素であり、余計な混乱を引き起こすより、存在を曖あい昧まいにしておいたほうがいい──多くの国家が、そう考えていたのである。

　だから古こ城じようも、自分が第だい四よん真しん祖そだと名乗り出ることはしなかった。普通の学生として高校生活を送るのに、そのほうが都合がよかったからだ。

　そして、その曖昧な状況を〝吸血王ザ・ブラツド〟は利用した。

　彼は自ら第四真祖を名乗り、絃いと神がみ島じまを混乱に陥おとしいれている。そのことが古城を苛いら立だたせていた。

　ただでさえ第四真祖には、ろくでもない評判しかないのだ。この上、名前を騙かたられて無実の罪をなすりつけられたらたまらない。が、

「〝吸血王ザ・ブラツド〟は偽者の第四真祖──か。どうやってそれを証明するんだい？」

「……は？　証明？」

　冷静な黒猫の問いかけに、古城は言葉を詰まらせた。まさか縁ゆかりにそんなことを訊きかれるとは思っていなかったのだ。

「たしかにあたしらは、おまえさんが正統な第四真祖ってことを知ってる。でも、それだけさ。それを認めさせるには証拠が足りない。それに対して、〝吸血王ザ・ブラツド〟とやらは、自分たちの実力を大っぴらに見せつけてる。これでもかってくらいにね」

「占領したはずのキーストーンゲートを、わざわざぶち壊したのはそのためか……！」

　巨大な剣を突き刺したようなキーストーンゲートの傷跡を思い出して、古城は唸うなる。

　一夜にして刻まれたあの破壊の痕こん跡せきは、世界最強の吸血鬼の力を雄弁に物語っていた。

　あれを最初に見せつけられたからこそ、絃神島の人々は、自ら第四真祖を名乗る〝吸血王ザ・ブラツド〟の言葉を信じたのだ。

「そんなわけで日本政府としては、領主選争に干渉する理由がないんだよ。実際のところは、これ以上の犠ぎ牲せいを出したくないというのが本音だろうけどね」

「……犠牲？」

　自じ嘲ちようするような縁の言葉に、引っかかりを覚えて古城は訊き返す。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドのキーストーンゲート襲しゆう撃げきで大勢が死んだ。特区警備隊アイランド・ガードは壊滅状態。獅し子し王おう機き関かんは剣けん巫なぎを一人──そして閑しずか古こ詠よみを失った」

「古詠って──まさか、〝静寂破りペーパーノイズ〟って人のことか？」

　古城が驚おどろきに目を見張った。黒猫が重苦しい息を吐く。

「そう。獅子王機関〝三さん聖せい〟筆頭さ。あの子は重態で、この先、意識が戻るかどうかもわからない。魔族特区ここじゃなきゃ確実に死んでただろうね」

「あの人が……噓うそだろ……？」

　古城は激しい目め眩まいに襲おそわれて首を振った。

〝静寂破りペーパーノイズ〟と呼ばれる少女のことは知っている。古城はかつて彼女と戦い、手も足も出ないまま敗北した。ろくに本気を出してすらいない彼女に負けたのだ。

　倒されたという剣けん巫なぎも、おそらく雪ゆき菜なと同等以上の力を持っていたはずだ。雪菜は本来ならまだ訓練中の剣巫候補生に過ぎないのだから。

「獅し子し王おう機き関かんが攻こう魔ま師しの派遣を渋っているのは、それが理由だよ。領主選争に介入して戦力を消耗するよりは、領主候補同士で潰つぶし合ってもらったほうが効率がいいからね。上う手まくいけば、終焉教団オーダー・ジ・エンドの手の内を知ることもできる」

「俺と叶かな瀬せをここに連れてきたのは、その情報を伝えるためかよ……」

　古こ城じようはふて腐れたようにベッドに寝転んだ。

　縁ゆかりに文句を言うつもりはなかった。獅子王機関はすでに大きな犠ぎ牲せいを出している。これ以上の無理を強いることはできない。

　これは第だい四よん真しん祖そと〝吸血王ザ・ブラツド〟の問題だ。つまり古城の喧けん嘩かということだ。

「まあ、それも理由のひとつかね。状況もわからないまま敵の本拠地に突っこむような真ま似ねをされたら敵かなわないからね」

　黒猫が冗談めかした口調で言う。

　いつもどおりの皮肉げな物言いだが、それが本心からの忠告なのは間違いなかった。無策で突っこめば、古城は負ける──縁はそう断言しているのだ。

　少々腹立たしくはあったが、彼女の言葉を否定することはできなかった。終焉教団オーダー・ジ・エンドと〝吸血王ザ・ブラツド〟の危険性は、古城もよくわかっている。

「それも理由のひとつってことは、ほかにもなにか用事があったのか？」

　古城は反論を諦あきらめて話題を変えた。黒猫はうなずいてベッドサイドのデジタル時計を見る。

「そうだね。そろそろ準備が出来てもいいころだけど」

「……準備？」

　古城が怪け訝げんな顔で呟つぶやいた直後、古城は激しい大気の揺らぎを感じた。

　室内の空間そのもが歪ゆがんで、高濃度の魔力があふれ出す。

「空間制御魔術……！　那な月つきちゃんか？」

　陽かげ炎ろうのように輪郭を滲にじませながら現れた人影を見て、古城は一いつ瞬しゆん、小柄な担任教師の姿を期待した。しかし虚こ空くうから出現したのは、峻しゆん厳げんな顔つきの中年男性だ。

「げっ!?　なんで、あんたが……!?」

　男の姿を見た古城は、慌あわてて起き上がりながら青ざめる。

「お父様……？」

　夏か音のんがびっくりしたように目を見開いて口元を押さえた。

　バスローブ姿でラブホテルのベッドに座る古城と娘を、元アルディギア王国宮廷魔導技帥、叶瀬賢けん生せいは陰気な表情で眺めていた。
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「領主ランキング二十四位？」

　西洋のお城を思わせる豪華な渡り廊下を移動しながら、矢や瀬ぜは訊きき返した。

　天てん奏そう学がつ館かん小等部の校内だ。隣を歩いている暁あかつき凪なぎ沙さは、ステンドグラスをちりばめた美しい校舎をものめずらしそうに眺めている。破られてしまった上着の代わりに、彼女は天奏学館の学校指定ジャージを羽は織おっていた。見知らぬ生徒が貸してくれたのだ。

「然しかり。クラスはＢ級２組。支配領地ドメイン数は二。獲かく得とく臣しん民みん数すうは九千──すなわち、九千人の絃いと神がみ市民が、結ゆ瞳め殿を頼ってこの領地ドメインに集つどっているのでござる」

　有脚戦車ロボツトタンクから降りてきたリディアーヌが、少し得意げな口調で答える。

「私だけの力じゃありません。リディアーヌさんや、この子たちのおかげです」

　それを聞いていた結瞳が、照れくさそうに目を逸そらした。

　結瞳のあとをぞろぞろとついてくるのは、恐ろしげな外見の魔ま獣じゆうたちである。

　傍はたからは、小学生が魔獣に追いかけられているようにしか見えないが、結瞳本人にしてみれば、飼い犬を散歩させているのと変わらない感覚なのだろう。ほかの生徒たちも慣れているらしく、通りすがりにお気に入りの魔獣を撫なでていく者も多い。

「この魔獣たちは？　ここで飼ってたのか？」

「生物部が提携大学の魔獣医学部と共同で飼育してるんです」

　矢瀬の疑問に、結瞳がさらりと返答した。

「すごいね……さすが魔族特区でいちばんのお嬢じよう様さま学校……」

　凪沙が感嘆の呟つぶやきを洩もらす。

「まあ、たしかに本土の名門校だと、乗馬用の馬を飼ってたりするからな……そのノリか」

　矢瀬も肩をすくめて苦笑した。学費の高さで知られた名門校だけあって、天奏学館では飼育している生き物も庶民離れしているらしい。

「見た目よりは大人しい子たちゆえ、なるべく戦わせたくはないでござるが」

　リディアーヌが魔獣たちを振り返って、少し悲しげに微笑ほほえんだ。

「威い嚇かくには効果的だけどな」

　狼愚ローグ連合残党の逃げっぷりを思い出しながら、矢瀬は魔獣たちをじっと観察する。体長三、四メートルにも達する猛犬や、肉食の妖よう鳥ちよう。よく見れば愛あい嬌きようがある顔といえなくもないが、人に馴なれているとわかっていてもやはり恐こわい。

「そういや、ほかの生徒たちはなにをやってるんだ？　小学生の結瞳坊なんかに頼らなくても、天奏学館には登録魔族がもっと大勢いるはずだろ？」

「この二日間で、ことごとく負傷してＭＡＲの病院船に搬送されたでござるよ」

　むっつりと沈黙する結ゆ瞳めに変わって、リディアーヌが答えた。

「登とう録ろく魔ま族ぞくの先輩方だけではござらぬ。警備員としての訓練を受けた寮母殿や先生方も、皆、この領地ドメインを護まもって傷つき倒れ申した。結瞳殿は彼らにあとを託されて、最年少の領主候補として頑張ってきたのでござる」

「べつに問題はなかったです。残った先輩たちや同級生も手伝ってくれますし、〝夜の魔女リリス〟の名は、ハッタリが利きますから──」

　結瞳が平静を装った口調で言う。

　矢や瀬ぜは、そうやって強がる結瞳の頭をぐしゃぐしゃと撫なでて、

「そうか、結瞳坊も頑張ったんだな。偉い偉い」

「だから馴なれ馴なれしく触るのはやめてください。あとその失礼な渾あだ名なもやめて欲しいって、私、何度も言ってますよね」

「ははっ、べつに照れなくていいんだぜ」

「どうしてそんなふうに自分の都合のいいようにばかり解釈できるんですか……！」

　度し難いですね、と冷ややかに矢瀬を睨にらんで言い放つ結瞳。しかし矢瀬に褒ほめられたあたりから、彼女の頰ほおは照れたように赤く染まっている。

「でも、本当にすごいね、結瞳ちゃん。リディアーヌちゃんもありがとう。あたしたちのことも助けてくれて」

「なんのなんの。武もの士のふとして人々を守るのは当然のことでござるよ」

　スクール水着風のパイロットスーツ姿で、リディアーヌが誇らしげに胸を張った。矢瀬は本気で感心したように笑う。

「こういう状況だと、おまえのその性格は頼もしいな。活いき活いきしてるっつーか……」

「日々鍛たん錬れんを重ねてきた甲か斐いがあったでござる。とはいえ、通信ネットワークが使えないのは、正直痛いでござるな。拙せつ者しやの本領はむしろ電子戦でござるゆえ」

　リディアーヌが不意に真面目な口調で言った。単なる時代劇マニアの小学生と思われがちな彼女だが、その正体は浅あさ葱ぎも実力を認める天才的なハッカーなのである。

　だが、ネットワークが分断された今の絃いと神がみ島じまでは、彼女の真価は発揮できない。

　領主選争の開始直後から絃神島にいたぶん、リディアーヌは、浅葱以上に悔しさを覚えていたのかもしれなかった。

「幾かず磨まさんのことも心配ですね」

　結瞳が小声でぽつりと言った。幾磨は矢瀬の腹違いの兄で、人工島管理公社の理事だった。そして結瞳の後見人でもある。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドにキーストーンゲートを襲しゆう撃げきしたとき、おそらく幾磨も現場近くにいたはずだ。結瞳が彼を心配しているのはそのせいだ。

「まあ、あいつは抜け目がないから、大丈夫だと思うけどな」

　矢や瀬ぜが楽観的な口調で言う。意外なことに、結ゆ瞳めはその無責任な言葉に反論しなかった。ぐりぐりと頭を撫なでる矢瀬の手を、迷惑そうに払いのけただけだ。

「あ、結瞳ちゃん。お疲れさま。怪け我がはない？」

　魔ま獣じゆう用の厩きゆう舎しやに到着した結瞳に、制服姿の女子生徒が声をかけてくる。

　結瞳よりも年上の清せい楚そな少女だ。おそらく高等部の生徒だろう。さすがに名門女子校のお嬢じよう様さまだけあって、矢瀬や凪なぎ沙さと比べてもだいぶ大人びて見える。

「はい、大丈夫です。ありがとうございます」

　結瞳がベレー帽を脱いで恭うやうやしく礼をした。こちらも意外にサマになっている。

　そんな結瞳を見て、上級生の少女は人懐こく目を細め、

「食事が届いたから、校内に避難してきた人たちに配ってくるね。結瞳ちゃんたちのぶんは本部に運んでおいたら、時間があるときに食べちゃって」

「すみません、助かります。あの、私たちが手伝えることがあったら──」

「いいのいいの。結瞳ちゃんは領主様なんだから、もっと堂々としてていいからね」

　上級生の少女は、そう言って結瞳を気き遣づかうように微笑ほほえんだ。

　彼女が押している台車の上には、ＭＡＲ社のロゴが入った段ボール箱が載っていた。選争管理委員会が配給している避難民用の食事らしい。

　そのまま台車を押して立ち去ろうとした彼女は、すれ違いざまに立ち止まって、結瞳の耳元に顔を寄せる。そして矢瀬の横顔にちらりと目を向け、

「ねえ、あの人、結瞳ちゃんのお兄さん？」

「あ、いえ、あれは、兄というか……いちおう、家族みたいなものですけど」

　咄とつ嗟さにしどもどと答える結瞳を見て、上級生の少女は愉快そうに目を細めた。

「恰かつ好こういいね。今度、紹介してね」

「え……あの……それは……」

「ふふっ、またあとでねー」

　結瞳が言いい淀よどんでいる間に、少女は台車を押して立ち去っていく。

　彼女の背中を見送って、結瞳は、ふう、と大きく息を吐いた。隣でにやけている矢瀬に気づいて、無表情に睨にらみつける。

「なにをニヤニヤしてるんですか？」

「いやあ、家族と認めてもらってるのが嬉うれしくてな」

「そのくらいのことではしゃがないでください。いちおう年上なんですから」

　結瞳は殊こと更さらにつっけんどんな態度で言い放ち、足早に厩舎のほうへと向かった。

　笑顔を隠そうともしない矢瀬の前を、魔獣たちがぞろぞろと横切っていく。結瞳に命じられるまま、厩舎にある檻おりの中へと戻っていくのだ。

　夢魔サキユバスとして強力な精せい神しん感かん応のう能力を持つ結瞳は、魔獣たちを自在に操ることができる。おそらく彼女が本気を出せば、ほかの領主の臣しん民みんたちを強制的に操って、寝返らせることも可能だろう。

　この領主選争というゲームにおいて、結ゆ瞳めは極めて強力なプレイヤーだ。天てん奏そう学がつ館かんドメイン内の穏やかな空気も、その結瞳の実力に対する信頼と余裕が生み出しているのだろう。

　矢や瀬ぜはそのことに一抹の不安を覚える。近隣の領地ドメインの領主たちも、結瞳の脅きよう威いに気づいているはずだ。彼らがこのまま天奏学館ドメインを見逃してくれるとは思えない。

　どうすっかね、と矢瀬がこっそり思い悩んでいると、厩きゆう舎しやの中から声が聞こえた。

　人懐っこくも豪快な男の声だった。

「よお、領主ちゃん。魔ま獣じゆう用の餌えさ、持ってきたぜ。こっちでいいか？」

　やけに背の高い外国人の男が、肩に担いでいた飼料袋を地面に投げ落とす。

　いわゆる美男子ではないが、総じて恰かつ好こういい男だった。細身だが筋肉質のその姿は、現役のスポーツ選手を連想させた。ラフなカーゴパンツと無ぶ骨こつなワークブーツが、男の雰ふん囲い気きによく似合っている。とはいえ、名門お嬢じよう様さま学校の校内においては、場違いという印象は拭ぬぐえない。

「キイお兄さん、ありがとうございます。この魔獣こたちも喜んでます」

　結瞳が男に礼を言う。長身の男の隣にいた女が、そんな結瞳をものすごい勢いで抱きしめた。

　金色に近い赤毛の、大人びた美女である。身に着けた服装はシンプルだが、彼女が着ているだけで恐ろしくゴージャスに見える。胸のボリュームもすごいが腰のくびれもものすごい。

　それなのに幼児のような無む邪じや気きな笑顔で、彼女は結瞳に頰ほおずりして、

「やだもう、結瞳ちゃん、今日も可愛かわいいわね！　好き！」

「ザ、ザナお姉さん……苦しいです……」

「わっ、ごめん。ごめんねえ……！」

　そう言いながらも、女は結瞳への頰ずりをやめない。ふと見ればリディアーヌは厩舎の柱の陰に避難して、結瞳の冥めい福ふくを祈るように両手を合わせていた。どうやらザナと呼ばれる女の見み境さかいのない抱ほう擁よう癖へきには、リディアーヌもすでに痛い目に遭あっているらしい。

　謎なぞの外国人カップルの奇行を目まの当あたりにして、矢瀬と凪なぎ沙さは、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、

「あ！　空港で飴あめくれた人！」

　凪沙がなにかを思い出したように、長身の男──キイを指さした。

　キイは訝いぶかしげな顔で凪沙を見返して、おおっ、と嬉うれしげに声を上げた。

「アルディギアにいたお嬢ちゃんか。また会えたな！」

「よかった。無事だったんだね。絃いと神がみ島じまに行くって言ってたから心配したよ」

「お互いにな。いやあ、領主選争だっけか。絃神島に着くなりこんなことになってビビったぜ。領主ちゃんに助けてもらえなかったら、俺たちも今ごろどうなってたか」

　満面の笑みを浮かべながら大きな手を差し出して、キイは凪沙に握手を求めている。

　喜んで握手に応じる凪沙とは裏腹に、矢瀬は表情を凍りつかせていた。アルディギアの空港で凪なぎ沙さが遭遇した男の名前を、古こ城じようから聞かされていたからだ。

　聖せい域いき条じよう約やく機き構こうの盟主にして、公式に存在を認められた世界最古の吸血鬼の真祖。最強の軍事力を誇る夜の帝国ドミニオン、欧州〝戦せん王おう領りよう域いき〟の帝王。

　第だい一いち真しん祖そ〝忘却の戦王ロストウオーロード〟──

　それが、キイ・ジュランバラーダと名乗る男の正体なのだった。
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「……キイ・ジュランバラーダ……まさか、あんたが……忘却のロスト……」

「駄目よ」

　呟つぶやきかけた矢や瀬ぜの唇くちびるを、ザナ・ラシュカが指先でそっと押さえつける。

　蠱こ惑わく的てきなザナの微笑ほほえみに、矢瀬は心臓が止まるような恐怖を味わった。雌めす獅じ子しの前まえ肢あしに捕らえられたネズミになった気分だった。

「その名前を口にしては駄目。今はまだ、ね」

　ザナが囁ささやくように矢瀬の耳に息を吹きかけてくる。

　蕩とろけるような甘い吐息に震ふるえながら、それでも矢瀬は彼女を睨にらんで訊きき返かえした。

「……どうしてあんたたちが結ゆ瞳めの領地ドメインにいるんだ？」

「うーん、そうね……なんだろ？　可愛かわいかったから？」

　ザナは小さく首を傾かしげて、あっけらかんとした口調で言う。

　死の恐怖に耐えていた矢瀬は、肩透かしにあったような気分を覚えた。

　ザナが噓うそをついている様子はない。可愛らしさという基準で選べば、最年少の領主候補である結瞳は間違いなく断トツだ。第一真祖が結瞳と接触したのは、純粋にただそれだけの理由で、特に深い意味はないらしい。

　だからといって、キイたちが信用できるかどうかはべつの問題だった。

　彼らが絃いと神がみ島じまに到着したのは、おそらく領主選争が始まった直後。明らかにただの偶然ではない。第一真祖は、絃神島で領主選争が起きることを知っていたのだ。

　おそらくは終焉教団オーダー・ジ・エンドの目的も。そしてこの島でこれから起きる出来事も──

「ぬ……！　結瞳殿！」

　矢瀬の思考を中断させたのは、リディアーヌの切迫した声だった。

　呪じゆ術じゆつ迷めい彩さいで姿を消していた有脚戦車ロボツトタンクが、彼女の背後に姿を現す。開いたコクピットハッチの隙すき間まからは、無数の警報音が鳴り続けていた。

「また誰かが迷いこんだんですか？」

　戦車に乗りこむリディアーヌに、結瞳が訊いた。リディアーヌがそれに答える前に、天てん奏そう学がつ館かんの女子生徒が一人、息を切らせて厩きゆう舎しやへと駆けこんでくる。

「結ゆ瞳めちゃん！　急いで本部に来て！　大変なの！」

「は、はい！」

　女子生徒に先導されて結瞳が走り出し、リディアーヌの戦車がそれに続いた。成り行きで矢や瀬ぜと凪なぎ沙さも彼女たちを追いかけ、キイたちもそのあとをついてくる。

　女子生徒が本部と呼んでいた場所は、校舎の屋上に設置された仮設テントだった。魔ま獣じゆうの厩きゆう舎しやに近い上に、校内全体を見渡せるため、領地ドメイン防衛の司令室として使われているらしい。

　テント内には大型のＰＣモニタがいくつも運びこまれて、学校周辺の監視カメラの映像を映していた。たしかにちょっとした作戦本部という趣おもむきだ。

「あの人たちは……？」

　モニタに映る集団に気づいて、結瞳が表情を硬くした。

　武装した魔族に率いられた、数百人規模の人々の群れ。狼愚ローグ連合のようなあからさまに不良めいた連中ではない。もっと遥はるかに統率のとれた、軍隊風の武装勢力だ。

「正門前にいるのは、松まつ永ながドメインですね。領主の松永ナオは〝旧ふるき世代〟の吸血鬼で、クラスは結瞳ちゃんと同じＢ級２組。獲かく得とく臣しん民みん数すうは七千八百です」

　モニタの前に座った女子生徒が、画面に表示されたアプリのデータを読み上げる。

　続けて、ほかの生徒も次々に口を開いた。

「南門側には、Ｃ級１組の烈怒散蛇レツドサンダーと、Ｃ級２組の女渦ジヨーズが集結しています。どちらも領主は獣人系で、獲得臣民数は四千四百と、三千二百──」

「北門側は……白しろ鳰にお女子高ドメイン！　領主は死霊術師ネクロマンサー〝腐ふ色しよくの魔女〟紅杏ホンシンです！　クラスはＢ級１組！　獲得臣民数一万八千五百！」

「なんて数なの……」

　最上級生らしき女子生徒が、怯おびえたようにぼそりと呟つぶやいた。

　結瞳と契約している臣民は、天てん奏そう学がつ館かんの生徒やその保護者、避難してきた近隣住民を含めても、約九千人。一方の敵の連合軍は、四領地ドメインの合計で三万を超える。

　おまけに天奏学館で戦える魔族は、実質的に結瞳一人。対する敵は、三方から同時に攻めてきていていた。結瞳の能力を危険視する彼らは、協定を結んで、天奏学館ドメインを落とすことにしたのだろう。矢瀬の憂ゆう慮りよが現実化したのだ。

「どうしよう、結瞳ちゃん？」

　最上級生の少女が結瞳に尋ねる。リーダー格の高校生が、魔族とはいえ小学生に頼るのは、やや滑こつ稽けいにも感じられた。だが、それもやむを得ない状況だ。

「降伏という選択肢はありません。相手は天奏学館に敵対心を持っている領主ばかりですから。もし彼女たちの支配下になったら、どんな目に遭あわされるか──」

　結瞳がはっきりと意見を口にする。

　松永ドメインや白鳰ドメインの領主が、天奏学館を恨んでいるという話は有名だった。入試で落とされたのが原因とも、天てん奏そう学がつ館かんの生徒に彼氏を盗とられたせいともいわれている。

　本部にいた女子生徒たちも、結ゆ瞳めの言葉にうなずいて、

「そ、そうね。烈怒散蛇レツドサンダーや女渦ジヨーズなんて尚なお更さらよね……」

「だからって戦って勝てるの？」

「いくら結瞳ちゃんでも、あんな人数が相手じゃ……」

「結瞳殿……」

　テント内を満たす絶望的な空気に、リディアーヌが心配げな声を洩もらす。

　リディアーヌの有脚戦車ロボツトタンクは、対たい魔ま族ぞく用に開発された強力な兵器だ。天奏学館で飼育されている魔ま獣じゆうたちも、ほかの領地ドメインにはない有効な戦力である。

　だが、今回は敵の数が多すぎた。特に厄やつ介かいなのが吸血鬼の存在だ。吸血鬼が従える眷けん獣じゆうには、物理攻撃がほぼ通用しない。戦車や魔獣たちにとっては最悪の敵である。

　そのことを結瞳は当然知っていた。それでも彼女は逃げ出すことができない。たとえどんなに幼くても、結瞳はこの領地ドメインの領主だからだ。

　恐怖に脚を竦すくませながら、それでも悲ひ愴そうな決意を瞳ひとみに浮かべて、結瞳は戦いに赴おもむこうとする。

　そんな結瞳の首元に、誰かが優しく手を回した。

　背後からそっと結瞳を抱きしめたのは、ザナだった。

「大丈夫。ここはお姉さんたちに任せて」

「ザナお姉さん……？」

　結瞳が驚おどろいてザナを見上げる。

　キイは不敵な笑みを浮かべて、幼い夢魔サキユバスの頭に手を置いた。

「一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義は返さないとな。それがジャパニーズ武士道ってもんだろ？」

「さ、然さ様ようでござるが……しかし……」

　冗談めかしたキイの言葉に、リディアーヌも戸惑いの表情を浮かべている。

「心配すんな。領主ちゃんたちは獣人どもを引きつけておいてくれ。吸血鬼は、ザナ、任せていいな？」

「当然」

　ザナが気負いのない口調で言って、スカートの尻しりポケットからなにかを取り出した。指輪をいくつもつなげたような銀色の金具だ。なにかのアクセサリーだろうか、と矢や瀬ぜは思う。

「ザナお姉さん……あなたたちは、いったい……」

「眷獣、出現しました！」

　困惑する結瞳の呟つぶやきを、モニタを見ていた少女の声がかき消した。

　その場にいた全員が、眼下の校庭へと目を向ける。

　天奏学館の正門前に現れたのは、体長六、七メートルにも達する漆しつ黒こくの熊くまだった。

　実体化して意思を持つほどの濃のう密みつな魔力の集合体。吸血鬼が従えているという異界からの召しよう喚かん獣じゆう──眷けん獣じゆうだ。

　だが、その眷獣を形成する魔ま力りよくの量と濃度は尋常ではなかった。さすがに吸血鬼の真祖には及ばないものの、〝旧ふるき世代〟の吸血鬼の平均を大きく上回っている。真祖直系の第七世代、ないし第六世代程度の力はありそうだ。

「これが臣しん民みん七千人ぶんの力かよ……！」

　矢や瀬ぜが緊張に声を震ふるわせる。魔術師ではない矢瀬でさえ、はっきりわかるくらい強烈な魔力の波動だ。鋭敏な霊れい能のう力りよく者しやである凪なぎ沙さは、青ざめて声も出せずにいる。

　しかしザナは漆しつ黒こくの熊くまの眷獣を眺めて、少し呆あきれたようにクスクスと笑い、

「なるほどね……ふふ、力を手に入れてはしゃぎたい気持ちはわかるけど、調子に乗りすぎた子にはお仕置きが必要ね」

「え……？」

　短いスカートの裾すそを翻ひるがえし、ザナは屋上から飛び降りた。猫を思わせるしなやかな動作で音もなく着地して、彼女はそのまま敵陣に向かって駆け出していく。

　ザナの両手に握られていたのは、先ほど彼女が取り出した銀色の金具だ。拳こぶしに嵌はめて相手をぶん殴るための凶器である。

「メリケンサック……!?　ちょ……そんな武器で眷獣相手になにをする気だ……!?」

　矢瀬は驚きよう愕がくに目を剝むいた。

　接近するザナに気づいて、熊の眷獣が咆ほう哮こうする。

　天てん奏そう学がつ館かんの正門を塞ふさいでいたバリケードが、眷獣の一撃でバラバラに崩ほう壊かいして飛び散った。

　飛来するバリケードの残ざん骸がいをヒラヒラとかわして、ザナは眷獣の懐ふところに潜りこむ。

　そして彼女は、銀色の凶器を握った右拳を、眷獣の脇わき腹ばらに叩たたきこんでいた。

　巨大な眷獣が数メートルほど吹き飛ぶように後退し、抉えぐられた脇腹を押さえて猛たけり狂くるう。

「け……眷獣をぶん殴ったぁ!?」

　矢瀬は声を裏返らせてうめいた。

　いくらグラマラスとはいえ身長百七十センチそこそこのザナが、体長六メートルを超える眷獣を殴り飛ばす。自分の目で見ても信じられない光景だ。

「まったく……最近の若い吸血鬼こは魔力ちからの使い方がなってないのよ。情けない！」

　軽やかなステップを踏みながら、ザナは次々にパンチを繰り出し、一方的に眷獣を殴り続けた。彼女の拳がめりこむたびに眷獣の輪郭が頼りなく歪ゆがみ、その肉体の一部が削そがれていく。

　あり得ないはずのその光景に、眷獣の宿やど主ぬしである吸血鬼の女は、なにもできないまま呆ぼう然ぜんと固まっていた。彼女の仲間の吸血鬼や、臣民たちも同様だ。

「なんだろう……あの人……雪ゆき菜なちゃんに似てる……」

　矢瀬の背中に隠れていた凪沙が、おそらく無意識のうちにそう呟つぶやいていた。

「……え？」

　凪なぎ沙さの言葉で、矢や瀬ぜも気づく。

　銀色の凶器を握ったザナの拳こぶしは、青白く輝かがやく霊気の奔ほん流りゆうを放っている。ありとあらゆる結界を破壊し、魔ま力りよくを無効化する神しん格かく振しん動どう波はの輝かがやきだ。ザナのメリケンサックは、雪ゆき菜なの槍やりと同じ、神格振動波駆動術式を刻印した武器なのだ。

　だが、洗練された現代的な武器である〝雪せつ霞か狼ろう〟と違って、ザナのメリケンサックは遥はるかに原始的で野蛮な武器だった。その荒々しい攻撃がザナの勇猛さと美しさを際立たせ、敵対する相手に絶望と敗北感を植えつける。

　なまじ強力な眷けん獣じゆうに頼っていたぶん、その眷獣が敗れてしまえば松まつ永ながドメインは脆もろかった。

　眷獣を一方的に蹂じゆう躙りんされている領主は、半泣きで戦意喪失状態。臣しん民みんたちは次々に逃げ出し、ほかの吸血鬼たちも逃げ腰になっている。もはや勝負の帰き趨すうは明らかだ。

　しかし天てん奏そう学がつ館かんと敵対しているのは、彼女たち松永ドメインだけではない。

「結ゆ瞳めちゃん、北門に動死体ゾンビが……！」

　モニタを監視していた女子生徒が、吐き気をこらえているような表情で叫んだ。

　風に乗って吹きつけてきたのは、生々しい腐ふ臭しゆうだ。

　天奏学館の校舎並みの身長を持つ巨人が、ゆっくりと起き上がって本部を睨にらんでいる。

　巨人の正体は、青黒く変色した腐ふ肉にくの塊かたまりだった。

　牛や豚、クジラなどの海かい生せい哺ほ乳にゆう類るい、魔ま獣じゆう、魔族、そして人間──様々な死体を継ぎ合わせて生み出した巨大な動死体ゾンビ。それが白しろ鳰におドメインの領主、〝腐ふ色しよくの魔女〟の兵士なのだ。

「動死体ゾンビを集めてクリーチャーを作り出したのか。むごいことをしやがるな」

　キイが不機嫌そうに唇くちびるを歪ゆがめた。

　苦痛を感じず、死を恐れない動死体ゾンビは、兵士としては優秀だ。敵の士気をくじくという効果も高い。だが、衛生的な問題と魔力消費の大きさがもたらす運用の難しさ、そしてなによりも人道的な問題から、動死体ゾンビの軍事利用は禁止されている。

　そんな怪物を創つくり出し、平然と市街地に投入する。悪魔と契約することで、人ならざる存在となった魔女ならではの非道な振る舞いだ。

「いいぜ、今すぐ塵ちりに返してやるよ」

　屋上の手すりを乗り越えたキイが、隣にある講堂の屋根へと飛び移る。ちょうど巨大動死体ゾンビと正面から対たい峙じする恰かつ好こうだ。

　腐臭を撒まき散ちらす動死体ゾンビが、いびつに曲がった腕を振りかざす。講堂の屋根ごと、キイを叩たたき潰つぶそうとしているのだ。

　キイは無防備に立ったまま、その動死体ゾンビの心臓部へと指先を向けた。

　いわゆる指鉄砲の要領である。

　バン、とキイが唇だけで呟つぶやいた。

　その瞬間、動死体ゾンビの巨体が揺れた。弾丸で撃ち抜かれたように大きくよろめき、仰あお向むけにゆっくりと倒れていく。

　驚おどろいたのは、〝腐ふ色しよくの魔女〟の陣営だった。自分たちの尖せん兵ぺいである巨大動死体ゾンビが、敵を攻撃するどころか、味方の頭上へと倒れてきたのだ。

　潰つぶされそうになった臣しん民みんたちが逃げ惑い、飛び散る腐ふ肉にくや腐ふ汁じゆうに悲鳴を上げる。

　死霊術師ネクロマンサーの魔ま女じよが怒り狂っていたが、倒れた巨大動死体ゾンビが再び立ち上がる気配はなかった。それどころか、彼女を取り巻く護衛の動死体ゾンビたちも次々に動きを止めて、死者の軍勢は総崩れになっていく。

「なんだ……なにがあった!?」

　矢や瀬ぜは屋上の手すりから身を乗り出して、退屈そうに座りこんでいるキイの背中を眺めた。

「あり得ぬ……！　逆ぎやく位い相そうの魔力をぶつけて魔力を打ち消し、死霊術ネクロマンシーを無効化したでござるか!?　まさか、まさか……そのようなことが……」

　有脚戦車ロボツトタンクの背中に乗ったリディアーヌが、魔力計測器のデータを眺めて、激しくうろたえていた。彼女の言葉で、矢瀬もようやくキイの行動の意味を理解する。

「魔力の干渉による魔術消波マジツクミユートだと……!?　世界中の軍事研究者や魔ま導どう技ぎ師しがいまだに実用化できずにいる技術だぞ!?　それを生身で使いこなしてるってのか!?」

「いかん、あの魔女……！」

　リディアーヌが表情を強こわ張ばらせた。〝腐ふ色しよくの魔女〟と呼ばれる死霊術師ネクロマンサーの周囲で、無数の魔法陣が発光している。臣民たちからありったけの魔力をかき集めて、キイの魔術消波マジツクミユートに対抗しようとしているのだ。

　だが、それは愚かな行動だった。

　彼女の死霊術ネクロマンシーは消えてしまったわけではない。正常に発動中なのである。キイが、逆向きの魔力をまったく同じ強さでぶつけているから、発動していないように見えているだけなのだ。

　喩たとえるなら、高級な耳栓を着けているせいで、スピーカーの音が聞こえていない状態だ。

　では、音が聞こえないからといって、その状態で、スピーカーにかかる電圧を限界以上に上げてしまったらどうなるか──

「悪いな、お嬢じようちゃん」

　哀あわれむように呟つぶやいて、キイが魔術消波マジツクミユートを解除した。

　遮断されていた膨ぼう大だいな魔力が、巨大動死体ゾンビへと一気に流れこむ。

　その凄すさまじい魔力量に、動死体ゾンビの肉体は耐えられなかった。死体に埋めこまれた魔術の媒体がことごとく吹き飛び、魔術配線がすべて焼き切れる。

　そして逆流した過剰な魔力は、術者である魔女本人を襲おそった。悲鳴を上げることもできないまま、魔女は地面に倒れて、全身を激しく痙けい攣れんさせる。領主としてというよりも、死霊術師ネクロマンサーとして確実に再起不能だろう。自分の身になにが起きたのか、彼女には最後まで理解できなかったはずだ。

「結ゆ瞳め殿！」

「わかってます」

　結瞳が漆しつ黒こくの魔ま力りよくの翼を広げていた。夢魔サキユバスの精せい神しん感かん応のう波はで、支配下にある魔ま獣じゆうへと命令を伝えているのだ。

　しかし彼女の命令は、厩きゆう舎しやにいる魔獣たちに向けられたものではなかった。

　結瞳の味方は、ほかにもいるのだ。絃いと神がみ島じまから遠く離れた、深度数千メートルの海底に──

　天てん奏そう学がつ館かんの敷しき地ち近くの路上。烈怒散蛇レツドサンダーや女渦ジヨーズの獣人たちが待機する広場の奥で、巨大な炎が噴き上がった。

　抉えぐられた道路の破片が周囲に飛び散り、爆ばく風ふうが矢や瀬ぜたちのいる屋上まで吹き寄せてくる。

　上空から飛来した隕いん石せきのような物体が、地面に激突して大爆発を起こしたのだ。

「レヴィアタンの生体ミサイルか……！」

　矢瀬はあんぐりと口を開けて、逃げ惑う獣人たちの姿を眺めた。

　神々の兵器と呼ばれる怪物〝レヴィアタン〟──その気になれば、絃神島そのものを破壊できる世界最強の魔獣が、結瞳の切り札だったのだ。

「今の攻撃は威い嚇かくですけど、まだ、やりますか──？」

　校内放送用のスピーカーを使って、結瞳が敵対する領主候補へと呼びかける。

　もちろん今の攻撃を見せられて、なおも彼女に逆らおうとする者はいなかった。

　魔族たちは散り散りに逃走を始め、臣しん民みんたちの多くが白旗を揚げる。

　天奏学館の生徒たちは、校内のあちこちで歓声を上げていた。戦せん闘とうは終わったのだ。領主候補である結瞳の圧勝だ。

　沸き立つ生徒たちとは離れた場所で、矢瀬は険しい表情を浮かべていた。

　矢瀬の目の前にいるのは、異国人の吸血鬼──キイだ。

「どういうつもりだ、キイ・ジュランバラーダ？」

　灰となって燃え尽きていく巨大な動死体ゾンビを眺めて、矢瀬が訊きいた。

「どうした、少年。怒るなよ。これでも苦労して手加減したんだぜ」

　講堂の屋根に座ったキイが、ばつの悪そうな表情で頭をかく。死霊術師ネクロマンサーを再起不能に陥おちいらせたせいで、矢瀬が怒っているのだと勘違いしたらしい。

　手加減した、という彼の言葉は真実だ。

　魔術消波マジツクミユートなどという面倒な真ま似ねをしなくとも、彼が眷けん獣じゆうを召しよう喚かんすれば、あの程度の動死体ゾンビを消し去ることは容易たやすい。だが、第だい一いち真しん祖その眷獣が出現すれば、被害は魔女一人では済まなかった。天奏学館の校内に、レヴィアタンのミサイル攻撃以上の損害が出ていたはずだ。

　だから矢瀬は、キイが魔女を倒したことに苛いら立だっていたわけではない。

「どうしてあんたが結瞳に手を貸すんだ？　まさか本気で絃神島の領主を目指してるわけじゃないだろ？」

「おー、そいつは愉たのしそうだな」

　その手があったか、とキイが真顔で手を叩たたいた。やけに真実味のある彼のリアクションに、矢や瀬ぜは慌あわてる。

「おい！」

「冗談だよ、少年。心配するな。まあ、領主選争なんてバカ騒さわぎを愉たのしませてもらってるのは事実だが、いちおう俺たちの目的はほかにある」

　取り乱す矢瀬を見上げて、キイは愉快そうに笑った。

「目的？」

　矢瀬は顔をしかめて訊きき返かえす。

　キイは口元に笑みを残したまま、瞳ひとみに昏くらい炎を宿して静かに告げた。

「──亡ぼう霊れい退治さ」
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　彩さい海かい学がく園えんの校舎内は、見知らぬ人々であふれていた。幼い子ども連れの家族や、包帯を巻いた負傷者の姿が目立つ。この領地ドメインに住む一般市民らしい。

「避難民が、こんなに……」

　見慣れた廊下を歩きながら、雪ゆき菜なは軽く動揺していた。

　絃いと神がみ島じまのすべての市民が、領主選争に巻きこまれている。理屈ではわかっていたことだ。だが実際に避難民の姿を目にしたことで、状況の深刻さを今さらのように痛感する。

「領主選争は一般人の被害が出にくいルールにはなっているけど、そうは言っても不安を感じてる人は多いからね。信頼できる領主の近くにいたいと思う人たちは多いんじゃないかな」

　雪菜たちを案内している宮みや住ずみ琉る威いが、穏おだやかな口調で説明する。

「つまり、これが全部、香か菅すが谷やさんを頼って集まってきた臣しん民みんってこと？」

　浅あさ葱ぎが感心したように眉まゆを上げた。

　四月からの編入生である雫しず梨りは、彩海学園においてもいわゆる新参者だ。それが彩海学園の代表者となって、これだけの近隣住民の信頼を得ているのだから、快挙といっていいだろう。領主選争という非常事態とはいえ、並大抵の努力で出来ることではない。

「残念ですけど、わたくしの功績ではありませんわ」

　雫梨が少し拗すねたように呟つぶやいた。

「え？」

　どういうこと、と浅葱が訊き返す。

　その直後、廊下の向こう側から近づいてくる誰かが、雫梨に気づいて親しげに手を振った。赤あか髪がみのお団子ヘアに三つ編みで、チャイナ服を着た若い女性だ。

「香か菅すが谷やちゃん、お疲れ。食事、届いてるよ。片付かないからすぐに食べてくれたりする？」

「……笹ささ崎さき先生？」

「あれ、姫ひめ柊らぎと藍あい羽ばじゃん。いつ絃いと神がみ島じまに帰ってきたりしたんだ？」

　チャイナ服の女が、雪ゆき菜なたちを見て吞のん気きに微笑ほほえんだ。

　知り合いの大人がいたことに、雪菜は自分でも意外なくらいの安あん堵どを覚える。

　笹ささ崎さき岬みさきは中等部の体育教師で、雪菜や凪なぎ沙さの元担任だ。南みな宮みや那な月つきの学生時代の後輩で、彼女と同じ国こつ家か攻こう魔ま官かんでもあるらしい。

　実のところ、雪菜にも岬の本当の実力はわからない。謎の多い人物なのだ。ただ、相当な実力者であるのは間違いなかった。彼女が彩さい海かい学がく園えんにいてくれたのは、雪菜にとっても朗報だ。

「帰国したのはついさっきです。先生もご無事でよかったです」

「そりゃ無事さ。那月先輩がいないぶんは働かないとね」

　礼儀正しく答える雪菜に、岬は明るく笑ってみせた。那月がいない、という彼女の言葉に、雪菜はかすかな違和感を覚える。

「この領地ドメインを管理してるのって、もしかして実は笹崎先生？」

　浅あさ葱ぎが小声で雫しず梨りに訊きく。雫梨は自じ嘲ちよう混じりの溜ため息いきをついて、

「当然ですわ。私だけで二万六千人もの臣しん民みんを集められるはずありませんもの」

「いやいや、香菅谷ちゃんは頑張ってくれてるよ」

　雫梨を力づけるようにバシバシと彼女の肩を叩たたく岬。

「そちらのお友達二人もね。あたしは純粋な魔族じゃないから、領主候補にはなれないしさ。香菅谷ちゃんがいてくれて本当に助かったりしてるって」

「ご心配なく、先生。聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスとして、自分の果たすべき役割はわかってますわ──っていうか、痛いです！　叩きすぎですわ！　痛い！」

「あの……南宮先生がいないというのは、どういうことでしょう？」

　涙目になっている雫梨を庇かばうように、雪菜が少し慌あわてて質問した。

　岬は投げやりな態度で首を振る。

「それはこっちが聞きたいなあ。領主選争が始まる直前に連絡が途絶えて、それきり行方不明になってたりするんだよ。まあ、連休中だから仕方ないけどさ」

「行方不明って……」

　雪菜はざわりとした胸むな騒さわぎを覚えた。気楽な口調を装ってはいるが、岬も当然、那月の身に異変が起きたことに気づいているはずだ。もしも那月が健在なら、領主選争のような馬ば鹿か騒さわぎを彼女が放置するはずがないからだ。

　動揺する雪菜に顔を寄せ、岬は声を潜ひそめて言葉を続ける。

「それから獅し子し王おう機き関かんの〝静寂破りペーパーノイズ〟が殺されかけたって噂うわさも流れたりしてる。終焉教団オーダー・ジ・エンドってのは、相当ヤバい連中みたいだね」

「閑しずか様が……？」

　雪ゆき菜なの顔から表情が消えた。一いつ瞬しゆん、足あし下もとが崩れ落ちるような錯覚に襲おそわれる。

　獅し子し王おう機き関かんの攻こう魔ま師しにとって、〝三さん聖せい〟の存在は絶対だ。権威がある、というような抽象的な理由ではない。単純に彼らが強いから──攻魔師としての力量が圧倒的だからだ。

　その古こ詠よみが殺されたといわれても、にわかに信じることはできなかった。

　だが、もしも岬みさきの情報が事実なら、終焉教団オーダー・ジ・エンドの力は、獅子王機関の最高戦力すら凌りよう駕がするということである。

「私は那な月つき先輩と違って学校の警備がメインのお仕事だから、人工島管理公社にはコネがなくてね。正直、今の状況は、わからないことだらけだったりするんだ。なので、ただの勘だけど、ひとつだけ忠告──領主選争なんてものは、ただのまやかしさ」

「まやかし……ですか？」

　元担任教師の唐とう突とつな忠告に、雪菜は曖昧な反応を返す。

　岬は構わずにマイペースで続けた。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドの目的は、たぶんほかにあったりするんだよ。だから、姫ひめ柊らぎたちは惑わされちゃ駄目だ。少なくともおまえと藍あい羽ばだけはね。面倒な臣しん民みんだの領地ドメインだののことは、私らに任せてくれていいからさ」

「どうして……わたしと藍羽先輩、なんですか？」

「おまえたちには、もう心に決めた領主がいるだろ？　領主選争なんかが始まる前にさ」

　岬が自信ありげに断言した。雪菜は戸惑いながら首を振り、

「領主……ですか？　いえ、あの……わたしは暁あかつき先輩の監視役というだけで、べつに彼が領主とか、そんなふうに思っているわけでは……」

「私は暁兄のことだなんて言った覚えはないんだけどな」

　岬がとぼけた口調で言って、雪菜は、ぐ、と言葉を詰まらせた。

　沈黙する雪菜を放置して、岬はそのまま雫しず梨りに向き直り、

「そうだ、香か菅すが谷やちゃん。バウチャーを十万ほど都合しておいてもらえるかな。体育館に避難してる人たちにも、食事と毛布を配ってあげたかったりするし」

「承うけたまわりましたわ」

　雫梨がスマホを取り出して、見慣れないアプリの操作を始める。

　雫梨の背後から画面をのぞきこんだ浅あさ葱ぎが、興味を惹ひかれたように目を眇すがめた。

「バウチャー……って？」

「選争管理委員会が発行している電子チケットですわ」

　ぎこちない手つきで、雫梨がアプリの操作を終える。画面に表示されたのは、戦争管理委員会とＭＡＲ社のロゴマークだ。

「領主ランキングの順位に応じて、もらえる枚数が決まってるんだ。領主はそのバウチャーで電気や水や食料を購入して、領地ドメイン内の臣しん民みんに配給してるってわけ」

　琉る威いが浅あさ葱ぎのために丁寧に説明する。浅葱は、ふむ、とうなずいて、

「領主ランキング……彩さい海かい学がく園えんドメインはＢ級１組なんだっけ？」

「そう。一位から七位までの領主がＡ級、Ｂ級１組は八位から十五位まで。少なくともＢ級の領地ドメインにいれば、領主選争が始まる前と生活レベルはほとんど変わらない」

「……逆に言えば、Ｃ級の領主の臣民は、なにがなんでもＢ級以上に上がろうとするわけね」

「そういうことだね」

　琉威の説明を聞きながら、浅葱は無意識に眉まゆをひそめていた。

　領主ランキングとは、単純に領主候補の戦せん闘とう能力を表しているだけではない。それ自体が、領主候補同士の争いを誘発するための罠わななのだ。

　弱小ドメインの臣民たちは生活の安定のため、有力ドメインの臣民たちは自分たちが貧しくなることを恐れて、領主候補に勝利を要求する。

　争いは、やがて恨みや憎しみを生み出し、新たな闘争の火種となる。そうやって絃いと神がみ島じま全土を戦いの渦うずへと巻きこんでいく。それが領主選争のメカニズム。狡こう猾かつで残ざん虐ぎやくな謀ぼう略りやくだ。

「そのアプリは？」

　雫しず梨りのスマホを指さして、浅葱が訊きく。答えたのはやはり琉威だった。

「選争管理委員会が配布している、領主候補専用のアプリだよ。バウチャーの管理以外にも、領主ランキングの速報や警報装置も入ってる」

「警報装置？」

「余よ所その領主の臣民が入りこんだことを警告する、レーダーみたいなものかな」

「もしかして、あたしたちがいきなり撃ち殺されかけたのは、そいつのせい？」

「僕が狙そ撃げきに使ったのは、いちおう弱い麻痺パラライズ系の呪じゆ術じゆつだったんだけどね」

　浅葱に責めるような目つきで睨にらまれて、琉威は降参するように両手を上げた。

「ほかにもいくつかのアプリが支給されてる。たとえばこの無料通信アプリは、同じ領地ドメインの住人だけでなく、同盟を結んだ領主の臣民同士でも通話が出来るんだ」

「同盟……そうか、狼愚ローグ連合もこれを使っていたわけね」

　浅葱が妙に感心したようにうなずく。純粋に技術的な興味を惹ひかれているらしい。

「そのアプリで、たとえば暁あかつき先輩と連絡は取れませんか？」

　雪ゆき菜なが、ふと思いついて口を挟はさむ。ほかの領地ドメインの臣民と通話ができるなら、古城が通話圏内にいる可能性もあるのではないか──そう思ったのだ。

　しかし琉威は少し困ったように首を振り、

「残念だけど、班長はまだ誰とも同盟を結んでいないんだ。同盟関係を結ぶには、領主同士が直接会ってコードを交換する必要があって、なかなか難しいんだよね」

「たしかにそれはハードルが高いわね」

　浅あさ葱ぎが琉る威いの意見に理解を示す。領主候補同士が接触するということは、どちらかの候補が相手の領地ドメインまで出向くということだ。追い詰められて仕方なく同盟を結ぶ場合はまだしも、そうでなければ、あまりにもリスクが大きすぎる。

「ところで、あたしたちは香か菅すが谷やさんの臣しん民みんになったってことでいいのかしら？」

　浅葱が今さらのような素朴な疑問を口にした。

　彩さい海かい学がく園えんは雪ゆき菜なたちにとっても馴な染じみ深い場所だし、雫しず梨りのことも信用している。領主と臣民の関係を結ぶには、十分な条件だと考えられた。

　しかし雫梨は、スマホの画面を睨にらんで首を傾かしげる。

「このアプリによれば、お二人は、すでにべつの領主の臣民として登録されていますわね」

「別の領主……ですか？」

　雪菜は少し驚いて、浅葱と顔を見合わせた。浅葱は不機嫌そうに顔をしかめて、

「どこのどいつよ、勝手に人の領主面づらして……？」

「この登録番号は、旧ウガキ・ドメインとなっていますけれど……」

「は、はい？」

「なんであたしがあの豚とんトロの臣民になってるのよ──!?」

　雪菜と浅葱は今度こそ仰天してうめく。

　たしかに宇う垣がきは、雪菜たちが最初に接触した領主候補だが、彼の臣民になった覚えはない。そもそも彼は古こ城じようにあっさりと敗北して、候補者の資格を失っているはずなのだ。
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「待って。その登録番号はべつの誰かに引き継がれてる。ただ、その人物のデータがないんだ」

　琉る威いがアプリの警告表示を指摘した。雪ゆき菜なたちはさすがにホッとした表情を浮かべて、

「未み登とう録ろく魔ま族ぞくということですか？」

「まさか……古城が？」

「獲かく得とく臣しん民みん数すうは五。支配領地ドメインはゼロ。必要最低臣民数に達していないため所属クラスはなし。領主ランキング千五百五十位タイ。絵に描かいたような泡ほう沫まつ候補ですわね」

　雫しず梨りが領主ランキングのデータを読み上げる。

　浅あさ葱ぎが軽く額ひたいに手を当てた。浅葱と雪菜、矢や瀬ぜと凪なぎ沙さ、そして夏か音のん──古城本人と、負傷してリタイアした宇う垣がきを数に含めなければ、臣民数は五人でちょうどピッタリだ。

「第だい四よん真しん祖そにあるまじき情けない数字ね」

「終焉教団オーダー・ジ・エンドなどという輩やからが決めた数字に価値などありませんわ」

　自じ虐ぎやく的てきに呟つぶやく浅葱を見て、雫梨は冷ややかに言い放つ。

　そんな雫梨を浅葱と雪菜が、驚おどろきの表情でジッと見つめた。

　領主ランキングの順位は、終焉教団オーダー・ジ・エンドによって決められた無意味な数値──そんな当たり前のことを、雫梨に指摘されるとは思ってもみなかったのだ。

「な、なんですの？」

「ああ、ごめん。いいこと言うな、と思って」

「はい。少し感動しました」

「聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスであれば、これくらい当然ですわ」

　浅葱と雪菜に素直な賞賛の言葉をかけられて、雫梨が照れたように頰ほおを赤らめる。

　そんな雫梨のローブの裾すそを、それまで無言だった優ゆ乃のがツンツンと引っ張った。

「その価値のないランキングなんだけど、ちょっと変動があったみたいだよ」

「変動……ですの？」

　訝いぷかしむ雫梨の目の前に、優乃が自分のスマホを差し出した。

「天てん奏そう学がつ館かんドメインの江え口ぐち結ゆ瞳めが支配領地ドメインを四つ増やして、一気にランキング八位に浮上。獲得臣民数がプラス三万三千だって。というわけでシズリンは、十二位タイに後退だね」

「それくらいはべつに構いませんけれども──」

「ちょ、ちょっと待って！」

　平静を装う雫梨の言葉を、浅葱が慌てて横から遮さえぎった。

「天奏学館って、あの天奏学館？　全寮制お嬢じよう様さま学校の？」

「結瞳ちゃんが……ドメインの領主？」

　領主ランキングに掲載されたアイコン風の顔写真は、間違いなく雪菜がよく知る江口結瞳のものだ。たしかに世界最強の夢魔サキユバスである結ゆ瞳めには、領主候補の資格がある。

「どうなってんのよ……って、基もと樹きと凪なぎ沙さちゃんも一緒に映ってるし！」

　領主候補個別ページのタイムラインには、なぜか矢や瀬ぜと凪沙が映った動画が掲載されていた。どうやら狼愚ローグ連合の残党に襲おそわれた彼らを、結瞳が助けたということらしい。

「あの……藍あい羽ば浅あさ葱ぎ？　あなた方、いったいなにを驚おどろいてるんですの……？」

　話についてこられない雫しず梨りが、少し苛いら立だったように訊きいてくる。

　絃いと神がみ島じまに来てまだ間もない彼女は、これまで結瞳と顔を合わせたことがない。当然、結瞳が夢魔サキユバスであることも、古こ城じようとの関係も知らないままだ。

「でも、たしかにこれはまずいかもねえ」

　優ゆ乃のがのんびりとした口調で言った。雫梨は不思議そうに眉まゆを寄せ、

「まずいって、なにがですの？」

「これだけ急激にランキングが上がると、周りがほっとかないんじゃないかなあ」

「そうだね。特にＡ級下位の領主は気が気じゃないだろうね。今はまだ戦力に開きがあるけど、このペースで成長されたら、いつ自分たちが蹴け落おとされるかわかったものじゃない」

　琉る威いが冷静に指摘する。浅葱は少し怒ったように彼を睨にらみつけた。

「天てん奏そう学がつ館かんドメインを潰つぷしにかかるってこと？」

「可能性は高いと思う」

　浅葱を気き遣づかうように控えめにうなずく琉威。

　そうだ、と優乃は、いかにも名案を思いついたというふうに可愛かわいらしく笑って、

「だったら同盟を結ぶのはどう？」

「同盟？　わたくしたちが天奏学館ドメインと？」

　雫梨が露骨に警戒したように目を細めた。あまり気乗りしないという表情だ。

　べつに結瞳が夢魔サキユバスだから嫌がってるわけではないし、見知らぬ小学生相手に同盟を申しこむことに抵抗を感じているわけでもない。見た目や言動こそ高飛車なイメージだが、雫梨はその手のつまらないプライドとは、良くも悪くも無縁の少女だ。

　雫梨がためらいを感じているのは、天奏学館との同盟には危険が伴うからである。

　急激に力をつけたせいで天奏学館が狙ねらわれているというのなら、彼女たちと同盟を結ぶことで、彩さい海かい学がく園えんまでもが襲しゆう撃げきを受ける可能性が高い。そうなれば彩海学園ドメインの臣しん民みんたちも危険に晒さらされる。そうなることを雫梨は恐れたのだ。

　しかしもちろんメリットもある。有力な同盟相手を持たずに孤立している彩海学園ドメインにとって、いざというときに頼れる味方が増えるのは素直にありがたい。周辺の領主候補への牽けん制せいという意味でも、戦略的に意義のあることだった。

「大丈夫、結瞳ちゃんは信用できます。わたしたちの友達ですから」

　躊ちゆう躇ちよする雫梨に、雪ゆき菜なが助言する。そうそう、と浅葱も同意して、

「ちょっと生意気だけど、礼儀正しくて、すごくいい子よ。特に古こ城じように懐なついてて」

「……あの男は小学生が相手でも見み境さかいなしですの？」

　古城の名前が出た途端に、雫しず梨りが呆あきれたような感想を洩もらした。冗談めかした雫梨の言葉に、浅あさ葱ぎと雪ゆき菜なは微妙な表情を浮かべる。

「どうかしらね……さすがに結婚云うん々ぬんは冗談だと思いたいけど」

「でも、結ゆ瞳めちゃんは可愛かわいいですから」

「否定しないんだ……」

　優ゆ乃のが面白そうにケラケラと笑った。雫梨は言葉をなくして固まっている。

「こちらから同盟を持ちかけるとなると、班長に直接出向いてもらうことになるけど」

　琉る威いが雫梨のスマホを操作して、天てん奏そう学がつ館かんまでの安全な経路を表示した。

　天奏学館があるのは人工島南地区アイランド・サウスと西地区ウエストの境目付近。破壊された増設人工島サブフロートに近い場所だ。そのあたりを縄張りにしていた狼愚ローグ連合が壊かい滅めつしたせいで、周辺地区の領主候補が睨にらみ合う危険な空白地帯になっている。

「あの……結瞳ちゃんと交渉するなら、わたしが香か菅すが谷やさんと一緒に行きます」

　雪菜が控えめに手を挙げて志願する。なるほど、と浅葱も同意して、

「そうね。香菅谷さんが一人で天奏学館に乗りこんだら、侵略行為と誤解されかねないものね」

「誤解って……この慈愛に満ちたわたくしのどこが侵略者に見えますの……!?」

「たしかに、向こうの領主の知り合いが一緒のほうがいいだろうね。相手は小学生の女の子なんだし──」

「そうだねえ。いきなり声をかけたら通報される案件だよねえ」

「なんでわたくしが不審者みたいな扱いになってますの!?」

　真面目に心配し始める琉威と優乃に、雫梨がキレ気味に反応する。

　とはいえ、領主候補である雫梨の護衛は必要だし、彩さい海かい学がく園えんドメインの防衛のために戦力を残しておく必要もある。結瞳の友人である雪菜が雫梨に同行して、琉威と優乃が岬みさきとともに彩海学園に残るのは、悪くない人材配置だと思われた。

「ところで、姫ひめ柊らぎ雪菜。さっきの話ですけど──」

　コホン、と小さく咳せき払ばらいして、雫梨が雪菜へと詰め寄った。雪菜はきょとんと首を傾かしげて、

「え……と、さっきの話……というのは？」

「天奏学館ドメインの領主と暁あかつき古城の関係ですわ！」

　廊下の壁にドンと手を当てて、逃げられないように雪菜を追い詰めていく雫梨。

「その二人、どういう知り合いなんですの？　もう少し聞かせてくださいまし！　詳しく！」

「え？　え？」

　鬼き気き迫る雫梨の勢いに、雪菜は圧倒されつつ頭上を仰ぐ。

　雫梨と結瞳の同盟締結は、なかなか面倒な仕事になりそうだった。
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　そのころ古こ城じようは、ラブホテルの一室で硬直したままだった。

　目の前に立っているのは叶かな瀬せ賢けん生せい。元アルディギアの宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ師しにして、夏か音のんの養父だ。

　一方の古城は、バスローブ姿の夏音と、同じベッドの上で並んで固まっている。気まずいなどというものではない。殴られても文句を言えない危機的状況だ。

「叶瀬の親おや父じさんが……なんで……？」

　古城はかすれた声でようやく呟つぶやいた。

　高位の魔導技師である賢生は、空間制御魔術が使える。彼が突然現れたこと自体は不思議ではない。問題なのは、なぜよりによってこのタイミングで出現したのか、ということだ。

　賢生がゆっくりと周囲を見回して、古城たちのほうへと一歩近づいた。

「待て。誤解だ。俺と叶瀬は服を洗濯していただけで、疚やましいことはなにもないからな！」

　古城は、賢生の迫力に怖おじ気けづきながらも必死で釈明する。

　この状況で自分が彼の恨みをかうのは仕方がないが、なんの落ち度もない夏音が養父に[image: 叱]しかられるのは忍びない。夏音の名誉のために誤解を解かなければ、と思ったのだ。

　しかし賢生はそんな古城を無視して、夏音の膝ひざの上の黒猫に呼びかける。

「済まない。空間転移の座標設定に思いのほか手間取った。やはり〝空くう隙げきの魔女〟のようにはいかないな」

「構わないさ。おかげであたしもこの子たちとゆっくり話が出来たからね」

　顔を洗うような仕草をしながら、黒猫が小さくあくびをした。

　どうやら叶瀬賢生をこの場に呼んだのは彼女だったらしい。二人はいちおう知り合いなのだ。

「怒ってない……のか？」

　普段と変わらない態度の賢生を見上げて、古城が訊きく。

　賢生は陰気にうなずいて、

「夏音はこう見えてしっかりした子だ。その夏音がきみを信頼して肌を許したのだから、私が今さら口を出すようなことでもあるまい」

「いやだから肌を許すというか、服が乾くのを待ってるだけなんだって」

「ただし男として責任は取ってもらうぞ、第だい四よん真しん祖そ」

「あんたさっきからわかっててわざと言ってんだろ！」

　古城が頭を抱えて喚わめいた。

　直後、部屋の中に軽やかな電子音が流れた。電子音の発生源は、バスルームの隣に置かれた洗濯乾燥機だ。

「ちょうど乾いたみたいでした」

　夏か音のんがマイペースで立ち上がり、乾いた衣服の回収に向かう。

　古こ城じようは激しい疲労を覚えながら賢けん生せいを見上げた。

「どうして叶かな瀬せの親おや父じさんがここにいるんだ？　人工島管理公社に監禁されてたはずだろ？」

「その人工島管理公社が壊かい滅めつ状態だからな。私が囚とらわれたままでいる必要もあるまい？」

「いいのか、それで？」

　脱走じゃねーか、と古城は顔をしかめる。

「公式記録上は、叶瀬賢生は犯罪者ってわけじゃないからね。この状況では、出歩くくらいは許されるだろうさ。魔ま族ぞく収容所から脱走した、ほかの魔ま導どう犯罪者たちとは事情が違う」

　黒猫が苦笑しながら賢生を擁よう護ごした。古城は妙な心のざわつきを覚えて黒猫を見返し、

「まるで収容所から脱走した魔導犯罪者がいるみたいな言い方だな……？」

「領主候補の何割かは、脱獄囚のはずだよ。そうでなきゃ、いくらなんでも二日やそこらで、絃いと神がみ島じまの治安がここまで乱れるはずがないだろう？」

「狼愚ローグ連合みたいな連中がどこから湧わいたのかと不思議に思ってたら、そういうことかよ……」

　黒猫のぞんざいな言葉に、古城はうんざりと舌打ちした。

　そんな古城のもとに、夏音が、乾いた衣服をわざわざ畳んで持ってきてくれる。

　隣で一緒に着替え始めようとした彼女を、慌ててパーティションの奥へと追い払い、古城は疲れた声で質問を続けた。

「だけど本気でヤバい連中は、那な月つきちゃんが管理してるから大丈夫なんだよな？」

　その瞬しゆん間かん、なぜか部屋の中の空気が変わった。賢生の表情が陰気さを増し、黒猫も古城から目を逸そらす。

「え？　なんだ、この沈黙……？　おい、先生？」

　普通の猫のふりをして黙りこむ縁ゆかりを、古城は無理やり捕まえて強引に問とい質ただす。それでも黒猫は口を割らない。

　そうこうしているうちに着替えを終えた夏音が、身だしなみを整えて戻ってくる。

「お待たせでした」

「では、行こうか」

　これ幸いとばかりに叶瀬賢生が告げた。古城は驚おどろいて彼と黒猫の表情を見比べる。

「行くって、どこへ？　ホテル代は？」

「今日のところは獅し子し王おう機き関かんが立て替えておくから、あとで雪ゆき菜なに払っておくれ」

「って、払えるかっ！」

　嫌がらせとしか思えない黒猫の発言に、古城は声を裏返らせて怒鳴った。ここで強く釘くぎを刺しておかないと、この黒猫は、本気で雪菜に取り立てを命じかねないと思ったのだ。

　古城たちの間の抜けたやり取りの間に、賢生は魔法陣の準備を始めていた。

　空間転移テレポートは高等魔ま術じゆつであり、賢けん生せいといえども、事前の準備もなく使うことはできないのだ。それが可能なのは、那な月つきのような、ごく一部の強力な魔女だけである。

「私につかまりなさい、夏か音のん。第だい四よん真しん祖そも」

　夏音が賢生と手を繫つなぎ、空いたもう一方の手で古こ城じようの手を握った。

　賢生が複雑な呪じゆ文もんを唱えて魔術を発動。古城たちの視界が目め眩まいのように揺らぐ。

　重力から解き放たれたような一いつ瞬しゆんの浮遊感に襲おそわれて、それが治まったとき、古城たちは見慣れない建物の中にいた。窓のない地下室のような殺風景な部屋だ。

　室内には大量の書物とコンピューター、そして魔術用の実験器具が整然と配置されている。

「ここは……あんたの研究室か？」

　落ち着かない気分で室内を見回して、古城が訊きいた。

「絃いと神がみ島じま第六魔ま導どう研究所。禁きん呪じゆクラスの魔術を扱う最高機密指定の魔導研究施設だ。領主選争が始まったあとも生き残っている、数少ない人工島管理公社の関連施設だな」

　賢生が近くにあったモニタを操作して、建物の見取り図を表示した。

　研究所があるのは人工島北地区アイランド・ノースの地下最下層。外界から隔離された、収容所に近い場所らしい。その特殊な閉鎖環境が、結果的に研究所を領主選争から救った。研究所を護衛する特区警備隊アイランド・ガードの部隊も、無傷で残存しているらしい。

「この建物の水や電力は、絃神島本体とは別系統の自前のシステムで供給されている。食料の備蓄も十分だし、隣接する領地ドメインの領主候補とは、相互不可侵ということで話がついている。今のところは安全だ」

「今のところは、か……まあ、あんたが無事だったのはよかったと思うけど」

　古城は疑うような眼まな差ざしを賢生に向けた。縁ゆかりと共きよう謀ぼうし、空間転移テレポートのような魔術を使ってまで、こんなところに連れてきたのは、古城を安全な場所に匿かくまうためではないはずだ。と、

「──院長様！」

　古城の傍らに立っていた夏音が、唐とう突とつに喜びの声を上げた。

　研究室のくたびれたソファの上に、身長三十センチに満たない、オリエンタルな美貌の人形が座っている。その人形が、夏音の呼びかけに顔を上げた。そして妙に尊大な態度で口を開く。

「おお、夏音。長旅お疲れであったな。時差ボケはもう大丈夫なのか？」

「最初に心配するところはそこじゃねえだろ……」

　彼女のズレた発言に、古城が溜ため息いきをついた。その人形の正体は、ニーナ・アデラードと呼ばれていた古いにしえの大だい錬れん金きん術じゆつ師し──その成なれの果はてだった。

　とある事件で肉体の大部分を失った彼女は、それ以来、この小動物めいたサイズになって、夏音に飼われているのである。しかしそんな姿になって、なおも尊大な態度を崩さないのが、彼女の偉大なところかもしれない。

「なんで、ニーナが叶かな瀬せの親おや父じさんと一緒にいるんだ？」

　古こ城じようがますます警戒したように訊きいた。それに答えたのは縁ゆかりだった。

「その女はあたしが呼んだのさ。人工生命体ホムンクルスの修理にいちばん詳しいのは、なんといっても錬れん金きん術じゆつ師しだからね。亀かめの甲こうより年の功ってやつさ」

　黒猫が口にした何気ない言葉に、カチンと来たというふうにニーナが頰ほおを引ひき攣つらせる。

「主ヌシにだけは年寄り扱いされたくはないのう、長命種エルフのご老体よ。妾ワシはまだ二百年そこそこしか生きておらぬのでな」

　その言葉に黒猫がピクリと耳を震ふるわせた。

「さらっと七十歳もサバを読んでるんじゃないよ。おまえさんが二百歳のときはあたしはまだ生まれてすらいないよ」

「いくらなんでもそのバレバレの噓うそは見苦しすぎるぞ。日本に農耕と稲作を伝えたのは、主ヌシだというではないか」

「いくら長命種エルフでもそこまで長生きした覚えはないよ！」

「あんたたちの年齢の話はあとにしてくれ。それよりも人工生命体ホムンクルスの修理ってなんだ？」

　人形と黒猫の不毛な争いを、古城が情けない表情で制止する。だが、古城の質問に縁たちが答える前に、隣で夏か音のんが息を吞のむ気配があった。

「お兄さん……」

「え？」

　動揺する夏音の視線を追って、古城が研究室の奥に目を凝こらす。

　ガラス張りの壁の向こう側。薄うす暗ぐらい個室の中に設置されていたのは、熱帯魚の水すい槽そうに似た透明な円柱だった。円柱の中には青い液体が満たされて、その中になにかが浮かんでいる。

　それは小柄な少女だった。

　藍あい色いろの長い髪が海草のように水中をたゆたい、真っ白な素肌が目に眩まぶしい。

　酸素供給用のチューブを除けば、彼女はなにも身に着けていなかった。代わりに彼女の肌を覆っていたのは包帯だ。ほっそりとした上半身がギプスで固定され、滲しみだした血液が水槽の中の溶液を汚している。

「アスタルテ……」

　古城が彼女の名前を呼ぶ。水槽の中に浮かんでいたのは、古城のよく知る人工生命体ホムンクルスの少女だった。南みな宮みや那な月つきの助手のアスタルテが、重傷を負って眠っているのだ。

「どういうことだ!?　アステルテになにがあった……!?」

「終焉教団オーダー・ジ・エンドさ」

　詰め寄る古城に、黒猫が答えた。

「なに……!?」

「キーストーンゲートが終焉教団オーダー・ジ・エンドに襲しゆう撃げきされた夜、この子は窮きゆう地ちに陥おちいった特区警備隊アイランド・ガードの支援に行ったんだよ。南宮那月と一緒にね」

「眷けん獣じゆうは……？　アスタルテは眷獣を使わなかったのか？」

　古こ城じようは困惑して訊きき返す。

　アスタルテは世界で唯一の眷獣共生型人工生命実験体だ。彼女は人工生命体ホムンクルスでありながら、眷獣を使し役えきすることができるのだ。

　アスタルテの人工眷獣〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟は、第だい四よん真しん祖その眷獣ですら容易には倒せない高い防御力を持っている。いくら終焉教団オーダー・ジ・エンドでも、眷獣召しよう喚かん時じの彼女を容易に傷つけられるとは思えない。

　しかしニーナは冷ややかに首を振る。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドの攻撃は、眷獣ごとアスタルテを斬きり裂さいておる」

「斬り裂いた？」

「いかにも。アスタルテを傷つけたのは、鋭利な刃物による斬ざん撃げきだ」

「ただの刃物で、アスタルテの眷獣を斬ったのか？」

　あまりの驚おどろきに、古城は一いつ瞬しゆん、怒りを忘れた。

　濃のう密みつな魔ま力りよくの塊かたまりである眷獣には、単純な物理攻撃はほとんど効かない。銃弾どころか、戦車砲でもおそらく無意味。ましてやただの刃物ごときが、眷獣の防御を貫いて、宿やど主ぬしを傷つけることなど絶対にあり得ない。出来の悪い冗談にしか聞こえなかった。だが、

「なにを驚く？　それを可能とする武器の持ち主が、主ヌシの身近にもいるであろう？」

「なに……？」

　ニーナの指摘に古城はうめいた。そう、古城はその武器の名を知っている。過去にその使い手の力を借りて、アスタルテの眷獣を倒したことがあるからだ。

「獅し子し王おう機き関かんの七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアー、それに六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス──原理は違うが、それらは眷獣を斬り裂くことができる。そのために造られた武ぶ神しん具ぐだからだ」

　古城の代わりに答えたのは叶かな瀬せ賢けん生せいだった。獅子王機関の剣けん巫なぎの専用武器──七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーは眷獣の魔力を無効化することで、六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスは空間そのものを斬り裂くことで、眷獣にダメージを与えることができるのだ。

「そしてもうひと振り──人工眷獣〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟の天敵と呼べる武器がある。聖団ギゼラの魔剣〝炎喰蛇ハウラス〟だ」

「〝炎喰蛇ハウラス〟……だと？」

　古城はギョッとして賢生を睨にらんだ。

　魔剣〝炎喰蛇ハウラス〟の現在の持ち主は、香か菅すが谷や雫しず梨りだ。暑苦しいほどの正義感の塊である彼女に限って、アスタルテを傷つけることなどあり得ない。その確信が、怒りとなって滲にじみ出る。

　しかし陰気な魔ま導どう技ぎ師しは、平然と古城の視線を受け止めて続けた。

「斬りつけた相手の魔力を奪って自らの威力に変える〝炎喰蛇ハウラス〟は──あるいは〝炎喰蛇ハウラス〟と同等の魔剣ならば、〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟を斬り裂くことができる。〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟は、自分自身の魔力でダメージを受けることになるからな。それがあの人工生命体ホムンクルスを傷つけた攻撃の正体だ」

「同等の魔ま剣けん……そうか……終焉教団オーダー・ジ・エンドにも〝炎喰蛇ハウラス〟を持ってるやつがいるのか……！」

　古こ城じようが拳こぶしを震ふるわせた。叶かな瀬せ賢けん生せいが、自分をここに連れてきた理由をようやく理解する。

　これは警告だったのだ。敵の武器は〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟を斬きり裂さいた。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうが、同じ運命を辿たどらないとも限らない。彼らはそれを古城に忠告してくれたのだ。終焉教団オーダー・ジ・エンドを侮あなどるな、と──

「アスタルテは助かるのか？」

　古城が真剣な口調で訊きいた。ニーナが尊大な表情で笑う。

「妾ワシを誰だと思っている？　古いにしえの大だい錬れん金きん術じゆつ師したるニーナ・アデラードの名にかけて、必ずこの娘を救ってみせるとも」

「頼む」

「任せておけ。せっかくだから胸も少し盛もっておいてやろうかの」

「あー……そういうのは、ほどほどにな」

　緊張感のないニーナの言葉に、古城は笑った。夏か音のんも小さく微笑ほほえんでいる。

　水すい槽そうの中に浮かぶアスタルテを見上げて、黒猫が深々と息を吐く。

「あたしがキーストーンゲートに着いたとき、この娘は、自らも瀕ひん死しの重傷でありながら、傷ついた攻こう魔ま師したちの応急処置を行っていたんだよ。この娘がいなければ、古こ詠よみはとっくに命を落としていたはずさ」

「こいつはそういうやつなんだよ。もともと戦いになんて向いてないんだ。那な月つきちゃんだってそれを知ってるから、俺たちの学校に連れてきてなるべく普通の生活を送れるように──」

　そう言いかけたところで、古城は動きを止めた。

　動揺で全身の血の気が引いていく。喉のどが震えて、上う手まく呼吸ができない。こんなにも大切なことに今まで気づかなかった己の愚かさが呪のろわしい。

「那月ちゃんは……!?　那月ちゃんはなにをやってるんだ!?　アスタルテがこんな目に遭あってんのにほっとくなんて──」

「南みな宮みや那月は、喰くわれたそうだ」

　嚙かみつくような勢いで質問する古城に、黒猫が無感情な声で告げた。

　古城は呆あつ気けにとられたように目を瞬またたく。

「喰わ……れた？」

「終焉教団オーダー・ジ・エンドの触手使いが、南宮那月を体内に取りこむのをアスタルテが目撃していた。彼女の生死は不明だよ」

　黒猫が淡々と事実だけを告げてくる。

「だけど、那月ちゃんは……」

「そう。〝空くう隙げきの魔女〟の本体が存在するのは、彼女が自らの夢の中に創つくり出した異空間だ。彼女が眠り続けている限り、誰も本当の意味で南みな宮みや那な月つきを傷つけることはできない」

「だったら──！」

　わずかな希望にすがろうとする古こ城じようを、黒猫が冷ややかに睨にらんで制止した。

「ただし、敵が〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟を上回る空間使いであれば話はべつだ。現実世界における彼女の分身体を〝鍵かぎ〟にして、監かん獄ごく結けつ界かいへの侵入を果たすことができるかもしれない」

「終焉教団オーダー・ジ・エンドが、今さら監獄結界になんの用があるんだ……？」

「それがわかれば苦労はないさ」

　黒猫が冷たく切り捨てるように言った。

「だが、上う手まくいけば、それが彼らの正体を知るための突破口になるかもしれないな」

「……突破口？」

「なぜ彼らが〝炎喰蛇ハウラス〟と同じ魔剣を持っているのか。なぜ監獄結界に侵入しようとしているのか──その理由がわかれば、終焉教団オーダー・ジ・エンドの目的がわかるかもしれない」

「えらくまどろっこしい話だな」

　古城が精いっぱい皮肉っぽく言い返す。黒猫はかすかに苦笑したようだった。

「それだけ厄やつ介かいな相手ということさ。それはおまえさんもわかってるんだろ？」

「……どうやって調べればいい？」

「それはこちらで引き受けるよ。情報の収集と分析はテロ対策の基本だからね。獅し子し王おう機き関かんの専門領域さ」

　黒猫が力強く言い切った。政府の許可が下りないため、獅子王機関本部からの増援は派遣できない。だが、情報提供で間接的に協力することはできる──彼女はそう言っているのだ。

　それは悪くない申し出だった。ネットワークが使えない今の絃いと神がみ島じまよりも、日本本土にいる彼女たちのほうが情報収集には圧倒的に有利だからだ。

「わかった。ついでに〝吸血王ザ・ブラツド〟の情報も集めておいてくれ」

「〝吸血王ザ・ブラツド〟……？」

　黒猫が怪け訝げんそうに髭ひげを揺らす。古城は苦々しげな表情で首しゆ肯こうし、

「あいつは第四真祖オレと同じ眷けん獣じゆうを使った。それが手がかりになるはずだ」

「第だい四よん真しん祖そと同じ眷獣を操り、第四真祖を名乗る吸血鬼か。なかなか興味深い話だ」

　叶かな瀬せ賢けん生せいが、好奇心を刺激されたように瞳ひとみを鈍く輝かがやかせる。古城は疲れたように首を振り、

「だから面白がってる場合じゃないんだって」

「たしかに大きなヒントだね。いいだろう。情報を集めてみるよ」

　黒猫がニヤリと目を細めて笑った。

「ああ、あてにしてるよ」

　古城は素直に期待の言葉を口にした。

　ここまで終焉教団オーダー・ジ・エンドには、わけもわからないまま、一方的に振り回され続けてきた。だが、ようやく反撃の糸口がつかめたのだ。ほんのわずかな希望だが、なにもないより遥はるかにマシだ。

「それで、第だい四よん真しん祖その坊やは、これからどうするつもりだい？」

　黒猫が古こ城じようを試すような口調で訊きいてくる。

　そうだな、と古城はしばらく逡しゆん巡じゆんした。

　この研究所が安全という叶かな瀬せ賢けん生せいの言葉を信じるならば、アスタルテのことはニーナたちに任せておけばいいだろう。次に古城が優先すべきことは、やはり雪ゆき菜なたちとの合流だ。

「親父さん、空間転移テレポートで俺を彩さい海かい学がく園えんまで連れて行くことってできるか？」

　古城が賢生に確認する。しかし賢生は不機嫌な表情で古城を睨にらみ、

「きみに義父おやじと呼ばれる筋合いはないが？」

「……って、そういう意味で言ったんじゃねえよ！　わかれよ！」

「冗談だ」

　賢生が口元だけの陰気な笑みを浮かべ、古城は大げさに頭を抱えた。この男の冗談は、あまりにもわかりにく過ぎる。

「だが、空間転移テレポートか……おそらくそれは無理だろうな」

「え？」

　賢生が険しい表情で天井を見上げた。

　パラパラと埃ほこりが舞い落ちて、ＬＥＤ照明がチラチラと点滅する。遠えん雷らいのような低い音が鳴り、研究所の建物がかすかに震ふるえた。絃いと神がみ島じまの大地が揺れているのだ。

「なにがあった？」

　古城が賢生に問い返す。賢生が静かに首を振る。

「大規模な空間震しん動どうだ。おそらく終焉教団オーダー・ジ・エンドだろう」

「終焉教団オーダー・ジ・エンド……？　空間震動だと？」

　激しい縦揺れに襲おそわれて、古城は壁際まで吹き飛ばされた。倒れこんできた夏か音のんと黒猫、ついでにニーナを抱き留める。

　賢生が壁のモニタを点つけた。映し出されたのは絃神島の全景だ。

　強い陽ひ射ざしに照らされた亜熱帯の青い空。白い雲。所狭しと密集した近代ビル群。

　そのすべてが、波紋のように揺れていた。

　雨上がりの澄んだ水たまりのような、異界へとつながる虹にじ色いろの空くう隙げき。巨大な空間の揺らぎが絃神島を覆おおい尽くしている。それが絃神島を揺らす震動の正体だ。

　やがて水面をかき分けるようにして、虚こ空くうから影が出現する。

　純白のローブをまとった人ひと型がたの影だ。

　数は数百。あるいは数千か──

　そして彼らの頭部は、様々な生物の頭とう骨こつを模もした仮面で覆われている。

　その姿は、まさに絃神島に舞い降りた死神の群れだった。

「なんだ、これは……!?」

　古こ城じようがかすれた呟つぶやきを洩もらす。

　断続的な震しん動どうが、再び人工島を揺らし始めていた。

　モニタに映る景色のそこかしこで、爆ばく発はつの炎が噴き上がる。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たちと、領主候補の間で戦せん闘とうが始まっているのだ。

　多数の領地ドメインに分断された絃いと神がみ島じま。領主候補同士の同盟と対立。そして襲しゆう来らいした数千人もの終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たち。

　今や領主選争は、戦争へと変わりつつある。絃神島を焼き尽くす本物の戦争に──

「なんなんだよ、おまえたちはッ……！　終焉教団オーダー・ジ・エンドッ！」

　古城の咆ほう哮こうが、地下の研究室に響ひびき渡る。

　吸血王を名乗る美しい少年の哄こう笑しようが、どこか遠くで響いている気がした。
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　白はく磁じのティーカップを傾けて、琥こ珀はく色いろの液体を口に含む。

　そして彼女は、眉まゆをひそめた。人形のように端整な顔をしかめて、呆あきれたように首を振る。

「不ま味ずい」

　カップを乱暴に投げ出す南みな宮みや那な月つきを、金髪の少年が少し困ったように見返した。〝吸血王ザ・ブラツド〟と自称する少年である。

　彼らがいるのは古びた城じよう砦さいの一室。窓のない殺風景な喫茶室テイールームだった。木目の美しいアンティークのテーブルを挟はさんで、那月と少年は向かい合って座っている。

　那月を椅い子すに縛しばりつけているのは、呪じゆ紋もんを刻んだ長いリボンだ。今の那月は虜りよ囚しゆうの身。終焉教団オーダー・ジ・エンドの人質なのである。

「お気に召しませんでしたか？　現在では手に入らない最高級の茶葉を使っているのですが」

　しかし、捕らえた那月に向かって、少年は丁てい重ちように問いかけた。

「控えめに言ってアスタルテの小便以下だな。貴様らにはお似合いだ」

　那月が傲ごう岸がんにせせら笑う。

　その振る舞いに激げつ昂こうしたのは、少年の背後に控えていた紅あかい瞳ひとみの少女だった。

「小娘がッ……！」

　少女の白いローブの裾すそから、無数の黒い触手が吐き出された。

　それぞれ独立した意思を持つ蛇のように蠢うごめいて、触手たちは那月のもとへと殺到する。

　その凶悪な触手の一撃は、那月の細い首を容易たやすくへし折り、四し肢しを容よう赦しやなく裂くだろう。

　だが、那月に触れる寸前で、彼らは躊ちゆう躇ちよするように動きを止めた。

「どうした？　やらないのか？」

　透明な粘液を垂らす触手たちを眺めて、那月は笑う。少女が悔しげに紅い目を細める。

「できないか。私に目を覚まされると困るのだろう？」

「……お気づきでしたか」

　金髪の少年が穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　触手たちが不満そうに身み悶もだえしながら、少女のローブの中へと戻っていく。

　その醜しゆう悪あくな姿を見ても、那月は表情を変えない。少女が、最後の最後で冷静さを取り戻してしまったことを、むしろ残念だと感じているようでもある。

「魔ま女じよに与えられる能力は、契約の代償の大きさによって決まる……」

　目の前の紅茶をかき混ぜながら、那月は独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「我が〝輪環王ラインゴルト〟と同等の守護者を持つということは、その女は、私と同じ契約を課されているということだ。すなわち監かん獄ごく結けつ界かいの獄ごく卒そつとしての役割だ──違うか、蛸たこ娘むすめ？」

「──っ！」

　言葉にならない短い唸うなり声ごえとともに、紅あかい瞳ひとみの少女が那な月つきへと詰め寄る。

「やめなさい、メリロエ」

　あっさりと挑発に乗せられた少女を、〝吸血王ザ・ブラツド〟が鋭く制止した。

　そして彼は、那月をあやすように柔らかく呼びかける。

「あなたを目覚めさせるわけにはいかない。仙とこ都よ木ぎ阿あ夜やのような愚行を繰り返すつもりはありません。監かん獄ごく結けつ界かいは、あなたの夢の中にあってこそ価値がある」

　少年の言葉に、那月は小さく眉まゆを上げた。

　監獄結界とは、那月が自らの夢の中に構築した異世界だ。

　いばらの城で眠り続ける王女のように、那月は己の夢の中で眠り続ける。

　そして時の止まったその異世界に、凶悪な魔ま導どう犯はん罪ざい者しやたちを幽ゆう閉へいし続ける。それが那月が支払うべき代価。復ふく讐しゆうのために力を求めた幼き日の那月が、悪魔と交わした契約の代償なのだ。

　その〝異界の牢ろう獄ごく〟で眠り続けている限り、那月は何者にも傷つけられることはない。

　老いることも傷つくことも、命を落とすこともない。

　ゆえに那月を恨む者たちは、これまであらゆる手段を尽くして、彼女を目覚めさせようとした。那月が夢から覚めない限り、監獄結界に囚とらわれた罪人が脱獄することは不可能だからだ。

　しかし〝吸血王ザ・ブラツド〟は、那月を目覚めさせる気はないと言う。そのことを意外に思ったのだ。

「奈落タルタロス、氷地獄コキユートス、陰府ヨミ、空中楼ろう閣かく──呼び名は様々ですが、神々すら永遠に閉じこめる呪のろわれた牢獄は、遥はるか過去の時代から世界各地に存在しました。そのような異界の牢獄には、常に一人の管理者が存在する──あなたと同じように」

「管理者？　哀あわれな生いけ贄にえの間違いだろう？」

　那月が自じ嘲ちようするように混ぜ返す。

「そうですね。彼らもまた牢獄から出ることは叶かなわない」

　少年は、那月の言葉を認めてうつむいた。

「なぜなら彼らこそが、牢獄の存在を支えているからだ。彼らが牢獄から立ち去ってしまえば、牢獄もまた消えてしまう。夢を見る者がいなければ、夢は消える──」

「それが私を傷つけられない理由か。ここにいる私が破壊されて私の本体が目覚めれば、監獄結界も消滅するからな」

「正確には、消滅ではなく、夢とのつながりを断たれて現実世界へと弾はじき出されるわけですが、ええ、結果的には同じです」

　少年が静かに首しゆ肯こうする。那月は皮肉げに唇くちびるの端を吊つり上げて、

「そんなに夢が好きなら自分で見ればいい。いい睡眠薬を知っているぞ。それとも子守歌でも歌ってやろうか？」

「あなたの子守歌は魅力的ですが、残念ながら、我ワタシは夢を見ることができません」

〝吸血王ザ・ブラツド〟は哀かなしげに肩をすくめてみせた。

「ですが、そう、あなたは正しい。我ワタシは自分で夢が見られないからこそ、あなたの夢を求めている。集合的無意識をご存じですね」

「魔ま術じゆつの基礎だな。民族や人種を越えた、全人類に共通して存在する無意識か」

　那な月つきが無関心な口調で答える。少年は満足そうにうなずいた。

「ええ、そのとおり。その集合的無意識にアクセスする手段のひとつが夢です。言い換えれば、すべての夢は、集合的無意識を通じてつながっているということになる」

「なに……？」

　那月が表情を強こわ張ばらせた。〝吸血王ザ・ブラツド〟の迂う遠えんな説明の意味に気づいたのだ。

　集合的無意識を介して、すべての夢はつながっている──

　それはすなわち、夢の中に存在する〝牢ろう獄ごく〟も互いにつながっている、ということだ。

「あなたの監かん獄ごく結けつ界かいの奥底には、あなたの知らない扉があるのです。この世界にかつて存在した数あま多たの〝異界の牢獄〟に通じる扉が──」

「ちっ……〝輪環王ラインゴルト〟──！」

　那月が己の〝守護者〟を呼ぶ。悪魔との契約の証あかしとして、魔女に与えられる悪魔の眷けん属ぞく。それは魔女の力の源みなもとであり、同時に魔女の監視者でもある。

　那月が手に入れた〝守護者〟は、巨大な騎き士し像ぞう。機械仕掛けの黄金の騎士だ。が、

「〝無名ウーテイス〟！」

　黄金の騎士が完全に実体化する前に、その巨体が黒い影に吞のまれた。

　影の正体は、無数の触手。少女のローブの裾から吐き出された触手が、那月の〝守護者〟を搦からめ捕とり、実体化を防いでいる。

〝守護者〟を封じられて幼い美貌を歪ゆがめる那月を、〝吸血王ザ・ブラツド〟は哀あわれむように優しく眺めて、

「あなたと同じく〝牢獄〟の管理者だったメリロエならば、その〝扉〟を開けられる。過去に囚とらわれた終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たちを解放するための〝扉〟を──」

「終焉教団オーダー・ジ・エンド……古いにしえより真しんなる第だい四よん真しん祖そに仕つかえる者、か」

　那月が途切れ途切れに言葉を紡ぐ。

「ずっと不思議に思っていた。第四真祖──咎きゆう神しんカインを倒して役目を終えた〝原初ルート〟は、創造主である天部の手で肉体を引き裂かれ、十二体の人工吸血鬼の体内に封じられた。にもかかわらず、第四真祖の恐怖の伝説が途絶えることはなかった。歴史のあらゆる場所で第四真祖は出現し、世界に混乱と破壊を引き起こした」

「そう。第四真祖の名は、恐怖の象徴でなければなりません。圧倒的な悪意と憎悪で、世界を焼き尽くす存在でなければ──でなければ、彼女たちはあまりにも哀れ過ぎる」

　金髪の少年が言葉に力をこめた。これまでの穏おだやかな微笑とは違う、狂気を孕はらんだ笑みが彼の口元に浮かんでいる。

「遥はるかな過去から、第だい四よん真しん祖その名を騙かたり、大規模魔ま導どうテロを繰り返していた集団──それが、終焉教団オーダー・ジ・エンドの正体か」

「ええ、我々はどこにでも存在する。歴史上のあらゆる場所に──神々に呪のろわれた世界最強の吸血鬼、第四真祖の名前を人々が決して忘れないように」

　少年が自分の足あし下もとへと顔を向けた。

　直後、那な月つきたちのいる城じよう砦さいが激しく揺れた。

　メリロエと呼ばれた少女の触手を介して膨ぼう大だいな魔力が流れ出し、監かん獄ごく結けつ界かいと名付けられた、空間そのものが揺らいでいく。

　それは監獄結界の地下最深部で〝扉〟が開放された震しん動どうだった。

　そして那月の夢と現実世界を隔てる〝門〟が、開け放たれた衝しよう撃げきでもあった。

「最凶最悪の魔導犯罪者たちを閉じこめた〝異界の牢ろう獄ごく〟には、歴代の終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たちが集つどっている──我ワタシは彼らを解放します。彼らはこの時代、この世界の絃いと神がみ島じまで一斉に蘇よみがえる。人々に真の絶望を与えるために」

「貴様は壊れているな、〝吸血王ザ・ブラツド〟」

　嬉うれしそうに語る少年を眺めて、那月は冷たく言った。

「壊れているのはこの世界のほうですよ。我々はそれを在るべき姿に戻すんです」

　少年が立ち上がって那月に背を向けた。ここでの用は済んだ、と言いたげな態度だった。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドの本当の目的はなんだ？」

　彼の小さな背中に向かって、那月がストレートに訊きく。

「ああ、失礼。それをお伝えし忘れていました」

　少年がゆっくりと振り返り、閉じたままの目を那月に向けた。

「新しい領主を選ぶんです。人々の絶望を救済する新たな王──〝魔族特区〟だけではない、この世界の真の領主を」

　空間の揺らぎに溶けるように、〝吸血王ザ・ブラツド〟の姿が虚こ空くうに吞のまれていく。

　彼のあとを追って監獄結界の城門から、無数の罪人たちが抜け出していく気配があった。純白のローブをまとい、頭とう骨こつの仮面をかぶった、人ひと型がたの悪夢たちが──

　那月はそれを黙って見送った。

　無力な少女の姿のまま、為なすすべもなく見送っていた。





２






　絃神島特有の唐とう突とつな突然のにわか雨が上がって、空には鮮やかな夕焼けが広がっていた。

　その赤く染まった空を背景に、ビルの屋上に集まった群衆の姿が見える。

　軍隊のように統率の取れた、見るからに屈強な男たちの一団。その数は全部で百人近い。絃いと神がみ島じまにいる魔ま族ぞくの集団としては、最大級の規模だろう。

「もう動いてきたか。早かったな」

　学校の備品の双眼鏡をのぞきながら、矢や瀬ぜはうんざりと嘆息した。

　天てん奏そう学がつ館かんドメインが四領主候補の連合軍を撃退して、ランキング上位に躍おどり出たのはおよそ二時間前。急激に力をつけた結ゆ瞳めたちを、快く思わない勢力がいることは簡単に想像できた。これ以上、勢力を増す前に叩たたいておこうと考える連中が出てくることも。

　だとしても、これほど早く動いてくるというのはさすがに予想外だった。戦せん闘とうで消耗した結瞳たちが態勢を立て直す前に、潰つぶしておこうという考えかもしれない。

『ホームセンターの立体駐車場に布陣しているのは、領主ランキング二位、ライオネル・由よし谷たに率いる〝特区解放軍〟でござるな。元もと特区警備隊アイランド・ガードの魔ま族ぞく傭よう兵へいが中心になって結成された、トップランカーの一角でござる。兵隊の質では全ぜん領地ドメインの中でも最強でござろう』

　真紅の有脚戦車ロボツトタンクに乗りこんだリディアーヌが、敵の正体を特定する。

　元特区警備隊アイランド・ガードという肩書きに、本部のテントにいた生徒たちが、ざわつく気配があった。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドにあっさり蹴け散ちらされたとはいえ、特区警備隊アイランド・ガードは対魔族戦闘のプロだ。指揮系統が分断されて、壊かい滅めつ状態に追い込まれた彼らだが、ほとんどの警備員たちは、今もそれぞれ市民を護まもって絃神島のあちこちで奮闘している。

　しかし中には、自分たちの役目を投げ出し、領主選争に加担した隊員たちもいた。特区解放軍は、そのような腐敗した元警備隊員たちの集団なのだ。

　彼らに目をつけられただけでも十分に厄やつ介かいな事態だが、さらに悪いことに、天奏学館を狙っているのは特区解放軍だけではなかった。特区解放軍が陣取ったホームセンターとはちょうど逆側。運河を隔てた対岸にも、敵対領主の姿がある。

「あいつらは？」

　矢瀬が投げやりな口調で訊きいた。

　リディアーヌが戦車のメインカメラを旋せん回かいさせる。

『ランキング四位の極楽商会ドメインでござるな。今のところはただの様子見でござろう。領主候補の設楽したら白はく山さん会長は黒妖精種ドワーフで、武力よりも、金銭で問題解決を図るタイプでござれば』

「……こっちが隙すきを見せれば、背後から喰くいつくつもりか。いやらしい野郎だな」

　矢瀬が軽けい蔑べつ気味に舌打ちする。天奏学館と特区警備隊を潰し合わせて、双方が消耗したところで攻撃を仕掛けてくるつもりなのかもしれない。やり手の商人らしい効率的なやり口だ。

　戦車内にいるリディアーヌも、矢瀬の感想に同意して、

『然さ様ようでござるな。極楽商会は我わがディディエ重工の商しよう売ばい敵がたきであるゆえ』

「なるほどな。内戦だの紛争だのには慣れてるわけか」

　矢瀬はますます不機嫌な顔になる。

　ディディエ重工の商売敵ということは、極楽商会は武器商人ということだ。当然、戦争に関するノウハウも蓄積しているだろう。相手をただの貿易商社だと思っていたら、痛い目を見ることになる。

「どうする、領主ちゃん？　こっちから先に仕掛けるか？」

　緊張感を微み塵じんも感じさせない口調で、キイが訊きく。

　彼は本部のテントの下で寝転んで、配給されたおやつを美う味まそうに頰ほお張ばっていた。天てん奏そう学がつ館かんの一般生徒が、家庭科室で焼いたカップケーキである。女子校が主体の領地ドメインならではの特典だ。

「そんなことできるわけないじゃないですか」

　結ゆ瞳めはツンとした生意気そうな表情でキイを見返した。

「相手は臣しん民みん十万の大規模ドメインなんですよ。戦える魔ま族ぞくの数や装備だって桁けた違ちがいなんです。こちらから攻めこんだりして、領地ドメインの防御を手薄にはできません」

「レヴィアタンちゃんの一斉砲撃なら、一いつ瞬しゆんで片付きそうなもんだけどな」

　キイが無責任な口調で喰くい下がり、結瞳にジッと睨にらまれる。

『連中もそれがわかっているから、商業施設を楯たてにしているのでござろう』

　リディアーヌが取り成すように笑って言った。

　特区解放軍が拠点にしているホームセンターは、人工島西地区アイランド・ウエストにおける重要な生活物資の供給拠点だ。迂う闊かつに攻撃して損害を出せば、絃いと神がみ市し民みんの生活レベルに深刻な影えい響きようが出る。臣民の支持を得るためにも、建物は無傷で残す必要があるのだった。結果的に、結瞳の切り札である海上からの砲撃は封じられてしまったことになる。

「それにしてもちょっと退屈よね。早く攻めてきてくれないかな。このままずっと睨み合ってるつもりなのかしら？」

　人差し指に引っかけたメリケンサックをクルクルと回しながら、ザナが不満を口にする。

「夜になるのを待ってんだろ」

　キイが何気ない口調で呟つぶやいた。ザナは少し不思議そうに彼を見て、

「夜？」

「獣じゆう人じん種しゆにしろ吸血鬼にしろ、本領を発揮するのは夜だからな。それに対して、こっちの領主ちゃんは夜九時を過ぎたらおねむの時間だろ？」

「寮の消灯時間は午後十時です！」

　子ども扱いされた結瞳が、ムキになって言い返す。

　矢や瀬ぜはやれやれと後頭部に手を当てた。おねむの時間かどうかはともかく、戦いが長引けば天奏学館ドメインが不利になるのは明らかだった。昼間の戦せん闘とうでキイたちを除く全員が疲れているし、なによりも戦力が圧倒的に手薄だからだ。

「どうする？　今のうちに仮眠とっちゃう？」

　凪なぎ沙さが結瞳を気き遣づかうように訊いた。

「でも、相手が奇き襲しゆうを仕掛けてこないとも限らないですし……」

　結ゆ瞳めが頼りなく首を振る。領主候補としての責任感が邪じや魔まをして、自分から休むとは言い出せないのだろう。

　だが、そうやって結瞳が体力を消耗すれば、結局は特区解放軍の思う壺つぼでもある。

　無理にでも彼女を休ませるべきか、と矢や瀬ぜが迷い始めたとき、突然、リディアーヌの戦車がけたたましい警告音を発した。

　異変を本能的に察知して、矢瀬は無意識に頭上を見上げる。

　赤く染まった夕暮れの空──

　その空が、嵐の夜の海面のように揺れていた。

　眩まばゆい発光に視界がちらつき、虹にじ色いろのオーロラが空を覆おおっていく。

『なんと、面めん妖ような……』

　リディアーヌが仰ぎよう々ぎようしい口調でうめいた。戦車に搭載されたセンサー類が一斉に異常を訴え、たまりかねたリディアーヌが警告音をカットする。

「矢瀬っち……なに、これ!?」

　凪沙がすがるように矢瀬を見つめて訊きいてくる。わからない、と矢瀬は曖あい昧まいに首を振り、

「空間転移テレポート……か？」

「いや……違うな。こいつは結界世界の〝門ゲート〟だ」

　指についたケーキ生地を舐なめながら、キイが真面目な口調で言った。矢瀬は驚おどろいて彼を見る。

「結界世界？　まさか……那な月つきちゃんの監かん獄ごく結けつ界かいか？」

「そうか。この島には〝空くう隙げきの魔女〟がいるんだったな」

　キイが納得したように大きくうなずいた。

「だが、連中、ただの脱獄囚ってわけじゃなさそうだぜ」

「……え？」

　矢瀬はもう一度、空を見上げた。

　虹色のオーロラが絃いと神がみ島じま全域に雨のように降り注ぎ、その光の幕をくぐり抜けるようにして、無数の人影が現れる。

　監獄結界は、南みな宮みや那月の夢の中に構築された〝異界の牢ろう獄ごく〟だ。その〝門〟が開いたのなら、そこから出てくる人影は、通常の刑務所では手に負えない凶悪な魔ま導どう犯はん罪ざい者しやのはずである。

　しかし虚こ空くうから出現した彼らの姿は、矢瀬が想像していたものとは違った。

　長身の者。小柄な者。人ひと型がたの者。異い形ぎようの者。姿形は様々だが、彼らの服装は共通している。

　純白のローブと、獣けものの頭とう骨こつを模もした仮面──

「あの仮面……！　終焉教団オーダー・ジ・エンドだと……!?」

　矢瀬の全身から血の気けが引いた。虚空の〝門〟から出現した集団は、まぎれもなく終焉教団オーダー・ジ・エンドの衣装をまとっている。その人数は、数百、あるいは数千か。

　彼らは一斉に絃神島の至るところに舞い降りて、不気味な仮面越しに周囲を睥へい睨げいしていた。

　それは矢や瀬ぜたちがいる人工島西地区アイランド・ウエストも例外ではない。天てん奏そう学がつ館かんの敷地内にも、数体の使徒が着地している。

　そして天奏学館を狙っていた、特区解放軍の陣地にも──

『なんと……!?』

　リディアーヌが困惑のうめきを洩もらした。

　特区解放軍が陣取るホームセンターの駐車場内で、巨大な爆ばく発はつが起きたからだ。

　爆発に巻きこまれた隊員たちが、炎に包まれて地面に転がる。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の攻撃だ。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドが特区解放軍を襲おそってるのか？」

　矢瀬が誰にともなく呟つぶやくが、その疑問に答える者はいない。

　その間にも、絃いと神がみ島じまのそこかしこで激しい戦せん闘とうが始まっていた。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒が出現地点付近の臣しん民みんを襲い、その領地ドメインの領主候補が反撃するという流れだ。

「無差別攻撃かよ……！」

　島内のあちこちで続けざまに上がる火の手を眺めて、矢瀬は声を震ふるわせた。

　その直後、仮設テント内に設置されたモニタの画面が、一斉に切り替わった。

　暗転ブラツクアウトした画面の中央に、最初に浮かび上がったのは『Congratulations!』の文字。続けて『Go to the next stage.』の一文が表示される。

「次のステージ……？　どういう意味？」

　凪なぎ沙さが不安そうにモニタをのぞいた。

　その画面の中に、小柄な少年の姿が浮かぶ。揺らめく炎のような金髪の美しい少年──〝吸血王ザ・ブラツド〟だ。

『絃神島の新たな領主を目指す皆様──』

　目を閉じたまま、彼は愉たのしげに微笑ほほえんだ。

『ここからが本当の領主選争の始まりです。しかし、ルールは変わっていません。難易度がわずかに上がるだけです。皆様の役目は、自らの臣民を護まもりつつ、敵対する領主候補から領地ドメインと臣民を奪うこと』

〝吸血王ザ・ブラツド〟の演説は、島内のあらゆる放送設備を経由して、絃神島全域に中継されていた。当然、ほとんどの市民がその言葉を耳にすることになる。動揺する人々の姿が目に見えるようだった。それを面白がるように、〝吸血王ザ・ブラツド〟は続ける。

『ですが、くれぐれも油断なさらぬように。我が終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たちは、分け隔てなくすべての領地ドメインの臣民を襲います。臣民を護れぬ力無き領主に、絃神島を統すべる資格はありません』

『──結ゆ瞳め殿！』

〝吸血王ザ・ブラツド〟の演説が終わる前に、リディアーヌが叫んだ。

　結瞳もすぐさま反応した。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒は無差別に臣民を襲う──〝吸血王ザ・ブラツド〟はそう宣言したのだ。

「会長！　領地ドメイン内の人たちに呼びかけてください。天てん奏そう学がつ館かんの校内に避難するように！」

「わ、わかったわ」

　本部にいた高等部の女子生徒が、校内放送の準備を始める。手の空いている生徒たちを総動員して、周辺住人の避難誘ゆう導どうを行おうとしているのだ。

　天奏学館ドメインの戦力では、終焉教団オーダー・ジ・エンドの無差別攻撃から、領地ドメイン全体を護まもりきれない。校内のほうが安全という保証はないが、それでも市街に残るよりはいくらかマシなはずだった。

「リディアーヌは、領地ドメイン内に現れた使徒たちの位置を確認して！　系列領地ドメインの魔ま族ぞくには迎撃の支援要請を！」

『承知つかまつり候そうろう』

　リディアーヌが戦車ごとうなずいた。昼間、領主候補の連合軍を破ったことで、結ゆ瞳めの支配領地ドメインはかなりの範囲に拡大している。そのぶん配下の魔族も増えてはいるが、二時間前に降伏したばかりの彼らが、結瞳の指示に従うかどうかはわからない。

「まずいな。いくらなんでも敵の数が多すぎる……こんなの護りきれねえぞ」

　矢や瀬ぜが口の中だけで独ひとりごちた。絃いと神がみ市し民みんの犠ぎ牲せいを出さずに終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒を撃退するのは、控えめにいっても絶望的に困難な状況だ。

　おまけに、危機的な立場にあるのは天奏学館ドメインだけではない。終焉教団オーダー・ジ・エンドの攻撃対象になっているのは、絃神島のすべての住人なのだ。

　そんな中、無関係な立場にあるはずのキイが、なぜか真顔で考えこんでいた。

「なあ、ザナ……おまえ、どう思う？」

「そうね……ちょっと変な感じがするわね」

　少し色っぽい仕草で、ザナが可愛かわいらしく首を傾ける。

「変って……なにが？」

　矢瀬が二人に向かって訊きいた。

　第だい一いち真しん祖そとその相方パートナーの会話に割りこむなど、常識では考えられない恐ろしい行為のはずだが、なぜか彼らにはあまり遠慮する気になれなかった。二人が、あまりにも自然体だからかもしれない。あるいは相手が大物過ぎて、矢瀬の感覚が麻ま痺ひしている可能性も高い。

「なんていうか、バラバラなのよ。スタイルがね」

　ザナが親切に説明してくれる。しかしなにを言っているのかさっぱりわからない。

「スタイル？」

「魔術にも癖や流は行やりってのがあるんだよ。同じ効果を持つ魔術でも、日本の呪じゆ術じゆつ師しと西洋の魔ま導どう技ぎ帥しじゃ、使う道具や術式が違うだろ」

　戸惑う矢瀬を見かねたようにキイが解説する。

「国や民族だけじゃねえ。時代によっても魔術のスタイルは変わる。獣じゆう人じんなんかの魔族も同じだ。たとえば今どきの獣人は、獣化するときにいちいち吼ほえたりしねえ。狙そ撃げきの的まとになるだけだからな。威い嚇かくのために身体からだをでかく見せようとのは、剣けん戟げきが主体だった中世までだ」

「吸血鬼の眷けん獣じゆうも、時代ごとに流は行やり廃すたりがあるのよ」

　ザナが市街地の方角を指さして言った。

　ホームセンター近くの路上で、終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒が召しよう喚かんした眷獣が、特区解放軍の一部隊を襲おそっている。もちろん矢や瀬ぜの知らない眷獣だ。

「血統や相性もあるけど、眷獣の姿は基本的に宿やど主ぬしのイメージの産物だからね。四大元素系が流行ったり、物理攻撃タイプが復権したり──だいたい三百年周期くらいかな」

「はあ……」

　当然のように言われても、矢瀬には眷獣の流行などわからない。おそらく素しろ人うとにはわからない程度の微妙な違いなのだろう。だが、問題の核心はそこではなかった。

「じゃあ、あいつらのスタイルがバラバラっていうのは……」

「連中は、同じ時代の使徒じゃないってことだ。そうだな、ちょっと確認してみるか──」

　キイが何気なく背後に視線を向けた。つられて矢瀬も振り返る。

　虹にじ色いろのオーロラが天てん奏そう学がつ館かんの敷地内に降り注ぎ、校舎の屋上に使徒が出現していた。矢瀬たちのいるテントまで三十メートルにも満たない距離だ。

　凪なぎ沙さが短い悲鳴を上げて、結ゆ瞳めが青ざめた顔で身構える。リディアーヌの戦車が急きゆう旋せん回かいして、機銃の銃口を使徒に向けた。

　だが、キイの攻撃のほうが早かった。

　彼が突き出した拳こぶしから見えない衝しよう撃げきが放たれて、使徒の仮面を叩たたき割る。拳に乗せて放った魔ま力りよくだけで、三十メートル離れた場所にいる使徒を吹き飛ばしたのだ。

　仮面を割られた使徒の姿が、再び虹色の輝かがやきに包まれた。

　その輪りん郭かくが陽かげ炎ろうのように揺らいで、やがて音もなく消滅する。あとに残ったのは、キイの攻撃で抉えぐれた屋上のコンクリートと、割れた仮面の破片だけだった。

「思ったとおりだな。こいつらは本来、この時代、この世界に存在している魔導犯罪者ニンゲンじゃねえ。あの悪趣味な仮面の力を借りて、一時的に現出してるだけだ」

　キイは何事もなかったかのように、プラプラと手を振っている。

　矢瀬はぽかんと立ち尽くしたまま、気さくな第だい一いち真しん祖そを見返して、

「じゃあ、こいつらの仮面を壊せば──」

「監かん獄ごく結けつ界かいに強制送還だな。とはいえ、それは連中にもわかってる。そう簡単に仮面を壊させちゃくれないぜ。後あと腐くされなく全員ぶっ殺したほうが手っ取り早いかもな」

「それを手っ取り早いと思うのは、あんただけだ……！」

　矢瀬は疲れたように空を仰いだ。絃いと神がみ島じまの上空はいまだに海面のように揺らいで、虹色のオーロラが終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たちを吐き出し続けている。

　そのうちの何人かは、天奏学館の領地ドメイン内へと降下していた。だが──

「結ゆ瞳め坊！　〝戦車乗り〟！」

「だからその呼び方はやめてください！」

『仮面を壊すのでござるな。合がつ点てん承しよう知ち！』

　口では文句を言いつつも、結瞳は魔ま獣じゆうたちを引き連れて地上へと飛び降りた。彼女に操られた魔獣たちが連携して使徒を襲しゆう撃げきし、彼らの仮面を剝はぎ取って破壊する。

　リディアーヌも機銃をゴム弾に切り替え、使徒たちの狙そ撃げきを始めていた。

　高い戦せん闘とう力りよくを持つ使徒たちを無力化するのは容易ではないが、彼らの仮面を破壊するだけなら難易度は大幅に低下する。

　領地ドメイン内に出現した使徒たちは次第に数を減らし、本部にも安あん堵どの空気が流れ始めていた。

「いけるか……？」

　屋上のフェンス越しに結瞳の活躍を見守りながら、矢瀬が楽観的な呟つぶやきを洩もらす。

　まるでその呟きを嘲あざ笑わらうかのように、矢瀬の背後で新たな爆ばく発はつが起きた。天奏学館の領地ドメインの境界線上、人工島の継ぎ目を流れる運河の方角だ。

　天奏学館を囲む高い塀へいを破って、侵入してきた一団がある。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒ではない。ボディーガード風の黒服に身を包んだ、獣人と吸血鬼の混成部隊だ。

『極楽商会！　よもや、このタイミングで領地ドメイン侵攻とは……!?』

　侵入者の正体を特定して、リディアーヌがうめいた。

　天奏学館ドメインを狙っていたランキング上位の領主候補が、終焉教団オーダー・ジ・エンドの攻撃にまぎれて奇襲を仕掛けてきたのだ。

　彼らは矢瀬たちのいる校舎ではなく、市街地の一角を目指していた。

　そこには、魔獣たちを率いて仮面の使徒たちを撃退した直後の、幼い少女の姿があった。

「しまった！　やつらの狙いは──」

「結瞳ちゃん──！」

　矢瀬と凪なぎ沙さが、同時に叫んだ。

　領主候補である結瞳が倒されてしまえば、天奏学館ドメインは解体される。極楽商会の領主候補は、乱戦の中で結瞳が孤立するタイミングを虎こ視し眈たん々たんと狙っていたのだ。

　結瞳が、予期せぬ敵の接近に気づいて振り返る。

　しかし、逃走はもはや不可能な距離だった。

　極楽商会の獣人たちが、結瞳を護衛していた魔獣を排除する。それを確認した吸血鬼たちが、次々に眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。

　リディアーヌの戦車の砲撃は、眷獣たちには効果がない。

　結瞳は迫り来る敵の眷獣を、恐怖に目を見開いて呆ぼう然ぜんと見つめるだけだ。

　チッと短く舌打ちして、キイが右手を上げようとした。

　だが、彼は途中で動きを止めた。

　窮きゆう地ちに陥った結ゆ瞳めの前に、突然舞い降りてきた影に気づいたからだ。

　それは黒髪の小柄な少女だった。彩さい海かい学がく園えんの制服を着て、その手には銀色の槍やりを握っている。舞踏に似た洗練された動作で彼女は槍を美しく旋せん回かいさせ、眷けん獣じゆうの群れを刺さし貫つらぬく。

　眷獣たちは苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げ、魔ま力りよくの炎を鮮血のように撒まき散ちらしながら消滅した。

「雪ゆき菜なお姉さん……!?」

　結瞳が驚おどろいて少女の名前を呼ぶ。

「大丈夫ですか、結瞳ちゃん」

　結瞳の無事を確認して、姫ひめ柊らぎ雪菜は安心したように微笑ほほえんだ。

「ここに来る途中に、結瞳ちゃんを狙っている人たちに気づいて警戒してたんです。間に合ってよかった」

「お姉さん……」

　雪菜を見上げる結瞳の瞳ひとみに、みるみる涙が盛り上がっていく。眷獣に殺されかけた恐怖と、たった一人で領地ドメインを支え続けてきた領主候補としての重圧──それらが一気に押し寄せてきて、感情の歯止めが利かなくなってしまったのだ。

「もう大丈夫。わたしたちがあなたを護まもります」

「はい……！」

　結瞳が乱暴に涙を拭ぬぐった。そしてすぐに怪け訝げんな顔をする。雪菜が、わたしたちと複数形で語ったことを疑問に思ったらしい。
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　しかし、結ゆ瞳めのその疑問はすぐに氷解した。

　雪ゆき菜なのあとを追いかけるようにして、新たな援軍が現れたからだ。

　やはり彩さい海かい学がく園えんの制服を着た少女だった。

　純白の長い髪をなびかせて、真紅の長ちよう剣けんを握っている。波打つ炎のようなその刃やいばを極楽商会の戦せん闘とう員いんに向け、彼女は頼まれもしないのに堂々と名乗りを上げた。

「彩海学園ドメイン領主、香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ！　義によって助すけ太だ刀ちいたしますわ！」

「え……？」

　見知らぬ領主候補の出現に、結瞳が困惑の声を洩もらす。

　しかし、極楽商会の混乱はそれ以上だった。

　眷けん獣じゆうを一いつ瞬しゆんで消滅させられた吸血鬼たちは、完全に戦意を喪失して立ち尽くしている。そこに突然現れた鬼族オグレスの少女の、異様な自信に満ちた態度は、残る獣じゆう人じんたちを動揺させるのに十分なインパクトを持っていたのだ。

　そもそも最初の奇き襲しゆうに失敗した時点で、彼らは戦闘を続ける理由を失っていた。

　極楽商会の戦闘員たちが、雫梨に背を向けて我先にと逃走を始める。

　雫梨は真紅の長剣を振り回しながら、逃げる襲撃者たちを追いかけていく。もはやどちらが襲おそわれているのか、よくわからない光景だ。

「なんとかなったか……」

　屋上のフェンスにしがみついたまま、矢や瀬ぜはぐったりと脱力した。

　第だい一いち真しん祖そとその相方パートナーが、そんな矢瀬の隣で愉たのしそうに会話を弾ませていた。

「ふふっ……やっぱり、あの子が第四真祖の〝伴はん侶りよ〟だったんだ」

　呟つぶやくザナの視線の先には、銀色の槍やりを降ろした雪菜の姿がある。

「まだ壊すなよ、ザナ。俺の遊び相手がいなくなる」

「うーん、どうしようかな」

　不安そうに釘くぎを刺す第一真祖を、赤毛の美女が悪いた戯ずらっぽく見つめ返す。

　そして彼女は、結瞳ではないもう一人の領主候補へと目を向けた。

「ねえ、それよりも、彼女のこと……」

「白い髪の鬼族オグレス……それに〝炎喰蛇ハウラス〟か」

　雫梨が握る長剣を見つめて、キイは懐かしそうに目を細めた。

　不敵に笑う彼の唇くちびるの隙すき間まから、鋭く輝かがやく犬けん歯しがのぞく。

「さすがは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟だ。退屈しないな。わざわざ出かけてきた甲か斐いがあったぜ」

　ごく何気ない彼の言葉を聞きながら、矢瀬は自分の指先が震ふるえていることに気づいた。目の前にいる吸血鬼の真祖のことを、初めて恐ろしいと感じていたのだった。
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　人工島の最下層まで爆ばく発はつの衝しよう撃げきが伝わってくる。打楽器のような疎まばらな連続音は、自動小銃の銃声だろう。護衛の武装警備員が、襲しゆう撃げき者しやと交戦しているのだ。

「どうやら、ここにも終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒が来ているようだな」

　冷めたコーヒーを啜すすりながら、叶かな瀬せ賢けん生せいが頭上を見上げて言った。

　普段と変わらぬ彼の物腰に、古こ城じようは焦しよう燥そうを覚えて叫ぶ。

「落ち着いてる場合かよ！　この建物の電気系統がやられたら、治療中のアスタルテがヤバいだろ！　ニャンコ先生、出口はどこだ!?」

「ついてきな」

　くい、と顎あごをしゃくって黒猫が歩き出す。彼女のあとを追って部屋を出る直前、古城は、培ばい養よう槽そうで眠る人工生命体ホムンクルスの少女をちらりと振り返り、

「叶瀬、ニーナ、アスタルテを頼む！」

「はい、でした！」

「任せておけ」

　うなずく夏か音のんたちを確認して、古城は今度こそ研究室の外に出る。

　刑務所を思わせる厳重な隔かく壁へきをくぐって非常階段を駆け上り、ようやく辿たどり着ついた研究所の正面ロビーは壮絶な有あり様さまだった。

　ガラス製の扉や窓は粉々に砕け散り、壁には無数の銃じゆう痕こんが刻みこまれている。噎むせ返かえるような血の臭においが大気を満たし、瓦が礫れきの中に転がっているのは負傷した武装警備員たちだ。

　ロビーの中央に出現しているのは、羊の頭とう骨こつの仮面をかぶった終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒だった。使徒の正体は恐らく魔ま導どう師し。強力な防御結界に護まもられた使徒には、武装警備員の銃撃も効果がない。

　そして使徒は、自らの眼前に強大な魔法陣を描き出す。

　魔力で紡ぎ出された、レールガンを思わせる音おん叉さ状の砲身。魔術の理屈を知らない古城も、それが危険な攻撃魔術の前兆だと直感する。

「ヤバい──！　疾く在れきやがれ、〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟！」

　完成した魔法陣が閃せん光こうを放つのと、古城の眷けん獣じゆうの実体化はほぼ同時だった。無数の金こん剛ごう石せきの結晶が使徒の砲撃を正面から受け止め、術者である使徒本人へと撥はね返かえす。

「……っ!?」

　灼しやく熱ねつの閃光に吞のまれた使徒が、悲鳴を上げることもできないまま消滅した。

　しかし強力すぎる古城の眷獣の反撃は、それだけでは終わらない。砲撃の反動で撃ち放たれた結晶が、そのまま研究所の外壁を半壊させて、人工島の地下街の天井に穴を穿うがつ。周囲の無関係な建物にも連鎖的に被害が及び、街のあちこちで爆ばく煙えんと炎が噴き上がる。生き残った武装警備員たちは、啞あ然ぜんとした表情でそのでたらめな光景を眺めていた。古こ城じように命を救われたはずの彼らの、無言の非難の視線が痛い。

「あんたが建物を壊してどうするんだい、第だい四よん真しん祖その坊や」

「好きでやってるわけじゃねえよ！」

　古城の肩に乗った黒猫が呆あきれ果てたというふうに溜ため息いきをついて、古城は弱々しく反論した。

　そんな古城に引き寄せられるように、新たな終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒たちが近づいてくる。古城は表情に焦りを滲にじませた。古城の眷けん獣じゆうは、市街戦には向いていないのだ。ピンポイントで人間サイズの敵を攻撃するには、彼らはあまりにも強力過ぎる。

「仕方ないね。動くんじゃないよ」

　やれやれ、と首を振りながら、黒猫がそっと前まえ肢あしを上げた。

　十二個の球体が彼女の眼前に現れ、それは尖とがった鏃やじりに変わる。純粋な霊れい力りよくで紡がれた光の矢。長命種エルフである縁えん堂どう縁ゆかりが得意とする霊れい弓きゆう術じゆつだ。

　十二本の光の矢が音もなく放たれて、それらは十二体の使徒の仮面を正確に貫いた。

　仮面を失った使徒たちの輪りん郭かくが歪ゆがみ、虚こ空くうに吞のみこまれて消滅する。

「強つえェ、この猫……」

　縁の圧倒的な戦せん闘とう力りよくに、古城は呆れて舌を巻いた。日本本土から使い魔を遠隔操作しているだけでも驚おどろきなのに、その状態で終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒を一いつ蹴しゆうするのは尋常ではない。雪ゆき菜なが師匠である彼女のことを恐れている理由がよくわかる。

　一方の縁は、地面に落ちた仮面の欠片かけらを眺めて、ふん、と鼻をひくつかせた。

「やっぱりね、思ったとおりだよ」

「なにがだ？」

「あの悪趣味な仮面さ。あれは魔ま具ぐだよ。あいつらを、この世界につなぎ止めておくための、〝重し〟みたいなものさ」

「……重し？」

　黒猫のわかりにくい喩たとえに、古城は首を捻ひねる。要は魔術的な触しよく媒ばいという程度の意味らしい。

「連中は、この時代の魔導犯罪者ニンゲンじゃないんだよ。監獄結界に囚とらわれていた、終焉教団オーダー・ジ・エンドの歴代の使徒たちを、無理やり喚よび出しているんだ。それが、あの大軍の正体さ」

「歴代の使徒……って、映像に映っていただけでも千人近くいたぞ？　那な月つきちゃんがあれ全部、捕まえたのか？」

　割れた仮面を拾い上げて、古城は疑わしげに眉まゆをひそめる。

「南みな宮みや那月が一人でやったわけじゃないさ。ああいう〝異界の牢ろう獄ごく〟ってのは、気が遠くなるくらいの大昔から世界中のあちこちに存在したからね」

　黒猫が意外な事実を古城に告げてくる。

「そして、そいつらは根っこの奥深くで互いにつながってる。終焉教団オーダー・ジ・エンドが南みな宮みや那な月つきを連れ去ったのは、その扉を開け放つためだよ。普通の魔ま族ぞくや魔術師に出来る芸当じゃない。たぶん敵にも魔女がいるね。〝空くう隙げきの魔女〟と同じ〝牢ろう獄ごく〟の管理者が──」

「とにかく仮面をぶち壊せばいいんだな？」

　途中で話についていけなくなった古こ城じようが、ひとまずやるべきことだけを確認した。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒はそれぞれが結構な強敵だが、仮面を壊すだけで済むならずいぶん楽になる。

　しかし黒猫は素っ気なく首を振り、

「とりあえず追い払うだけならね。だけど新しい仮面が手に入れば、連中は何度でも復活する。根本的な解決にはならないさ」

「だったらどうすればいい!?」

「連中は過去の亡ぼう霊れいを喚よび出すために、現存する監かん獄ごく結けつ界かいを通路に使ってるんだ。だったら、その通路を閉ざしてやればいいのさ」

「だからどうやったらそんなことが──」

　苛いら々いらと質問を繰り返そうとして、古城はハッと顔を上げた。

　空を覆おおい尽くす空間の揺らぎ。これとよく似た景色を古城は前に見たことがある。監獄結界と呼ばれる巨大な城じよう砦さいが、南宮那月の制御を離れて、絃いと神がみ島じまに出現したときと同じ光景だ。

「……そうか、那月ちゃんを取り返せばいいんだな」

「そういうことさね」

　黒猫が尊大にうなずいた。

「〝異界の牢獄〟ってのは、普通なら辿たどり着つくだけでもひと苦労なんだが、都合のいいことに、今は〝扉〟が開きっぱなしだ。空間制御が使える魔術師がいれば、中に飛びこむのはそんなに難しい話じゃない──そうだろう、叶かな瀬せ賢けん生せい？」

「やれやれ……気楽に言ってくれるな、縁えん堂どう縁ゆかり」

　黒猫が、何気ない口調で背後に向かって呼びかける。その声に応こたえたのは、ちょうど階段を上ってきた、陰気な顔つきの元宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ帥しだった。

　古城たちの様子を見に来た、というより、おそらく彼も気づいたのだ。この厄やつ介かいな事態を収拾するために、自分の空間制御魔術が必要になるということに。

「強引に〝扉〟を開いたせいで、監獄結界はかなり不安定な状態になっている。あの中に送り届けるまでは面倒を見るが、無事に戻れるかどうかは約束できないぞ」

　賢生が生き真ま面じ目めな態度で警告する。古城は黙って肩をすくめた。異界の牢獄、などという恐ろしげな場所に行きたくないのは山々だが、そんなことを言っていられる場合ではない。

「できれば、あたしも一緒についていってやりたいところだが、生あい憎にく、この身体からだは遠隔操作の使つかい魔まだからね。おまえさんに任せるよ、第だい四よん真しん祖その坊や」

　黒猫が若じやつ干かんの不安を滲にじませた表情で言った。さすがに彼女の力をもってしても、監獄結界の内部は、使い魔の操作可能圏外ということなのだろう。

　それは仕方ないな、と古こ城じようはうなずいて、

「あんたはここで叶かな瀬せたちを護まもってやってくれ。あっちは俺がなんとかする。要は、終焉教団オーダー・ジ・エンドの魔ま女じよをぶっ飛ばせばいいんだろ？」

「まあ、その雑なところがおまえさんの長所なんだろうさ」

　黒猫が、褒ほめているのか貶けなしているのかよくわからない態度で笑う。

「やってくれ、親父おやっさん」

　古城が気合いを入れるように自分の頰ほおをはたいて、賢けん生せいに言った。

　賢生は重々しく息を吐き、

「きみに義父おやじと呼ばれる筋合いはないよ」

「いや……だからそれは……」

「法律上、きみも夏か音のんもまだ結婚可能年齢に達してないからな」

「……え？　なに？　なんの話だ？」

　なにやら意味深な賢生の言葉に、古城は混乱する。

　賢生は古城の反応に構わず、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま地面に魔法陣を描き始めた。

　空間転移テレポート用の〝門〟を開こうとしているのだ。

　緻ち密みつな魔法陣が瞬またたく間まに完成し、周囲の景色が揺らいだ。見覚えのある城じよう砦さいが、古城の視界に幻のように重なる。が、

「サセヌ──！」

「なに!?」

　空間転移テレポートの魔術が完全に発動する寸前、突然、横殴りの衝しよう撃げきが古城たちを襲おそった。

　巨大な火球が研究所のロビーに降り注ぎ、凄すさまじい爆ばく発はつを引き起こす。

　至近距離から爆風を浴びて、賢生の身体からだが吹き飛んだ。

　古城の周囲の魔法陣が消滅し、空間転移テレポートがキャンセルされる。車酔いに似た激しい不快感に古城は膝ひざを突き、そこに追い打ちをかけるように新たな爆発の衝撃が襲ってきた。

　爆発の正体は、終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の攻撃だ。

　現れた使徒は、たったの二人。彼らがかぶる仮面には、見覚えがあった。

　蜥蜴とかげに似た魔ま獣じゆうと、そして野牛の頭とう骨こつを模もした仮面。増設人工島サブフロートで古城たちを襲ってきた最初の使徒たち──〝吸血王ザ・ブラツド〟の側近だ。

「叶瀬賢生！」

　傷つき倒れた魔ま導どう技ぎ師しのもとへと、黒猫が駆け寄ろうとした。

　その前に立ちはだかったのは、美しい金髪の少年だった。

　彼の姿を見て、古城は己の目を疑う。領主選争のラスボスであるはずの少年が、古城たちの目の前に立っている。わずか二人の使徒だけを連れて。

「できれば、このような形であなたと再びまみえたくはなかったのですが、やむを得ませんね。今はまだ南みな宮みや那な月つきを解放するわけにはいきませんので」

　少年が、瞼まぶたを閉じたまま、穏おだやかな口調で告げてくる。

　悪意を感じさせない澄み切った気配。しかし彼こそが領主選争を企くわだて、絃いと神がみ島じまを争いの渦うずに巻きこんだ張本人なのだ。

「──〝吸血王ザ・ブラツド〟ォッ！」

　立ち上がった古こ城じようの全身を、魔力を帯びた深紅の霧きりが包んだ。

　面倒な駆け引きはすべて古城の頭から消える。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの〝吸血王ザ・ブラツド〟が、自分から姿を現してくれたのは、想定外の幸運だった。

　ここで彼を倒せば領主選争は終わる。これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ。

「ニャンコ先生、叶かな瀬せの親父おやじさんを頼む！」

　黒猫たちを置き去りにして、古城は少年のもとへと突進した。少年はそれを待ち構えていたように美しく微笑ほほえみ、右手を突き出す。凄すさまじい魔ま力りよくが、彼の手の中で渦を巻く。

　互いの距離はわずか数メートル──ほぼゼロに等しい至近距離から二人は眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。

　巨大な魔力が激突し、空間が軋きしむ。

　衝しよう撃げきが人工島の大地を揺らし、無数の竜巻が周囲の建物を吹き飛ばしていく──
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「雪ゆき菜なちゃん！　よかったあ、心配したよ！」

　校舎に入った雪菜たちを出迎えたのは、なぜか天てん奏そう学がつ館かんのジャージを着た凪なぎ沙さだった。

　しがみついてくる小柄な同級生を、雪菜も強く抱きしめる。

「凪沙ちゃんも無事でよかった。怪け我がはない？」

「けっこうあちこち絆ばん創そう膏こうだらけだよー……あ、古城君には内緒ね、これ」

「うん」

　擦すりむいた膝ひざ小こ僧ぞうを指さす凪沙を見て、雪菜はホッと表情を緩める。

　なにひとつ楽観できる状況ではないはずだが、凪沙と会えたことでずいぶん気分が軽くなった気がした。暁あかつき凪沙という少女には、他人の緊張を解きほぐす不思議な才能があると雪菜は思う。

　ひとしきり凪沙との再会を喜び合ったあとで、雪菜は周囲を見回して、ギョッとしたように表情を強こわ張ばらせた。校舎の屋上にあぐらをかいている、長身の外国人男性に気づいたからだ。彼の隣には見覚えのある大人びた美貌の女性の姿もある。

「あの……矢や瀬ぜ先輩……どうして、あの方たちが……」

　雪ゆき菜なは気配を殺しながら後退して、屋上のフェンスにもたれていた矢や瀬ぜに訊きく。

　矢瀬は苦い表情で首を振り、

「それが俺にもよくわからねえんだよ。とりあえず、今のところ敵じゃないみたいだけどな」

「は、はあ……」

　雪菜はなにも言い返せずに沈黙する。キイ・ジュランバラーダは、そんな雪菜に見向きもせずに、配給のＭＡＲ製ハンバーガーを実に美う味まそうに頰ほお張ばっていた。彼の頰についたマスタードを、ザナ・ラシュカが苦笑しながら拭ぬぐっている。

　雪菜は軽い頭痛を覚えて目元を押さえた。

　第だい一いち真しん祖そが絃いと神がみ島じまを訪れているのはわかっていたことだが、女子校の屋上でハンバーガーを食べているとはさすがに予想できなかった。おまけに彼は結ゆ瞳めに協力して、天てん奏そう学がつ館かんドメインを護まもっていたらしい。こんなときにどう対応すればいいのか、雪菜にはさっぱりわからない。

　そして途方に暮れている雪菜の背中を、誰かが、つんつん、と遠慮がちにつついてくる。

　振り返った雪菜の背後にいたのは、居心地悪そうにうつむいている雫しず梨りだった。

「香か菅すが谷やさん？」

「あの、江え口ぐち結瞳という子と話がしたいのですけれど」

　もじもじと左右の人差し指を絡からめながら、雫梨が言う。その頰がうっすら赤く染まっている。雫梨の意外な一面を見て、人見知りか、と雪菜は思わず失笑しそうになる。

「あの、私になにかご用ですか？」

「ひゃっ……!?」

　不意に背後から声をかけられて、緊張気味だった雫梨が声を裏返らせた。

　雪菜たちのすぐ傍そばに立っていたのは、天奏学館の制服を着た幼い少女。気難しい子猫を連想させる、可愛かわいらしい顔立ちの小学生だ。

「あ、あなたがこの領地ドメインの領主なんですの？」

「はい、江口です」

　雫梨の不ぶ躾しつけな質問にも、結瞳は礼儀正しく返答した。かぶっていたベレー帽を胸の前に抱き、雫梨に向かって深々とお辞儀する。

「彩さい海かい学がく園えんドメインの香菅谷雫梨さんですね。さっきは危ないところを助けてくださって、ありがとうございました。天奏学館ドメインを代表してお礼を申し上げます」

「あ……え……ちょ……ちょっと、どういうことなんですの、姫ひめ柊らぎ雪菜!?」

　雫梨が、雪菜の腕を強引に引き寄せて、小声で話しかけてくる。

　激しく狼ろう狽ばいしている雫梨の姿を、雪菜は訝いぶかしむように見返して、

「どうかしたんですか？　なにか問題が？」

「この子、めちゃめちゃ可愛いですわ！　ちょっと生意気そうですけれど、しっかりしてて、ちゃんと挨あい拶さつもできて、あと小さくて細くて、ほっぺとか柔らかそうで、肌もつやつやで！」

「ええ、まあ……可愛かわいいですよね、わかります」

　一人で勝手に盛り上がっている雫しず梨りに、雪ゆき菜なはドン引きしつつも冷静に同意した。気持ちはわかるが、さすがに興奮しすぎだろう、と思う。

「生意気ですみません。よく言われます」

　結ゆ瞳めが大人びた態度で頭を下げる。雫梨は慌あわててぶるぶると首を振り、

「ち、違いますの。今のは悪い意味ではなくて、頼もしいというか、同盟相手に申し分ないという程度の意味ですわ！」

「同盟……ですか？」

　結瞳が戸惑ったように雪菜を見返した。

「なるほど、彩さい海かい学がく園えんドメインとの同盟締結は良案でござるな。やはり戦いは数でござるし、香か菅すが谷や殿も信頼できる領主候補とお見受けしたでござる」

　真っ先に好意的な意見を口にしたのは、戦車から降りてきたリディアーヌだった。

　その言葉に後押しされたように、仮設テントに残っていたほかの生徒たちにも、肯定的な空気が流れ始める。彼女たちの目の前で、雫梨が結瞳を助けているのも大きかった。天てん奏そう学がつ館かんの人々が、雫梨を信用するには十分な活躍だ。

「でも、同盟ってどうやって締てい結けつするんですか？」

　結瞳が根本的な疑問を口にする。雪菜と雫梨は困ったように顔を見合わせた。同盟締結は初体験なので、具体的なやり方がわからない。

「領主アプリを起動して、同盟参加画面から相手の二次元バーコードを読み取るのでござる」

「……すげえいい加減な作りだな。ゲームのフレンド申請かよ……」

　リディアーヌが丁寧に操作方法を支持して、矢や瀬ぜが呆あきれたように首を振った。

　雫梨と結瞳がぎこちない手つきでアプリを操作し、何度かの試行錯誤を経て、両者の同盟締結が成功する。

　もちろんゲームではないのだから、同盟が結ばれたからといって、目に見えてなにかが変わったわけではない。衣装の変化や華やかなファンファーレなどの演出もない。

　だが、同盟締結の影えい響きようはすぐに現れた。

　リディアーヌの戦車の通信機に、突然、着信があったのだ。

「おお、女帝殿！」

　戦車のコクピットによじ登ったリディアーヌが、着信相手のアイコンを見て声を上げる。戦車の外部スピーカーから流れ出したのは、雪菜のよく知る浅あさ葱ぎの声だ。

『あー……もしもし。やっと通じたわね。〝戦車乗り〟、聞いてる？』

「聞こえているでござる！　女帝殿、息そく災さいでござったか!?」

『通信がつながったってことは、香菅谷さんたちは無事にそっちに着いたのね』

「……女帝殿？」

　リディアーヌの表情が困惑に曇る。ようやく連絡が取れたというのに、浅あさ葱ぎの態度がどこかおかしい。リディアーヌ側の音声は彼女には聞こえておらず、通信に入るノイズも酷い。

　否いな、それはノイズではなく爆ばく発はつ音おんだった。

　爆風の余波でマイクの音が震ふるえる。遠くで悲鳴のような声も聞こえる。浅葱の息が弾はずんでいるのは、避難している途中だからかもしれない。彼女の近くで戦せん闘とうが行われているのだ。

『〝戦車乗り〟……お願いよ。姫ひめ柊らぎさんと香か菅すが谷やさんに伝えて……あなたたちは彩さい海かい学がく園えんに戻っては駄目。古こ城じようを探し出して、合流して……』

　通信状態が悪化して、浅葱の声が遠くなる。建物のガラスが砕ける音が混じる。

『敵は終焉教団オーダー・ジ・エンドだけじゃないわ……領主選争の本当の目的は……』

　浅葱の声は途切れ途切れになり、やがて完全に通信は途絶えた。

　リディアーヌが懸命に通信機を操作するが、浅葱は呼び出しに応じない。スピーカーから聞こえてくるのは、ザラザラとした激しい雑音だけだ。

「どういう……ことですの？」

　自分のスマホを見つめて、雫しず梨りがうめいた。琉る威いと優ゆ乃のの番号に順番にかけても、やはり彼らは応答しない。雫梨が不安げに唇くちびるを嚙かむ。

「終焉教団オーダー・ジ・エンドに襲おそわれたのか？」

　矢や瀬ぜが自問するような口調で訊きいた。いえ、と雪ゆき菜なはきっぱりと首を振り、

「彩海学園にいる間、藍あい羽ば先輩は〝聖せい殲せん〟が使えますし、笹ささ崎さき先生もいます。終焉教団オーダー・ジ・エンドが相手でも、そう簡単に後おくれを取るとは思えません。それに──」

「敵は終焉教団オーダー・ジ・エンドだけじゃない──か。どういう意味だ？」

　矢瀬の表情が険しさを増した。

　雪菜は黙って首を振る。終焉教団オーダー・ジ・エンド以外の敵といわれて真っ先に思いつくのは、ほかの領地ドメインの領主候補たちだ。だが、ランキング上位の領主候補といえども、今の浅葱が苦戦するような相手がそうそういるとは思えない。

「それに、暁あかつき先輩と合流しろというのは、いったい──」

「姫柊雪菜、その話は今は後回しですわ」

　真剣な表情で考えこむ雪菜を、雫梨が硬い声で呼んだ。

　彼女が見上げていたのは、夕ゆう闇やみに覆おおわれ始めた空だった。

　空間の揺らぎが空を覆い尽くし、虹にじ色いろのオーロラが降り注ぐ。終焉教団オーダー・ジ・エンドの襲しゆう撃げきが再び始まったのだ。

「おいおい……なんか、ここだけやけに使徒が多くねえか？　大人気か？」

　矢瀬が緊張したように喉のどを鳴らした。

　最初の襲撃のときに比べて、出現する使徒の数が増えている。しかも天てん奏そう学がつ館かんの領地ドメイン内に、明らかに多く配置されていた。その数は余裕で二百体を超えている。

「どうやら、ランキング上位の領地ドメインに、優先的に使徒が出現しているようでござるな」

「なんだそりゃ……！　セカンドステージの難易度、ハードモード過ぎるだろ!?」

　リディアーヌの分析に、矢や瀬ぜが不満を訴えた。

　だが、雪ゆき菜なたちには文句を口にする余裕もない。天てん奏そう学がつ館かんの敷地内にも、続々と使徒たちが降り立ってきたからだ。

「──響かぎりよ！」

　一体ずつ倒していたら間に合わないと判断して、雪菜は銀色の呪じゆ符ふを宙に放った。

　それらは猛もう禽きんへと姿を変えて、実体化直後の使徒たちを襲おそう。

　使徒たちの弱点については、すでに結ゆ瞳めから聞いている。彼らの仮面を破壊するだけなら、式しき神がみの攻撃力で十分だと考えたのだ。

「……うっ!?」

　だが、式神を操る霊れい気きを通じて伝わってきたのは、静電気のような不快な反動だった。雪菜が放った式神が、使徒たちの反撃であっという間に撃うち落とされていく。

「なんなんですの、こいつら！　強い……！」

　動揺した雪菜の耳に、悲鳴のような雫しず梨りの叫びが聞こえてくる。

　雫梨が戦っている相手は、獣じゆう人じん種しゆだ。単に身体能力に優れているだけでなく、金属に匹敵する硬度の巨大な鉤かぎ爪づめで武装している。その攻撃は、速く、重かった。剣けん巫なぎに匹敵する剣技を持つ修女騎士パラデイネスの雫梨が、一方的に圧倒されている。

　有脚戦車ロボツトタンクの機銃弾は強力な防御結界に防がれ、結瞳の精神支配も通用しない。魔ま獣じゆうたちの群れを駆使しても、自分たちの身を護まもるのがせいぜいだ。その間にも終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒は数を増し、校内に避難してきた一般市民たちが危険に晒さらされている。

「矢瀬っち!?」

　仮設テントの傍そばで凪なぎ沙さが悲鳴を上げた。彼女を庇かばおうとして倒れた矢瀬を、大おお鎌がまを振り上げた使徒が狙っている。

「……え!?」

　矢瀬を救うために駆け出そうとした雪菜は、驚おどろきの表情で動きを止めた。

　使徒が構えた大鎌が、矢瀬に向けて振り下ろされることはなかった。

　大鎌を取り落とし、苦く悶もんの雄お叫たけびを上げたのは使徒のほうだ。どこからともなく飛来した短剣が、使徒の頭部を刺さし貫つらぬいている。

「ちっ……もう追いついてきやがったか……」

　その短剣に気づいたキイが、落胆したように肩をすくめた。

　驚く凪沙たちの眼前で、仮面を破壊された使徒が消滅する。あとには、仮面に突き刺さった短剣だけが残された。漆しつ黒こくの刃やいばを持つ短剣だ。

「この短剣……まさか……！」

　大気を震ふるわす強烈な魔ま力りよくに気づいて、雪ゆき菜なが大きく目を見張る。

　振り返る雪菜の視界に映ったのは、空を黒く埋め尽くす、膨ぼう大だいな数の短剣の群れだった。

　その短剣はただの武器ではない。実体化するほどの濃密な魔力の塊かたまり。意思を持つ武器インテリジエント・ウエポン──吸血鬼の眷けん獣じゆうだ。

「──舞え、〝暴食者グーラ〟！」

　威厳に満ちた男の声が響ひびいた。その声に導かれて、黒き短剣が使徒たちへと降り注ぐ。

　結ゆ瞳めの領地ドメインに出現したすべての使徒が、全身をズタズタに裂かれて一斉に消滅した。彼らの仮面は粉々になって、破片すらも残らない。すべてはほんの一いつ瞬しゆんの出来事だ。

「あれだけの数の使徒を一瞬で……!?」

　深紅の長ちよう剣けんを構えたまま、雫しず梨りが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。彼女が苦戦していた獣じゆう人じん種しゆの使徒も、あっさりと仮面を割られて消滅している。

　役目を終えた黒き短剣も消滅した。宿やど主ぬしである吸血鬼が召しよう喚かんを解といたのだ。

　短剣の群れを操っていた本人が、夕ゆう闇やみの中から姿を現す。

　浅黒い肌を持つ長身の男だ。仕立てのいい古風なコート。夜の闇を紡いだような黒髪。〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会議長──ヴェレシュ・アラダール。第だい一いち真しん祖その系譜に連なる〝旧ふるき世代〟の吸血鬼にして、限りなく真祖に近い最強クラスの〝貴族〟である。

「おいおい、ご先祖様の見せ場を横取りするなよ。相変わらずクソ真面目な奴やつだな、アラダール」

　屋上の端に座ったままのキイが、親指を下にして子どものようにブーイングする。

「ホント、誰に似ちゃったのかしらね」

　キイに寄り添うように立っていたザナが、相方に同意して悪いた戯ずらっぽく笑った。

　アラダールは深い溜ため息いきをつきつつ、生き真ま面じ目めな顔でキイたちを睨にらむ。

「──お戯たわむれを、陛へい下か。めずらしく現世に戻られたと思えば、わざわざ自分からこのような騒さわぎに加わるとは、いったいどういうおつもりです？」

「どういうつもりかと訊きかれてもな──こんな愉たのしそうなイベント、指をくわえて見てるってわけにはいかねえだろ」

　キイが悪びれない口調で言った。

　アラダールは苛いら立だちをこらえるように、こめかみを小刻みに震わせる。

「国際問題になりますよ。いえ、もうすでになっています。あなたが無断で第四真祖領に侵入したことが、滅びの王や混こん沌とんの女王に知られたら──」

「連中はなにも言わないさ。まあ、見てな。すぐに面白いことになる」

「……陛下？」

　確信に満ちたキイの言葉に、アラダールが眉まゆをひそめた。

　直後、火山の噴火にも似た爆ばく発はつが、絃いと神がみ島じま全体を激しく揺さぶった。

　弾はじかれたように振り返った雪ゆき菜なたちが見たのは、上空数百メートルにまで達する巨大な竜巻。その渦うずの中心にいるのは、吸血鬼の眷けん獣じゆうだ。

　一体は陽かげ炎ろうのように揺らめく深紅の双角獣バイコーン。そしてもう一体は漆しつ黒こくの双角獣バイコーン。二体の眷獣の激突が、爆発的な突風を四方に撒まき散ちらし、周囲の建造物をことごとく塵ちりに変えていく。

「この眷獣!?　第だい四よん真しん祖そか！　相手は誰だ……!?」

　アラダールが愕がく然ぜんとした表情で唸うなった。

「始まったか。思ったよりも早かったな」

　一方のキイは愉たのしげだ。その表情は無む邪じや気きな子どものようでもある。

「暁あかつき先輩……！」

　雪菜が強く槍やりを握り締めた。

　古こ城じようが戦っている相手は、間違いなく〝吸血王ザ・ブラツド〟だろう。第四真祖と同じ眷獣を操る少年。古城一人で倒せるという保証はどこにもない。

「行ってください、雪菜お姉さん！」

　ためらう雪菜に、結ゆ瞳めが呼びかける。

「結瞳ちゃん？」

「この領地ドメインのことは私たちが必ず護まもります。だから、雪菜お姉さんは古城お兄さんを──」

　結瞳が強い決意の眼まな差ざしで雪菜を見た。

　本心では、結瞳も不安を感じていないはずがない。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の襲しゆう撃げきは続いているし、彩さい海かい学がく園えんで起きた異変のこともある。

　それでも今は古城を助けるために、雪菜を送り出すべきだと彼女は判断したのだ。

「わたくしも行きますわ、姫ひめ柊らぎ雪菜。〝吸血王ザ・ブラツド〟とやらを倒せば、このふざけた領主選争も終わるのでしょう？」

　雫しず梨りが険しい表情で告げてくる。

　彼女の愛剣〝炎喰蛇ハウラス〟は、斬きりつけた相手の魔力が強ければ強いほど威力を増すという特性を持っている。〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷獣に対抗できる数少ない強力な武器なのだ。

　雪菜は、雫梨を見返して無言でうなずいた。

　そして暴風が荒れ狂う危険な戦場に向かって走り出す。

「──先輩！」
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　強大な眷獣同士の激突は、監かん獄ごく結けつ界かいの内部にも影えい響きようを与えていた。

　結界世界と現実世界の境界が軋きしみ、内部の城じよう砦さいも激しく揺れる。このまま戦せん闘とうが長引けば、いずれは結界の維持すら困難になるだろう。

「この意味もなく巨大な魔ま力りよく……暁あかつき古こ城じようか」

　黒い触手に搦からめ捕とられたまま、那な月つきは愉快そうに呟つぶやいた。

「あなたには関係のないことです、南みな宮みや那月。ここから動くこともできないあなたには」

　触手の宿やど主ぬしである紅あかい瞳ひとみの少女が、突き放すように冷たく告げた。

　那月は、くくっ、と嘲あざけるように喉のどを震ふるわせて、

「違うな。動けないんじゃない。動く必要がないんだよ」

「……負け惜しみですね」

「ふふん、負け犬は貴様のほうだろう、蛸たこ娘むすめ」

　那月が浮かべた哀あわれみの表情に、紅い瞳の少女がギリッと奥歯を鳴らした。触手が不気味に蠕ぜん動どうし、那月を絞めつける力を増していく。

「言葉には気をつけてください、〝空くう隙げきの魔女〟──たとえあなた自身を傷つけられなくても、あなたを苦しめる方法はあるんですよ。手始めに、あの死に損ないの人工生命体ホムンクルスを八つ裂きにしてきましょうか？」

「それでも貴様が負け犬という事実には変わりない。終焉教団オーダー・ジ・エンドは、なぜ私の監かん獄ごく結けつ界かいに頼った？　貴様自身の〝牢ろう獄ごく〟はどこにやった？　その浅ましい肉体は、守護者との契約を反ほ故ごにした代償か？」

「黙りなさい……！」

　紅い瞳の少女が絶叫した。

「あなたになにがわかる!?　たかだか十五年しか〝牢獄〟で過ごしていないあなたに！」

　少女が那月に詰め寄っていく。

　触手の圧力に負けて、破れかけていたローブが弾はじけ飛び、彼女の全身が露あらわになる。

　十代半ばとおぼしき、美しい肉体。だがそれは彼女の上半身だけだ。

　少女の腰から下は植物の根のように醜く変色して枝分かれし、互いに絡からみ合う無数の触手に変わっていた。それがまともな生物の姿であるはずもない。

　魔女である少女の肉体が、悪魔の眷けん属ぞくである彼女の〝守護者〟と融合している。

　悪魔との契約を破った代償として、彼女は肉体を喰くわれたのだ。

「三百年だ……！　私は三百年を〝異界の牢獄〟の中で生きた！　そして気づいた！　〝異界の牢獄〟の存在に意味などないと──！　たとえ、永えい劫ごうの暗くら闇やみの中に閉じこめられても、生きたまま猛もう禽きんに内臓を喰われても、地の底で蛇の毒を浴び続けても、罪人が悔い改めることなどあり得ない。世界から罪人は消えることはなく、ただ罪は増え続ける一方なのだと！」

「だから、逃げたのか。牢獄の管理者の役目を捨てて」

　那月が平へい坦たんな口調で訊きいた。

「違う……！　私は気づいたんです！　恐怖だけが……圧倒的な恐怖による支配だけが犯罪の抑止力になる。犯罪者は即座に、残ざん虐ぎやくに、無惨に、醜く哀あわれに裁かれなければならないんです」

「貴様が終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒になったのは、それが理由か」

　蠢うごめく触手に囚とらわれたまま、那な月つきは酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「笑わせる。醜く哀れなのは貴様だよ、負け犬。貴様のその理屈では、真っ先に裁かれなければならないのは貴様だろう、〝復ふく讐しゆうの魔ま女じよ〟メリロエ？　貴様は、悪魔と契約して手に入れた魔女の力でなにをした？」

「──っ!?」

「〝異界の牢ろう獄ごく〟に意味はない？　当然だ。管理者とは、その〝牢獄〟で、もっとも重い罪を背負った罪人なのだからな。その永えい劫ごうの無む為いこそが我々に与えられた罰なのさ」

「違う……私は……！」

　紅あかい瞳ひとみの少女──メリロエが激しく首を振った。しかし那月の嘲ちよう笑しようはやまない。

「恐怖による支配で、罪人が生まれるのを防ぐ。だから、恐怖の象徴として第だい四よん真しん祖そを祭り上げる──貴様は、その幼稚な思想を〝吸血王ザ・ブラツド〟に刷りこまれて利用されているだけだ。やつは本気でそんなことを望んではいない」

「あなたに……なにがわかる……！」

　メリロエが声を絞り出すように言った。

「騙だまされませんよ、〝空くう隙げきの魔女〟──私はあなたの言葉に惑わされたりはしない」

「貴様を騙す理由などないさ。そんな回りくどい真ま似ねをしなくても、貴様如ごときを追い出すのは簡単だからな」

　那月がメリロエの言葉を一いつ蹴しゆうする。メリロエはカッと頰ほおを紅潮させて、

「まだそのような負け惜しみを……！　守護者を封じられたあなたになにができる!?」

「封じるのは守護者だけでよかったのか？　ここは私の〝牢獄〟だぞ？」

「なに？」

　那月の意味ありげな警告に、メリロエがかすかな動揺を見せた。

　彼女たちがいる城じよう砦さいの一室に、荒々しい蛮ばん声せいが響いてきたのは、その直後だ。

「ハッハァ──ッ！　いくぜェ、〝轟ごう嵐らん砕さい斧ふ〟！」

　驚おどろいて振り返ろうとしたメリロエを、車に撥はねられたような衝しよう撃げきが襲おそった。

　目に見えない巨大な斧おので斬きりつけられたような感覚だ。触手の何本かがズタズタにちぎれ飛び、彼女自身、吹き飛ばされて壁に激突する。

「がっ……!?　な……なにが……！」

　メリロエが激しく血を吐いた。攻撃を受けたあとですら、なにが起きたのかわからない。攻撃をまともに喰くらうまで、彼女はなんの魔力も感じなかったのだ。

「ああっ!?　なんだぁ、てめェ!?　南みな宮みや那月じゃねえじゃねえか！　せっかく一発ビビらせてやろうと思ってたのによ。紛らわしいんだよ！」

　倒れた彼女に近づいてきたのは、ドレッドヘアの小柄な青年だった。

　派手な色使いの重ね着に、流行遅れの腰こし穿ばきのジーンズ。粗野な言動といい顔つきといい、見事に頭の悪そうな男である。

　口振りからして那な月つきの味方とは思えない。だが、結果的に彼の攻撃は、メリロエを吹き飛ばして那月を触手から解放していた。

「ご苦労だったな、山猿」

　那月が、ゆっくりと着地してドレッドヘアの青年に一いち瞥べつをくれた。

「ああっ!?」

「──やめておけ、シュトラ・Ｄ」

　山猿呼ばわりされた青年が荒々しく歯を剝むき、そんな彼をべつの男が制止した。

　全身を分厚い甲かつ冑ちゆうで包んだ大柄な男だ。

　鋼はがね色いろの肌と灰色の髪。背中に背負っているのは、彼の身長ほどもある巨剣である。

　武器としてのバランスや扱いやすさを無視して、龍りゆうの強きよう靭じんな肉体を斬きり裂さくためだけに鍛きたえられた殺龍剣アスカロン。そして龍の血を浴び、不死の呪のろいに侵おかされた肉体。龍殺しゲオルギウスの一族の末まつ裔えいにして、西欧教会の暗あん部ぶ──大たい罪ざい人にんブルード・ダンブルグラフである。

「ジョウキョウはワかっているぞ、クウゲキのマジョ──だが、ワレワレをロウからダして、なにをさせるつもりだ？」

　巨剣の柄つかに手をかけたまま、龍殺しの傭よう兵へいが那月に訊きいた。

「べつに終焉教団オーダー・ジ・エンドと戦ってくれと頼んでるわけじゃない。恩おん赦しやをくれてやったつもりもないぞ。ただ一時的に保釈してやろうといっているだけだ。貴様らがそれを望むならな」

　那月が傲ごう岸がんな口調で答える。

　それを聞いていたドレッドヘアの青年──シュトラ・Ｄが苛いら立だったように喚わめき散らした。

「はぁァ？　俺様がてめェに頼み事なんかすると思ってんのかよ、バカ野郎！」

「思っているさ。貴様らがやつらの正体を知ればな」

　那月は彼らに近づくと、二人にそれぞれ短い言葉を告げた。

　その瞬しゆん間かん、ダンブルグラフとシュトラの表情が変わる。ダンブルグラフが浮かべたのは歓喜、そしてシュトラが浮かべたのは憤ふん怒ぬの相そうだ。

「そういう……ことか。いいだろう……キサマのオモワクにノってやる」

「チッ……いいように利用されるのは気に入らねえが、たしかにてめェの相手をしている場合じゃねえな、クソがッ！」

　乱暴に壁を殴るシュトラの左手首に、金属製の手て枷かせが出現する。それは監かん獄ごく結けつ界かいの囚人の証あかし。たとえ現実世界に出たとしても、彼らは見えない鎖で監獄結界に縛しばられているのだ。

「貴様らに与える時間は四十八時間だ。ついでに無関係な人間を傷つけるな。目的を果たす前に牢ろうに連れ戻されたくなければな」

「ショウチした」

「ケッ」

　波紋のような空間の揺らぎが、二人の魔ま導どう犯はん罪ざい者しやを包みこんだ。そして彼らの姿は消失する。那な月つきの夢の中の監獄から、現実世界へと送り出されたのだ。

　あとに残ったのは結界の主である那月と、いまだに蠢うごめき続ける触手の切れ端。そして傷ついたメリロエだけだった。

「まさか……〝監かん獄ごく結けつ界かい〟の犯罪者を解き放ったのか。私から逃れるために……！」

　メリロエが鮮血をこぼしながら立ち上がる。

　シュトラ・Ｄに切断された彼女の触手は、ほぼ再生を終えていた。

　悪魔の眷けん属ぞくである触手には、不死身に近い再生能力が与えられているのだろう。宿やど主ぬしの魔力が続く限り、滅びることなく無限に増殖を続けるのだ。

　しかしそんな彼女を眺めて、那月は無関心に言い放つ。

「なんだ、負け犬。まだいたのか？」

「黙れ！　次にその言葉を口にしたら、〝吸血王ザ・ブラツド〟の意向とは関係なく、殺してやる！」

　メリロエが激げつ昂こうして那月を睨にらみつけた。那月はつまらなそうに鼻を鳴らして、

「やってみろ、負け犬」

「殺すっ──！」

　メリロエの触手が、宿主の怒りに反応して爆ばく発はつ的てきに膨れあがった。それらは漆しつ黒こくの津波と化して、無防備な那月へと押し寄せる。

　その触手の群れを止めたのは、腕だった。

　機械仕掛けの黄金の騎き士し。那月の〝守護者〟の腕である。

「そんなものッ──！」

　メリロエの唇くちびるに獰どう猛もうな笑みが浮かんだ。

　彼女と那月は、どちらも共に〝牢ろう獄ごく〟の管理者だ。魔女としての契約の対価は同じ。つまり与えられた〝守護者〟も同格ということになる。

　しかし那月は、監獄結界の維持に魔力の大半を使っている。

　一方、メリロエは己の〝牢獄〟をすでに捨てた。契約違反の代償として〝守護者〟に半身を喰くわれたが、そのぶん自由に使える魔力は増している。

　一対一の戦いで、今のメリロエが那月に負ける理由はない──はずだった。だが、

「なっ!?」

　勝利を確信していたメリロエの頰ほおが、驚きよう愕がくと恐怖に固まった。

　出現した那月の守護者の姿が、予想とは違っていたからだ。

　美しかった黄金の甲かつ冑ちゆうが剝はがれ落ち、その内部が剝むき出しになっている。

　そこにいたのは騎き士しなどではなかった。

　光すら洩もらさぬ完全なる闇やみ。三つの炎を噴き出す目。深しん淵えんそのものを形にしたような、形なき虚無の怪物だ。

「やれやれ……枷かせが外れたか」

　那な月つきが気け怠だるげに溜ため息いきをついた。

　メリロエが恐怖に駆られて後退しようとする。だが、那月の〝守護者〟はそれを許さない。凄すさまじい闇の引力が、メリロエの触手を捕らえて離さない。

「聞いたことがある……南みな宮みや那月の守護者〝輪環王ラインゴルト〟は、出現するだけで、この世界の時空を歪ゆがめると……まさか、あの機械仕掛けは、その力を抑えるための……!?」

「貴様の望みを叶かなえてやろう、〝復ふく讐しゆうの魔ま女じよ〟」

　巨大な闇を従えたまま、那月は美しい微笑ほほえみを浮かべる。

「や……いや……やめて……お願い……」

　メリロエは弱々しく唇くちびるを震ふるわせた。闇の獣けものがそんな彼女の触手をつかみ取り、昆虫の羽をむしるように圧倒的な力で引きちぎっていく。

「残ざん虐ぎやくに、無惨に、醜く哀あわれに裁かれるがいい──」

　人形めいた幼い美貌の魔女が、どこか非人間的な声こわ音ねで宣告する。

　古い城じよう砦さいの一室に、終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の悲鳴が響ひびき渡った。
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　竜巻のような暴風を全身にまといながら、古こ城じようは壊れかけた人工の大地に着地した。

　人工島南地区アイランド・サウスの増設人工島サブフロート。かつて沿岸警備隊コーストガードの滑走路があった場所である。古城たちにとっての領主選争の始まりの場所だ。

　夜明け前の戦いで破壊された増設人工島サブフロートは、無数のユニットに分解されて、流氷のように海上に浮かんでいる。

　もちろん周囲に人影はないし、今さら壊れて困る建物もない。古城が本気を出して戦うには、これ以上ない最適の戦場だ。

「なるほど。最初の攻撃は、我ワタシをひと気のない場所に誘導するためでしたか」

　金髪の少年が、本気で感心したように古城を見る。

　古城の眷けん獣じゆうの攻撃をまともに受け止めたはずなのに、彼はダメージを負っていない。自ら召しよう喚かんした眷獣で、古城の攻撃を相そう殺さいしたのだ。つまり〝吸血王ザ・ブラツド〟の眷獣は、第だい四よん真しん祖そのそれと同等の威力を持っているということだ。

「おまえは何者だ、〝吸血王ザ・ブラツド〟？」

　古城が新たな眷獣を召喚する。精神支配系の眷獣、〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟。だが、その魔ま眼がんの攻撃は、少年が召しよう喚かんした眷けん獣じゆうの反撃にかき消される。

「どうして俺を恩おん萊らい島とうに閉じこめた？」

　古こ城じようが更さらなる眷獣を召喚する。紫の炎に包まれた人喰い虎マンテイコア──〝蠍虎の紫シヤウラ・ヴイオーラ。だが、その猛毒の炎もまた、少年が召喚した漆しつ黒こくの人喰い虎マンテイコアに防がれる。

「どうして領主選争なんてものを始めた？　どうしておまえは俺と同じ眷獣が使える!?」

　古城が眷獣を召喚する。霧きりの眷獣、〝甲殻の銀霧ナトラ・シネレウス〟。巨大な甲こう殻かく獣じゆうが撒まき散ちらす銀色の濃のう霧むを、少年が喚よび出した漆黒の霧が押し返す。

「どうしておまえはアヴローラと同じ顔をしているッ──!?」

　古城が眷獣を召喚する。ただし少年が迎撃不可能な場所──彼が立つ壊れかけの地面の下に。

「疾く在れきやがれ、〝牛頭王の琥珀コルタウリ・スキヌム〟！」

　灼しやく熱ねつの熔よう岩がんの奔ほん流りゆうが、小柄な少年の全身を包んだ。

　人工島の破片が融ゆう解かいし、海水が凄すさまじい勢いで蒸発する。純白の蒸気が周囲を満たす。

「その問いかけにはすでに答えました」

　蒸気の壁の向こう側から、少年の声が聞こえてくる。その声に苦く悶もんの響ひびきはない。〝吸血王ザ・ブラツド〟は熔岩の奇き襲しゆうに耐えきったのだ。だが、どうやって──!?

「──我ワタシもまた第四真祖だからですよ」

「なに!?」

　再び現れた〝吸血王ザ・ブラツド〟の姿に、古城がうめく。

　融解した人工島のユニットに立っていたのは、〝吸血王ザ・ブラツド〟だけではなかった。蜥蜴とかげの頭とう骨こつの仮面をかぶった男。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の一人が、自らの肉体を楯たてにして、熔岩の奔流を防いでいる。

　彼がまとうローブは燃え尽き、頭骨も半ば熔とけ落ちていた。しかし彼の肉体は無傷だ。鱗うろこのような赤しやく銅どう色いろの肌──そこから噴き出す眩まばゆい炎が、摂せつ氏し数千度の熔岩を撥はね返している。

「疾とく在あれ、〝始祖なる琥珀プリムス・スキヌム〟」

「くっ──〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟！」

　お返しとばかりに撃ち出された漆黒の熔岩を、古城は金こん剛ごう石せきの結晶で受け止めようとする。

　そんな古城の肩が鮮血を噴いた。予期せぬ方角から放たれた斬ざん撃げきが、無数の金剛石の結晶ごと古城の身体からだを斬きり裂さいたのだ。

　愕がく然ぜんと振り返った古城が見たのは、もう一人の〝吸血王ザ・ブラツド〟の部下。野牛に似た魔ま獣じゆつの仮面をかぶり、青い湾わん刀とうを持つ終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒だった。

「もう一振りの〝炎喰蛇ハウラス〟か……！」

　古城がよろめいて膝ひざを突く。

　第だい四よん真しん祖そと〝吸血王ザ・ブラツド〟、それぞれの眷獣の力は互角だ。しかし〝吸血王ザ・ブラツド〟には強力な二人の使徒がついている。それは勝ち目が見えないほどの、絶望的な戦力差だった。

　しかし追い詰められた古こ城じようを前にして、〝吸血王ザ・ブラツド〟は不意に攻撃をやめた。

　そして穏おだやかな口調で訊きいてくる。

「眷けん獣じゆう──吸血鬼の力の源みなもとであり、吸血鬼の戦闘力ちからそのものでもある。その正体を知っていますか、暁あかつき古城？」

「眷獣の……正体……だと？」

　少年の唐とう突とつな質問に、古城は虚きよを衝つかれた。

　これまで幾度となく召しよう喚かんを繰り返してきた眷獣だが、その正体を古城は知らない。

　彼らが、どうやって生まれて、どこから来たのか。なぜ吸血鬼だけが、彼らを使し役えきできるのか──〝魔ま族ぞく特とつ区く〟で暮らしていながら、その答えを耳にしたことは一度もなかった。

　古城は、自分の眷獣たちのことすらなにも知らないのだ。

「吸血鬼が自らの血の中に従えている獣けもの。異界からの召喚獣──その説明は、間違いではありません。けれど真実のすべてでもない」

　戸惑う古城に、少年が優しく言葉を続ける。

「眷獣とは、怨おん念ねんです。憎悪です。呪じゆ詛そです。咎きゆう神しんカインの〝聖せい殲せん〟によって、薄汚れた魔族という存在に姿を変えられたかつての神々の魂が──彼らの憤ふん怒ぬと絶望が生み出した呪のろいの獣。それが吸血鬼の眷獣なのですよ」

「神々の……呪いだと……」

　古城の背筋を、ぞくりと恐怖が走り抜けた。

　なぜ吸血鬼の真祖たちだけが、桁けた外はずれに強力な眷獣を召喚できるのか。

　なぜ吸血鬼たちが世代を重ねるごとに、召喚できる眷獣の力は衰えていくのか。

　眷獣の正体が〝呪い〟なら、その疑問にも説明がつく。真祖とはもっとも強く呪われた吸血鬼であり、彼らの子孫は、その呪いをただ受け継いだだけなのだ。

「〝忘却の戦王ロストウオーロード〟、〝滅びの瞳フオーゲイザー〟、〝混沌の皇女ケイオスブライド〟──彼ら三人の真祖たちは、呪われた神々の血けつ脈みやくの、最初にして最後の一人です。滅びゆく〝天てん部ぶ〟の一族の呪いが、彼らに最強の眷獣を与えた」

「〝天部〟……古代の神々か……」

　古城が低いうめきを洩もらした。

　かつてこの世界を統治していた古代の神々は、咎神カインの禁きん呪じゆ〝聖せい殲せん〟の力で、その姿を魔族へと変えられた。そして支配していたはずの人間に狩られる立場となった。

　もはや真偽すらわからない古い神話。ただの伝説だ。

　だが、〝吸血王ザ・ブラツド〟の言葉が事実なら、〝聖せい殲せん〟によって神の座を追われた〝天てん部ぶ〟の呪いが、魔族の王である三体の真祖を生み出したということになる。

「ですが、その神々の呪いをもってしても、咎神カインは倒せませんでした」

　少年は、神々を憐あわれむようにうっすらと微笑ほほえんで首を振る。

「だから、生き残ったわずかな〝天てん部ぶ〟の人々は、人工の吸血鬼を創つくり出すことにした。世界最強の第四の真祖を」

「まさか……」

「そうです。新た真祖を創り出すためには、新たな眷けん獣じゆうが必要でした。世界最強と呼ぶに足るほどの大量の新たな呪のろいが……」

「生いけ贄にえにしたのか!?　自分たち自身を!?」

　金髪の少年が無言でうなずき、それを見た古こ城じようは絶句する。

　古代の神々──〝天部〟は滅びた。新たな真祖を生み出すために、自ら生贄となったのだ。

　そうやって生み出された世界最強の吸血鬼こそが、第だい四よん真しん祖そ。咎神カインを殺すためだけに創り出された殺さつ神じん兵へい器きだ。

「第四真祖は世界最強の吸血鬼でなければならない。あなたにはそれを証明する義務がある！　世界最強を創り出すためだけに、自ら呪じゆ詛その一部となった彼らのためにも！」

「おまえが領主選争なんてものを引き起こしたのは、そのためか……！」

　古城は気が遠くなりそうなほどの激しい怒りに襲おそわれた。

　第四真祖が世界最強の吸血鬼であることを証明する──それが〝吸血王ザ・ブラツド〟の目的だった。そのためだけに彼は行動してきたのだ。

　恩おん萊らい島とうに古城を閉じこめ、繰り返し仲間の死を経験させてきたことも。

　領主選争を引き起こし、古城に名乗り出ることを要求したことも。

　すべては遠い過去に滅びた神々の呪いを実行するためだと、彼は主張しているのだ。

「我々はあなたの敵ではありません。第四真祖をこの世界すべての領主にする。我ら終焉教団オーダー・ジ・エンドはそのために存在するのです」

「世界すべての領主……だと？　絃いと神がみ島じまの中で騒さわぎを起こしたくらいで、そんなことができるわけねーだろ！」

　ふざけてんのか、と古城は荒々しく言い放つ。

「いいえ。可能です」

　少年は愉快そうに目を細めた。

「お忘れですか？　絃神島は〝聖せい殲せん〟の祭壇であり、咎神の最大の遺産なんです。それを合法的に手に入れられるとなれば、すべての真祖たちは動かざるを得ない」

「絃神島を……合法的に手に入れる？　そのための領主選争か!?」

　力強く断言する〝吸血王ザ・ブラツド〟に、古城は無意識に圧倒されていた。

　すべての領地ドメインを独占した領主候補は、理屈の上では、〝聖せい殲せん〟の魔ま具ぐである絃神島の所有者ということになる。

　だが、絃神島を手に入れただけでは〝聖せい殲せん〟を使うことはできない。そもそも現在の領主候補に、〝聖せい殲せん〟の正体を知る者などほとんどいないはずだ。

　そんなふうに自分自身に言い聞かせても、古こ城じようの不安は消えなかった。なにか重要な要素フアクターを、見落としているという嫌な予感が拭ぬぐえない。

「我ワタシの真しんの名は〝無ケノン〟──〝零番目〟の〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟です」

　少年が、閉ざしていた瞼まぶたをゆっくりと開けた。

　燃えるように輝かがやく碧あおい瞳ひとみが、古城を映す。

　それはまぎれもなく〝十二番目アヴローラ〟と同じ瞳だった。〝天てん部ぶ〟によって生み出された人工吸血鬼の瞳だ。

「我ワタシは第だい四よん真しん祖その試作品プロトタイプにして、第四真祖アナタの影。そして神々の呪のろいの代行者。この我ワタシに残されたすべての力で、あなたを世界の王にしてみせる」

「その前にてめえをぶっ飛ばして、領主選争を終わらせてやるよ！」

　内心の激しい動揺を抑えて、古城が吼ほえる。

　相手がアヴローラの同類なかまであれば、尚なお更さら、彼の凶行は止めなければならない。それが彼女アヴローラから力を受け継いだ古城の役目だ。

「無駄です」

　少年──ケノンの全身から漆しつ黒こくの霧きりが噴き出した。膨ぼう大だいな魔力を帯びたその霧は、巨大な幻げん獣じゆうの姿に変わる。透明な翼を広げた氷の人魚。あるいは妖鳥セイレーンへと──

「不完全な今のあなたよりは、我ワタシのほうがまだ強い──疾とく在あれ、〝始祖なる蒼氷プリムス・グラキエス〟──」

「この眷けん獣じゆうッ──!?」

　漆黒の妖よう鳥ちようが吐き出した膨ぼう大だいな凍気が、古城を襲おそった。増設人工島サブフロートの周囲の海面も、大気も、なにもかもが一いつ瞬しゆんで凍いてつき、動きを止める。

　その凍気を、古城は相そう殺さいすることができない。

　氷の妖鳥の正体は、第四真祖の十二番目の眷獣の試作品プロトタイプ──

　古城がいまだに手に入れていない、最後の眷獣と同じ攻撃ちからだからだ。

「く……そっ……」

　己の意識が白く霞かすんでいくのを古城は感じる。

　吸血鬼の真祖は不死身だが、完全に凍りついてしまえば動きは止まる。〝吸血王ザ・ブラツド〟は古城を凍結させて、その間に領主選争を進めるつもりなのだろう。

　だが、それがわかっていても、今の古城にはなにもできない。

　すでに視界も、手脚の感覚も失われ、意識さえも遠のいていく。

　だが、残されたわずかな感覚が、懐かしい声をとらえた気がした。

　そして眩まばゆい霊れい気きの輝かがやきを──

「獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる──」

「っ!?」

　ケノンの優美な表情が引ひき攣つった。

　古こ城じようの視界に飛びこんできたのは、銀色の槍やりを構えた小柄な少女だ。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討うたせ給たまえ！」

　少女の槍が放つ青白い閃せん光こうが、妖よう鳥ちようの凍気を斬きり裂さいていく。

　全身の自由を取り戻した古城が、げほっ、と激しく咳せきこんだ。

「姫ひめ柊らぎ！」

「無事ですか、先輩」

　銀色の槍を突き出した姿勢のまま、雪ゆき菜なが安あん堵どの微笑を向けてくる。

　血ち塗まみれの古城の肩を見て、彼女はすっと目を眇すがめると、

「本当にもう、あなたは、わたしがちょっと目を離しただけで、いつもいつもそんな傷だらけになって……いったいなにを考えてるんですか!?」

「え!?　いや、そんなこと言ってる場合じゃ……」

「喧けん嘩かはあとにしてくださいまし！」

　香か菅すが谷や雫しず梨りの苦言と同時に、金属同士がぶつかる甲かん高だかい音がした。

　古城を背後から貫こうとした青い湾わん刀とうを、雫梨が深紅の長ちよう剣けんで打ち落としたのだ。

「カス子!?　なんでおまえまで……!?」

「あなたを助けに来てあげたのに決まってますわ！　まったくもう、世話の焼ける！」

　鬼族オグレスならではの剛ごう力りきで、雫梨が刀使いの使徒を吹き飛ばした。

　しかし使徒は、空中で姿勢を立て直して平然と着地する。

「気をつけろ、〝吸血王ザ・ブラツド〟は第だい四よん真しん祖そと同じ眷けん獣じゆうを使う。それにあの暑苦しい野郎は、熔よう岩がんの中でも平然としてやがった」

〝吸血王ザ・ブラツド〟の傍らの使徒を睨にらんで、古城が警告した。

　少年ケノンの正体が判明しても、彼に付き従う使徒たちの素す性じようは謎なぞのままだ。雪菜と雫梨が来てくれたことで、数の上では互角になったが、楽観できる状況には程遠い。

「わかります……この気配、ただ者ではありませんね」

　雪菜が、油断なく男を睨んでうなずいた。

「あの青い刀は……」

　雫梨も、もう一人の使徒に向かって剣を構える。

　その瞬しゆん間かん、古城は声を聞いた。低くくぐもった笑い声だ。地の底から響ひびいてくるような、怨えん嗟さに満ちた声だった。

　声の主は、刀使いの使徒。猛もう牛ぎゆうの頭とう骨こつの仮面の下から、怒りに満ちた女の声が響く。

「見ツケタゾ……〝炎喰蛇ハウラス〟！」

「は!?」

　唐とう突とつな怒りを向けられて、雫梨がわずかに動揺した。

　刀使いの使徒が、そこに轟ごう然ぜんと斬りかかる。凄すさまじい勢いの斬ざん撃げきだ。古城なら、為なすすべもなく両断されていたに違いない。

「な、なんなんですの、あなたは!?」

　雫しず梨りはかろうじて使徒の攻撃を受け止めた。深紅の長ちよう剣けんの美しい波刃セレーシヨンが、青い湾わん刀とうとぶつかって火花を散らす。

「黙レ、裏切リ者ノ末マツ裔エイヨ」

「誰がなにを裏切ったと──ッ!?」

　使徒の斬ざん撃げきが休む間もなく雫梨を襲おそい、雫梨はそれを防ぎ続ける。

　そして完全に受けきったと思われた瞬しゆん間かん、湾刀の青い刃やいばが閃せん光こうを放った。

　雫梨の表情が、驚きよう愕がくに歪ゆがむ。その攻撃は彼女の〝炎喰蛇ハウラス〟と同じ、溜ためこんだ魔ま力りよくを刃に乗せて撃ち出す必殺の魔力放出だったからだ。

「カス子ッ!?」

　雫梨を呼ぶ古こ城じようの声は、凄すさまじい爆ばく発はつにかき消された。増設人工島サブフロートの残ざん骸がいを、数十メートルにわたって抉えぐり取るほどの凶悪な攻撃だ。

　しかし雫梨はその攻撃に耐えていた。咄とつ嗟さに〝炎喰蛇ハウラス〟から魔力を放出して、青い刃の攻撃を防いだのだ。彼女の制服はボロボロだが、雫梨自身はほぼ無傷。鬼族オグレスの頑健さの賜たま物ものだ。

「先輩！」

　安あん堵どの息を洩もらそうとした古城を、雪ゆき菜なが乱暴に突き飛ばした。

　直前まで古城たちが立っていた場所を、灼しやく熱ねつの炎が駆け抜けていく。少年ケノンを護衛するもう一人の使徒が、仮面越しに爆炎を噴き出したのだ。

「なんだ、この炎……!?」

「気をつけてください。この攻撃、魔術じゃありません！」

　困惑する古城に、雪菜が叫ぶ。

　魔術による炎ではないということは、雪菜の〝雪せつ霞か狼ろう〟でも無効化できないということだ。炎が撃ち出される前に、古城が気配を感じなかったのもおそらくそのせいだ。

　自らが放った炎に焼かれて、使徒がかぶっていた仮面が熔とけ落ちた。

　それが引き金になったかのように、使徒の姿が変貌していく。

　人ひと型がただった肉体は、蜥蜴とかげに似た四よつん這ばいの姿へと変わった。ただでさえ大柄な肉体が、十数倍にまで膨張し、顔つきも異い形ぎようへと変化を遂げる。

　赤しやく銅どう色いろの鱗うろこが全身を覆おおい尽くし、背中には巨大な翼が広がった。蛇のような長い尾と、鋭利な牙きば。鬣たてがみと額ひたいに突き出した長い角つの。

「まさか、あれは……！」

　変貌する使徒を見て、雪菜がうめいた。

　古城たちは、そのような変化を遂げる種族を知っていた。

　高い知性と魔力を誇り、吸血鬼とは違う意味での魔族の頂点に君臨する存在──

「龍族ドラゴンかッ！」

　完全に龍りゆうへと変化した使徒が、再び炎の息を吐く。

　雪ゆき菜なを抱え上げて古こ城じようは跳んだ。広範囲に撒まき散ちらされる龍の吐息ブレスを、普通の人間の速度でよけきることは不可能だ。

　その炎が届かないギリギリの場所で、雫しず梨りたちの戦いは続いていた。

　だが、互角と思われていた二人の鍔つば迫ぜり合あいにも、唐とう突とつに変化が訪れる。

　相手の怒りに圧倒されて防戦一方になっていた雫梨が、腹に据えかねたようにいきなり反撃に転じたのだ。

「このっ、いい加減にっ──！」

　ガッ、と鈍い音が雫梨と使徒の間で響ひびいた。斬きり合いではラチがあかないと判断した雫梨が、自らの額ひたいを相手の顔面に叩たたきつけたのだ。

「ぐっ……」

　顔面を押さえて使徒が後退した。

　いかにも淑しとやかな見た目の雫梨が、頭突きなどという、野蛮な攻撃手段を選ぶとはさすがに思っていなかったのだろう。まともに攻撃を喰くらったせいで、予想外に大きなダメージを受けているらしい。

「痛たた……っ」

　一方の雫梨も額を押さえて、目の端に涙を浮かべている。

　その雫梨が、不意に目を見開いた。割れた仮面の下からのぞく、使徒の素顔に気づいたのだ。

「あ、あなたは……！」

　続けて雫梨が告げようとした言葉が、実際に声になることはなかった。仮面を失った刀使いの使徒が、逃げるように〝吸血王ザ・ブラツド〟の傍そばまで後退したからだ。

　追撃を仕掛ける雫梨を突き放すように、龍族ドラゴンの炎が襲おそってくる。

　雫梨は、〝炎喰蛇ハウラス〟の魔ま力りよく放出で炎を迎撃しながら後退。どうにか体勢を立て直して、古城の隣に着地した。

　奇しくも古城たち三人と、〝吸血王ザ・ブラツド〟の陣営が正面から対たい峙じする形になる。

　しかし攻撃的に身構える古城とは対照的に、少年ケノンの表情に戦意はなかった。

　彼は少し意外そうに、絃いと神がみ島じまの空を見上げている。雲のない満天の夜空だった。

「空間の歪ゆがみが……消えた？」

　雪菜が驚おどろいたように目を瞬またたいた。

　絃神島の上空を覆おおっていた虹にじ色いろの揺らぎが消滅している。当然、終焉教団オーダー・ジ・エンドによる襲しゆう撃げきも途絶えたということだ。

　それは〝吸血王ザ・ブラツド〟にとっても想定外の事態だったのだろう。彼の口元に浮かんでいたのは、苦笑いにも似た諦あきらめの表情だ。
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「やはりメリロエでは抑えきれませんでしたか。さすがは〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟ですね」

　少年ケノンが溜ため息いきのような声で呟つぶやいた。

「ですが、どうやら間に合ったようです。退ひきますよ」

「──承知」

　龍りゆうが、少年を前まえ肢あしに乗せた。刀使いの使徒が、龍の背に乗って雫しず梨りを睨にらむ。

「カスティエラの娘……次は貴様を殺し、我らの剣を返してもらう」

「な、なにを勝手なことをっ──」

　雫梨の叫びは、龍の羽ばたきに阻はばまれた。自らが放つ炎を推進力にして、龍の巨体は瞬またたく間まに上空へと舞い上がる。

「行かせるか！」

　古こ城じようが、遠ざかる龍に向けて右手を向ける。眷けん獣じゆうで龍を撃うち落とそうとしたのだ。が──

「駄目です、先輩！」

　雪ゆき菜なが寸前で古城を止めた。〝吸血王ザ・ブラツド〟の反撃を恐れたわけではない。古城の隙すきを衝つくように出現した、新たな眷獣の気配に気づいたのだ。

　夜空を彩る星たちが、いつの間にか消えていた。代わりに、巨大な黒雲が空を覆おおい尽くしている。眩まばゆい稲妻を内包した積せき乱らん雲うん。それこそが新たな眷獣の正体だ。

　雷らい雲うんから放たれた無数の稲妻が、海上に浮かぶ人工島の破片をことごとく撃ち抜いた。

　それは威い嚇かく射撃だった。

　雷の眷けん獣じゆうの宿やど主ぬしは、無言のまま、古こ城じようたちに立ち去れと命じているのだ。その証拠に、古城たちがいるユニットだけは、唯一無傷で海上に浮かんでいる。

「この眷獣……!?」

　古城は呆ぼう然ぜんと空を見上げて首を振る。

　夜空を覆おおい尽くす巨大な雷らい雲うん。その眷獣の正体を古城は知っていた。

　天災にも匹敵する圧倒的な力。それは吸血鬼の真祖の眷獣だ。

「なんで、あんたが……ジャーダ！」

　人工島南地区アイランド・サウスに続く連絡橋。

　破壊されたその橋きよう台だいに立っていたのは、翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみを持つ、美貌の女性。

　第だい三さん真しん祖そ〝混沌の皇女ケイオスブライド〟が、狼ろう狽ばいする古城を見て荒々しく微笑ほほえんでいる──
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　灰色の輸送機の編隊が、絃いと神がみ島じまへと降下してくる。

　不吉な夜よ烏がらすの群れのようなその姿を見上げて、江え口ぐち結ゆ瞳めは唇くちびるを嚙かんでいた。

「軍用輸送機だと!?　どこの国だ？」

　天てん奏そう学がつ館かんの屋上作戦本部。有脚戦車ロボツトタンクの背中によじ登って、矢や瀬ぜが訊きく。

　パイロットスーツ姿のリディアーヌが、慌あわただしくコクピット内部のパネルを操作して、取得したデータの照合をＡＩに命じた。

「国籍識別信号は……なんと!?　〝滅びの王朝〟!?　機影六！　ＶＣ─17〝グレイヴヤード〟は、第だい二に真しん祖そ〝滅びの瞳フオーゲイザー〟──アスワドグール・アズィーズ王の専用機でござる！」

「……ようやく来たか、引ひき籠こもりのカマ野郎。待ちわびたぜ」

　並べたパイプ椅い子すに寝転んでいたキイ・ジュランバラーダが、リディアーヌの声を聞いて飛び起きる。瞳ひとみをギラギラと輝かがやかせ、彼は頭上の輸送機を睨にらみつけた。懐かしい遊び相手との再会を待ちわびる、小学生男子のような反応だ。

「陛へい下か……？　どういうことです？　なぜ、滅びの王がこの島に……？」

　主君であるキイを睨みつけ、アラダールが生き真ま面じ目めな表情で問い詰めた。

　そんなこともわからないのか、とばかりにキイは呆あきれ顔がおでアラダールを見返して、

「決まってんだろ。乱入するんだよ。絃神島の領主選争にな」

「まさか……本気でそのようなことを……!?」

「ヴェレシュ、おまえの帝てい国こく騎き士し団だんを降ろせ。どうせ連れてきてんだろ？」

　事の重大さを悟って震ふるえるアラダールに、キイは吞のん気きな口調で言った。

　アラダールが率いる帝国騎士団は、〝戦せん王おう領りよう域いき〟帝国議会直ちよつ轄かつの精鋭部隊だ。正規軍の中でも選えりすぐりの強力な魔ま族ぞくで構成されており、最高レベルの装備を与えられている。その気になれば絃神島どころか、日本本土を壊滅させることが可能なレベルの戦力なのである。

　たとえ〝滅びの王朝〟の主力部隊が相手でも、彼らならば五分以上の戦いが可能だろう。

　しかし、その帝国騎士団ですら、〝戦王領域〟の最強部隊ではない。

「陛下の護衛騎士団は──戦王軍はどうなさったんです？」

　アラダールがキイに訊き返す。

　第一真祖が従える戦王軍は、キイが個人的に集めてきた部下だけで結成した彼の私設部隊だ。

　吸血鬼だけでなく、獣じゆう人じん、魔女、そして人間──さらには得え体たいの知れない多数の魔族が所属しており、その規模や活動内容は一切不明。ただひとつだけわかっていることは、彼らこそが〝戦王領域〟でもっとも恐ろしい部隊ということだ。彼らは第一真祖の力の象徴──〝忘却の戦王ロストウオーロード〟の切り札なのである。

　その最強部隊を所有するキイは、アラダールの問いかけに不敵に微笑ほほえんだ。そして誰にともなく合図をするように、指を鳴らす。

「連中なら、とっくに来ているさ」

「……な!?」

　キイの言葉が終わる前に、アラダールの背後に複数の人影が現れていた。

　空間転移テレポートの気配もなにも感じられなかった。

　まるで夜の闇やみそのものが人の形をとったような、そんな唐とう突とつな出現だ。

　天てん奏そう学がつ館かんの屋上だけではない。大規模商業施設テティスモールや山の手の高級住宅地──人工島西地区アイランド・ウエストの至るところに、同様の人影が現れている。

　第だい一いち真しん祖そが人工島西地区アイランド・ウエストを支配した──そう宣言するかのような光景だった。

「どうやら厚化粧ババアの手下も到着したみたいだな」

　言葉もなく立ち尽くすアラダールを無視して、キイは海辺へと視線を向けていた。

　人工島南地区アイランド・サウスの上空を謎なぞの黒雲が覆おおい尽くし、海岸には黒塗りの艦かん船せんが出現していた。浮上した装そう甲こう潜水空母の群れ。第三真祖領〝混こん沌とん界かい域いき〟の潜水艦隊だ。

「──というわけだ、領主ちゃん」

　動揺する結ゆ瞳めの前に歩み寄り、目線の高さを合わせるようにキイは片かた膝ひざを突いた。

　そして恭うやうやしく右手を差し出してくる。町娘を舞踏に誘う王子のように──

「〝戦せん王おう領りよう域いき〟の領主キイ・ジュランバラーダとして、あんたに同盟を申しこむ」

「同……盟……？」

　結瞳が目を大きく開いてキイを見つめた。

　彼女の小さな手を取って、キイは無む邪じや気きに片目を瞑つむる。

「ひとまずは人工島西地区アイランド・ウエストを俺たちで制圧して、市民の安全を保障する。終焉教団オーダー・ジ・エンドにも、ほかの真祖どもにも、手は出させない。どうだ、乗るかい？」
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　時速八百キロの暴風が、轟ごう々ごうと窓の外を流れていく。

　煌きら坂さか紗さ矢や華かは輸送機の荷に室しつに座ったまま、軍用通信機の小さなモニタを睨にらんでいた。

『──これが潜入中の工作員からもたらされた、現在の絃いと神がみ島じまの勢力図です』

　モニタに映っているのは、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの美しい少女──アルディギア王国王女ラ・フォリア・リハヴァインだった。彼女が映した絃神島の地図は、大きく四つに分断されている。

『人工島東地区アイランド・イーストを〝滅びの王朝〟、同どう西地区ウエストを〝戦王領域〟、南地区サウスを〝混沌界域〟の軍勢が制圧中。現在は終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の駆く逐ちくが行われており、市民の被害は確認されていないそうです。ただしキーストーンゲートに関しては、なおも終焉教団オーダー・ジ・エンドに占拠されたままだそうですが──』

　ラ・フォリアの説明を聞きながら、紗矢華は目め眩まいを覚えていた。

　この世界に存在するすべての夜の帝国ドミニオンの領主たち──吸血鬼の真祖全員が、あの小さな人工島に集まっている。ほんの数時間前までは、誰一人予想できなかった非常事態だ。真祖大戦をも上回る世界規模の大戦争が、いつ始まってもおかしくない──そんな異常な状況に、紗さ矢や華かの理解が追いつかない。

「暁あかつき古こ城じようは無事なんですか？」

　それでもどうにか平静を装って、紗矢華は訊きいた。

　ラ・フォリアがモニタ越しに小さく首を振る。

『第だい四よん真しん祖その所在は不明です。ただし、日没直前に、人工島北地区アイランド・ノースの地下で、真祖クラスの眷獣同士の激突が確認されたとの報告があります』

「人工島北地区アイランド・ノース……ですね」

　紗矢華はきつく唇くちびるを結んだ。ほかの三体の真祖が、東西と南の人工島フロートを制圧した以上、第四真祖である古城が人工島北地区アイランド・ノースにいる可能性は高い。そこにはおそらく雪ゆき菜なもいるはずだ。

『こんな面白そ……大変なときに、この程度のお手伝いしかできなくてごめんなさい、紗矢華。領主選争への参加資格を持たないアルディギアの騎き士し団だん員いんを、絃いと神がみ島じまに派遣するわけにはいかないのです』

　ラ・フォリアが心底残念そうに呟つぶやいて目を伏せた。

　もっとも紗矢華にしてみれば、それは数少ない吉報だった。ただでさえ混こん沌とんとしている絃神島にこの腹黒王女までもが参戦したら、事態が収拾不能になるのは目に見えている。

　それでも表向きだけは神しん妙みような態度で紗矢華は首を振り、

「いえ、私を絃神島まで送り届けてもらえるだけで十分です。絃神島における魔ま導どうテロの阻止は獅し子し王おう機き関かんの仕事ですから──」

　そう言って紗矢華は、自分の服装を見下ろした。

　宇宙飛行士を思わせる分厚い与よ圧あつ服ふくと酸素マスク。そしてやけに大きなバックパック。輸送機の荷に室しつに乗りこむ際に、ラ・フォリアの部下に無理やり着せられたものだった。

「あの、王女……ところで、この装備ってなんですか？　なんで与圧服？　それにこの背中の荷物は、いったい……？」

『ＨＡＬＯヘイロウ降下用の装備です』

「へい……ろうこうか？」

　聞き慣れない単語に、紗矢華は首を傾かしげる。

　ラ・フォリアはにこやかに微笑ほほえんで、

『高高度降下低高度開かい傘さん。紛争中の敵地に潜入するために開発されたパラシュートによる降下方法です。絃神島の上空一万メートル地点で輸送機のハッチを開放するので、そのまま高度三百メートル以下まで自由落下してください』

「は……パ、パラシュート!?」

　紗矢華はギョッとして背中の荷物を見る。やけに洗練されたデザインだったので気づかなかったが、言われてみれば、それはパラシュート以外の何物でもなかった。

「こ、高度一万メートルから自由落下って、この飛行機から飛び降りろってことですか!?」

『絃いと神がみ島じまの空港施設は、〝滅びの王朝〟に制圧されていて着陸できませんから』

　ラ・フォリアが澄ました口調で言った。しかし彼女の碧あおい目は悪いた戯ずらっぽく細められている。

　紗さ矢や華かはだらだらと冷や汗を流した。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめは呪じゆ詛そと暗殺の専門家だが、パラシュート降下は専門外だ。

「ま、ま、待ってください。べつに高いところが恐こわいとかじゃないんですけど、さすがに高度一万メートルはちょっと……」

「大丈夫です。空中での姿勢制御やパラシュートの開閉は、機械が勝手にやってくれますから」

「王女!?　絶対、愉たのしんでやってますよね、王女!?」

「おや、そろそろ降下ポイントのようですね。それでは、紗矢華、ご武運を──」

　表情を引ひき攣つらせたままの紗矢華を眺めて、モニタの中のラ・フォリアが優雅に手を振った。

　ゴン、と鈍い音を響ひびかせて、輸送機の後部ハッチが開いていく。上空一万メートルの凍えた風が機内に吹きこみ、紗矢華のほっそりとした身体からだが押し流されていく。

　眼下に見えるのは漆黒の闇。夜の太平洋の海面だけだ。

「ま、待って！　まだ心の準備が……！　い、いやあああああああああっ！　助けて、雪ゆき菜な！　雪菜ぁぁぁ──！」

　完全に開ききったハッチから、紗矢華は突き落とされるように落下した。

　彼女の最後の絶叫は、誰にも届くことなく夜空に吸いこまれて消えていく。
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　斐ひ川かわ志し緒おは、唐とう突とつに振り返って夜空を見上げた。

　絃神島本島から十八キロメートル離れた、扇形の小さな増設人工島サブフロート──ブルーエリジアムの海岸だ。

　単なるリゾート施設ということもあってか、この人工島は、領主選争の対象区域に含まれていない。終焉教団オーダー・ジ・エンドの使徒の襲しゆう来らいも免れている。船舶の往来が途絶えているせいで、観光客の一部が帰宅できずに困っているが、それ以外はおおむね穏おだやかなものだった。

　そんな増設人工島サブフロートの砂浜に立って、志緒は訝いぶかしげに首を捻ひねっている。と、

「志緒ちゃん？　どうかした？」

　すぐ傍そばに立っていた羽は波ば唯ゆい里りが、志緒の横顔をのぞいて訝しげに訊きいてくる。

　いや、と志緒は素そっ気けなく首を振り、

「気のせいだ。煌きら坂さかの悲鳴が聞こえたような気がしたんだが」

「へえ」

　唯ゆい里りが物言いたげにニヤニヤと微笑ほほえんだ。普段、いがみ合っている紗さ矢や華かのことを、志し緒おが気にしているのが面白かったのだろう。

「べつにあいつのことを心配しているわけじゃないからな」

　志緒が誤解を避けるために念押しする。しかし唯里はますます愉快そうに笑って、

「大丈夫だよ、煌きら坂さかさんには内緒にしておいてあげるから」

「だから心配してないって言ってるだろ！」

「うん……心配なのは、古こ城じようくんと雪菜ゆつきーたちのほうだよね」

　唯里が不意に表情を引き締めた。胸元に抱いた長ちよう剣けんの鞘さやを、キュッと強く握りしめる。

　志緒も重々しくうなずいた。

　絃いと神がみ島じま本島から離れていても、領主選争の状況は様々な媒体を経由して伝わってくる。特に、自らの使つかい魔まを島内に派遣している縁えん堂どう縁ゆかりの情報は、速く、しかも正確だった。

　獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟の閑しずか古こ詠よみが負傷したことも、暁あかつき古城が〝吸血王ザ・ブラツド〟と対決し、その後、消息を絶ったこともわかっている。当然、絃神島の現状についてもだ。

「まさかすべての真祖が絃神島に乗りこんでくるとはな」

「これはさすがに獅子王機関も手が出せないよね……」

　志緒の苦々しげな呟つぶやきに、唯里が落胆の溜ため息いきで応こたえた。

　終焉教団オーダー・ジ・エンドが仕組んだ領主選争に、三体の真祖たちまでもが参戦した結果、日本政府は事態に介入するタイミングを完全に失った。獅子王機関から新たな攻魔師の派遣は出来ないし、それは太たい史し局きよくや、ほかの部署の国家攻魔官たちも同じだろう。

　第だい四よん真しん祖その監視役として常駐していた雪ゆき菜なを除けば、絃神島にいる獅子王機関の攻魔師は、志緒と唯里だけだった。志緒たちはブルーエリジアムの魔ま獣じゆう庭てい園えんにいるグレンダに会うために、連休を利用して遊びに来ていたのだ。

　もともと非番だったこともあり、志緒たちの装備は少々心こころ許もとない。終焉教団オーダー・ジ・エンドや吸血鬼の真祖たちに、対抗できるという自信もない。だが、ほかに動ける攻魔師がいない以上、古城と雪菜を助けに行かないという選択肢はなかった。

　それに古城たちの助けになりたいと思っているのは、志緒と唯里だけではない。

「グレンダ、どう？　そろそろ行ける？」

　浅瀬で波と戯たわむれていた鋼はがね色いろの髪の少女に向かって、唯里が訊きいた。

「だ！」

　顔を上げたグレンダが、力強い口調で肯定する。

　唯里と志緒が、絃神島行きを決断した理由のひとつはグレンダの存在だった。龍族ドラゴンである彼女なら、志緒と唯里を乗せて絃神島本島まで飛ぶことができるからだ。

　魔力を使わず、音もなく滑かつ空くうできる龍りゆうならば、おそらく終焉教団オーダー・ジ・エンドや真祖たちの監視をかいくぐって絃神島に侵入できるだろう。

　もちろん志し緒おたちも本音では、そんな危険な行為にグレンダを巻きこみたくはなかった。

　それでも彼女を連れていくことにしたのは、グレンダ自身がそれを望んだから──

　そして、もう一人の同行者がいたからだ。

　志緒や唯ゆい里りが、ここに来て初めて出会った人物。

　しかし彼女の名前だけは、遠い昔からよく知っていた少女──

　暁あかつき古こ城じようが〝吸血王ザ・ブラツド〟に勝利するためには、彼女の力が必要なのだという。

　その少女は、グレンダの背中に隠れて、打ち寄せる波をおっかなびっくりというふうに眺めていた。小柄な身体からだに男物の白いパーカーを着て、目ま深ぶかにかぶったフードで顔を隠している。

　フードの襟えり元もとからは短く切った髪がこぼれていた。見る角度によって虹にじのように色を変えていく、色素の淡い金髪だ。

「準備はいい？　グレンダに乗せてってもらうから、ちょっと揺れるけど、我慢してね」

　唯里がその少女に声をかける。

　少女は緊張したように顔を上げて、唯里を見た。

　大きな碧あおい瞳ひとみが、怯おびえたようにゆらゆらと揺れる。それでも彼女はぎこちなくうなずいて、勇気を振り絞るように澄んだ声で告げた。




「ゆ、許す──」








あとがき






　このところ各地で大きな災害が続いて大変な状況になっていますが、被害に遭われた皆様には心からお見舞いを申し上げます。実はこのあとがきの原稿も、強い台風の真まっ只ただ中なかで停電の予感に怯おびえながら執筆しております。家が揺れまくってて、めっちゃ恐こわい。

　実際問題、命に関わるような非常時に、作家に出来ることはほとんどなにもないのですが、肉体的、精神的にしんどいときに一いつ時ときでもその現実から解き放ってくれたり、逆境に抗あらがう勇気を与えてくれるような作品を描けたらいいなと思っています。

　皆様が、どうか心穏やかに過ごせますように。




　そんなわけで『ストライク・ザ・ブラッド19』をお届けしております。

　久々の（番外編ではない）シリーズ本ほん篇ぺんです。今回のエピソードは、登場キャラクターの多い大がかりな話になることがわかっていたので、一冊で収めるのは早い段階で諦あきらめておりました（やはり無理だった）。それでもまだページが足りないというか、バラバラに行動している間の各キャラの行動を、もっとまったり描きたかったです。実は古こ城じようたちが帰国する前の結ゆ瞳めや雫しず梨りの活躍だけで文庫一冊──というのも、少し考えたのですが、それをやっていると、いつまで経っても話が終わりそうにないので泣く泣く諦めました。なので、そのあたりは各自で適当に脳内補完しながら読んでもらえるとありがたいです。

　エピソードが完結していないので、あとがきでは内容についてあまり触れられないのですが、続きはなるべく早めにお届けできればと思っています。引き続きよろしくお願いいたします。




　また先日、ＯＶＡ『ストライク・ザ・ブラッド』の第三シリーズの制作が発表されました。文庫13巻『タルタロスの薔ば薇ら』篇からスタートの予定です。

　これほど長くアニメを続けていただけるのは、これまで良い作品を作り続けてくれたスタッフ・キャストの方々、そしてなにより応援してくれたファンの皆様のおかげです。月並みな言葉ですが本当にありがとうございます。

　私も脚本会議にお邪魔させてもらっているのですが、『ストライク・ザ・ブラッド』をよく知るスタッフが再集結してくださっているので、気心の知れた安定感のある雰ふん囲い気きで進行しております。きっと皆様に満足してもらえる作品になるのではないかと。楽しみです！




　更さらに雑誌『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』では、あかりりゅりゅ羽う先生の『ストライク・ザ・ブラッド　こちら彩さい海かい学がく園えん中等部』を連載してもらっております。雪ゆき菜な・凪なぎ沙さ・夏か音のんの中等部三人組が主人公の日常四コマです。ほんわかとした可愛かわいらしい絵柄の中に、ほのかな毒と癒いやしを感じさせる楽しい作品です。こちらも是非ご覧になっていただければ！




　イラストを担当してくださったマニャ子さま、今回も本当にお世話になりました。この巻のカバーイラストはラフを拝見した時点で恰かつ好こうよすぎて鳥肌が立ちました。

　そして本書の制作、流通に関わってくださった皆様にも、心からお礼を申し上げます。

　もちろん、この本を読んでくださった皆様にも精一杯の感謝を。

　それではどうか、また次巻でお目にかかれますように。


三み雲くも岳がく斗と　



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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